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　　　プロローグ







「下だ」

「えっ」

　一いち条じよう摩ま芙ふは言われるまま、見下ろした。

　街を流れる四つの川が、ゴボゴボと泡あわ立だち始めている。流れを広げ水面を隆りゆう起きさせるほどに周囲の水を集めてゆくその様さまは、明らかな攻こう撃げきの前ぜん兆ちようだった。

　アルベドが、やはり変わらぬ調子で言う。

「やはり、そう簡単には行かせてくれんらしいな」

「うん」

　摩芙は、しかし戦せん闘とうに関しては冷静な熟じゆく練れん者しやだった。恐くはあっても判はん断だんを誤らない。周囲を見回してから、杖つえで行き先を指す。

「アルベド、降りて！」

「心こころ得えた」

　見えない坂を駆かけ下りるように、アルベドは一気に高度を下げた。

　その間に、湧わき上がった四つの川は、攻こう撃げき対たい象しようとすれ違い、空へと立ち上っている。鮮あざやかとは言い難い、くすんだ色の流れは、数秒前に摩ま芙ふらのあった空中で激げき突とつし、しかし混ざり合わずに折り返した。真まっ逆さかさまに落ちてくるのは、川の水と言うには粘ねん質しつで、ジワジワと何らかの形を取りつつある。

　摩芙を乗せたアルベドは、既すでに石いし畳だたみを蹴けって高台の塔とうに向かっていた。

「！」

　真ま上うえから降りかかる大質量に気付くと、摩芙は軽く杖つえを天に指した。

　瞬しゆん時じに、丁ちよう度ど二人の直上を塞ふさぐサイズの渦うず巻まき文もんが瞬またたき現れ、回転する。これに触れた四つの流れは、自らミキサーに飛び込むように粉こな々ごなに吹き散らされ、街へと降りかかる。役目を果たした渦巻文は発生した位置、杖の先から微み塵じんも揺らがないまま、消えた。

　これら練れん達たつの業になんの感かん慨がいを抱くでもない摩芙が、軽く尋たずねる。

「今のは、『クレンペル』？」

「運うん命めいの欠片かけらは飛び散らなかったな。もしかすると、『死像トランジ』の一部なのかもしれんぞ」

　アルベドの推すい測そくに、少しだけ表情が曇った。

「この大きさを丸ごと、死像トランジとして掌しよう握あくできてるのかな」

　言げん外がいにある、自分でも無む理り、という弱気に、同じ『ハインの手先』が活かつを入れる。

「どうだろうな。死像トランジの形は核かくとなった人間の絶望の形、その大きさや深さにも拠よる。作った者の力の大きさには必ずしも比例しない。それよりも」

「あっ」

　飛び散ったはずの流れが再び集まり、新たな形を取っていた。

「蛇へび……竜りゆう？」

「なかなか良い趣しゆ味みをしている。私と話が合いそうだ」

　四つの竜は、いつの間にか四し方ほうから彼女らの突とつ進しんを包ほう囲いする位置についている。

　摩芙は新たな力を練ろうとして、気付いた。

　竜の一いつ匹ぴきが、急に彼女とは別の方角に頭を振り向けたのを。

「あっ」

　見たもの、次いで感じたものが意味するのは一つ。

　後先考えない速さで、

「はぁああああ───っりゃ!!」

　流りゆう星せいのような蹴けりの一いち撃げきが、その頭を爆ばく砕さいした。

　夜空に輝いた力の形は、十じゆう字じ印いん。

「カナちゃん！」

「ほうほう、あれが……」

　摩ま芙ふと共に見上げたアルベドが、興きよう深ぶかげな声を零こぼした。

　一いち撃げきを加えた後、クルクルと空中で体勢を立て直そうとする、どこか力を扱いきれていない風ふうな襟えり巻まきの少年は、肩の上のパペットと言い合っている。

「なーにサラッと『ハインの手先』助けてんの、ナーライ・カナエ!?」

「だって、あの子も今、死像トランジだかクレンペルだかと戦ってるし」

「そりゃそーだけど、あっちも最終的な狙ねらいは世界の破は滅めつで、ナゾ敵と一いつ緒しよなんだよ!?」

「じゃ、ギリギリまで利用しよう」

「あーもー！」

　またも再生する竜りゆうを背後にした、ある意味吞気のんきな姿すがたを、アルベドが大いに笑った。

「はっはっは！　昔と全く変わっていないではないか、あの悪あく太た郎ろうは！」

「……」

　なぜか自分が恥はずかしくなって、摩芙はフードを引っ張って顔を隠かくす。







[image: カナエの星(3)]













　　　１　空にあるもの







　文も字じ面づらだけで楽しくなる七月、夏休みも迫った蒸むし暑いとある日。

　一学期の終しゆう業ぎよう式しきを終え、教室へと戻る一団に混じっていた彼──多柏たかえ学がく院いん中ちゆう等とう部ぶ二年二組の直会なおらいカナエは、例によって突然、先導していた担たん任にん教きよう師しである橘たち樹ばな逢あいの腰に、後ろから組み付く強きよう烈れつなタックルをお見舞いした。

「うきゅっ!?」

　逢の短い悲鳴を引いて、二人は諸もろ共ともに前方、校こう舎しや出口の茂みへと突っ込む。

　それから半秒遅れて、彼女のいた場所に落らつ下かした植うえ木き鉢ばちが、粉こな々ごなに砕くだけた。

　欠片かけらの飛び散った衝しよう撃げきから事じ態たいの把は握あくまでの短い間を置いて、周りのクラスメイトらが騒さわぎ出す。口々に叫ばれる言葉は、必ずしも非難ではない、

「うわ、危なっ！」「どっから落ちたんだ？」「先生、大だい丈じよう夫ぶ!?」「またかよ直会……」

　例によって突然、手て加か減げん無用な人助けをした『点火済みの爆ばく弾だん』への感かん嘆たん、あるいは呆あきれが大半、というものだったが、それらの声は当人には届いていなかった。

　組み付いた勢いのまま茂みの中を二転三転、最後に──目を回している逢あいの腰をガッチリとホールドしながら──見上げた空に、カナエはそれを見つけていた。

「──」

　奥深い蒼そう穹きゆうのど真まん中なか、隆りゆう々りゆうと聳そびえる雲の奥に佇たたずんでいる、それ。

　あんぐりと大口を開けて見上げるしかない、圧あつ倒とう的な光こう景けいだった。

「──なんだ、アレ」

　誰だれにかけるでもない零こぼれた声に、駆かけつけたクラスメイトの幾いく人にんかが、やがて滅めつ多たに見ない直会なおらいカナエの啞あ然ぜんとした表情でさらに数人が、彼と視線を同じくしたが、誰もその言うところの意味を理解できない。

　友人のホールドを外して、逢を茂みから引っ張り起こす桧ひの原はら里り久く、

「大だい丈じよう夫ぶですか、先生」

　髪かみに葉っぱを混ぜて涙なみだ目めになっている逢、

「も、もうイヤ～」

　二人もそれぞれの表情で視線を追うが、やはり分からない。

　陽よう光こう降り注そそぐ夏空、ただその広がりを目にするのみである。

　これら周りの反応から、カナエは察した。今、自分の見ているそれが、他人には見えていないことを。つまり、『半開きの目』を宿す自分にしか見えないモノであることを。

　微かすか、夕焼けのように赤みがかった雲の奥に、悠ゆう然ぜんと浮かぶ、それ。

　黒々とした影を薄い雲に映し、威い容ようを空中に誇こ示じする、巨大な円盤。

　その正体への心当たりは、ただ一つ。

「死像トランジ……？」







「ナニアレ」

　男子寮りよう、カナエと里久の部屋に──例によって部屋の扉とびらに『星』へと通じるそれを重ねることで──現れた『星せい平へい線せんのそよぎ』の間ま抜ぬけな第一声に、カナエが答える。

「ナニアレ、って……見た通りの死像トランジでしょ」

「いやいやいやいや」

　そよぎはその『目』で見た物、窓まど枠わくをはみ出して上空を占しめる赤みがかった雲と、その内に潜ひそむ巨きよ大だい円えん盤ばんの影を、煙のように払おうとしてか、掌てのひらをヒラヒラさせた。あり得ないことだからあり得ない、と単純に割り切る彼女は、たとえ見えていても否定するのである。

「キミに感知されずに、あんなデカブツを真ま上うえで組み上げるとか、ないない」

「こっちもそう思いたいよ、精神衛えい生せい的に」

　逆にカナエの方は、厳げん然ぜんと目に見えている物を、そのままに捉とらえる。

「でも、そよぎさんから見ても、死像トランジに間違いないんでしょ？」

　いわゆる『死像トランジ』……世界を破は滅めつに導く運うん命めいの獣けものは、誰だれ知らず降りる破滅の象しよう徴ちようたる『半閉じの目』を宿した人間を核かくに作られる。カナエは今まで、幾いく体たいかそれを退たい治じしてきたが、いずれも出現から程なく、というタイミングに居合わせている。彼と相あい反はんする力を持つ『ハインの手先』が何事かを成そうとすれば、必然的に運命が双方を引き合わせそうなる、とそよぎは分かるような分からないような解説をしていた。

　なので、

「ふぬぅ」

　解説した当人は今、この唐とう突とつすぎる巨きよ大だいな死像トランジの出現に、大いに驚いている。というより、物事の仕組みとして信じられない風ふうである。

「確かに死像トランジに見える、というか、そう、なんだけど」

　隣となりに立って、同じ物を見上げるカナエは、

「じゃ、まずぶっ飛ばそう」

　窓を開けて、ピョンと外に飛び出した。

「は？」

　取り残されたそよぎが言う間に、カナエの足あし下もと、地面すれすれに、輝くバッテンが現れる。『半開きの目』を宿す者が司つかさどる力にして、見み留とめ定める秩ちつ序じよの象徴──十じゆう字じ印いんである。

　それを踏み台に、カナエは直上へと加か速そくした。

　寮りようの屋や根ねを越えて、町並みを敷しいて、地平線を望んで、さらにどんどん、高くへと跳び上がってゆく。そして同時に前方、赤みがかった雲と、巨大円えん盤ばんの影が間ま近ぢかに迫ってくる。

「っせーの」

　カナエはすっ飛びながら、右の拳こぶしを腰こし撓だめに構えた。今搔かき集められる全力の十字印を込めたそれは、円盤に一いち撃げきを叩たたき込む瞬しゆん間かんを勘かんで計った、しかし完かん璧ぺきな予備動作だった。

　その前に、まず雲を突き抜けて、

「だ」

　という予定が、いきなり狂った。

「りゃっ？　と、と」

　当然突き抜けられる、と無視していた雲が、まるでクッションのようにカナエの全身を押し包んで、柔らかに跳ね返したのだった。

　ポフン、

　と気の抜けた音を立てて、その身が再び、空中へと放り出される。薄い影として見えている円盤には、拳が届くどころか、実じつ態たいを目に入れることすらできなかった。

　カナエは跳ね返された勢いを縦たて回転に変えて距きよ離りを取ると、

「それなら」

　新たに数個、特大の十じゆう字じ印いんを散さん弾だんとして前方へとばら撒まく。

「これで、どうだ！」

　それら輝きの群れは、半秒ほどの滞たい空くうを経てから、一気に雪崩なだれた。

　しかしやはり、

「ダメか」

　撃うち放たれた十字印の全てが、赤みがかった綿のような膨ふくらみにめり込んでは跳ね返され、無む秩ちつ序じよな流りゆう星せい群ぐんよろしく、あらぬ方向へと散らかっていく。

（お返しも……来ないな？）

　その間も気を緩ゆるめず、死像トランジの反はん撃げきに対応できるよう身み構がまえていたカナエの肩の上に、絶ぜつ妙みように可愛かわいくない山羊やぎだか羊ひつじだかのパペットがヒョッコリ顔を出した。

「んもー、キミってばなんですぐ飛び出すかな」

　そよぎの声で文もん句くを言って腕を組むそれに、カナエも文句で返す。

「そりゃ、飛び出しもするよ。こんなの頭の上に浮かべて平気でいられるほど図ず太ぶとくないし。すぐにでも撃うち落とし……てたら、拙まずかったの、かな？」

　抗こう弁べんが、途と中ちゆうで行為の意味に気付き、よろけて立ち消えた。その空白を埋めるように、落らつ下かを始める足あし下もとに十字印を打って空に留とどまる。というより、立ち尽くす。

　図太くない云うん々ぬんへのツッコミは措おいて、パペットは口を尖とがらせた。

「キミってばホント、結果オーライで生きてるよね。まあ、上に飛び乗ってボカスカ殴なぐってるかも、って心配が的てき中ちゆうしなかっただけマシかもしんないけどさ」

「……」

　その手もあったか、とカナエは思いつつも、口に出すのは自じ重ちようする。

　ともあれ指し摘てきはごもっとも。巨きよ大だいな死像トランジを前に、らしくもなく焦っていたらしい。その場の閃ひらめきに頼ることへの反省も兼ねて、今の自分にできる全力を跳ね返した雲を、その奥に依い然ぜんとして隠かくされる巨大円えん盤ばんを、じっと見つめた。

「……？」

　その胸にはいつしか、鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円で成された紋もん章しようが浮かび上がっている。

　カナエとそよぎの持つ、今より見出みいだす可能性の象しよう徴ちようたる力──『半開きの目』だった。

　常ならば明めい瞭りような視し界かいをもたらすそれは、しかし今、赤みがかった雲と円盤の影を、見たままの姿すがたでしか捉とらえることができなかった。

　一応、と確かく認にんしてみる。

「そよぎさん、この雲が見えてる？　いや、見えないんだけど」

「ややこしいけど……言いたいことは分かってる、つもり」

　そよぎも、腕組みしたパペットを疑問で傾けた。

「見た通りの雲じゃない？　じゃなくて、見た通りの雲にしか見えない？　あれ？　えーとつまり見たまんまにしか見えないのが私たちにとってはおかしいってわけでそれはどういう」

「よーするに、変なんだね」

　カナエの端たん的てきなまとめを、さらに頷うなずいて追つい認にんする。

「そうそう、そういう感じナンダネ」

「そうナンダ」

　カナエは適当に頷き返してから、感じたことを付け足す。

「あと、変じゃない、今までの死像トランジと同じこともあるみたい」

「というと？」

「今、気付いたんだけど、こいつ──」

　この無む鉄てつ砲ぽうな少年にしては慎しん重ちように、目をすがめて恐る恐る窺うかがう風ふうなのは、一度まともに行く先を凝ぎよう視ししたことで破は滅めつへと引き摺ずられ、精神に甚じん大だいなダメージを負ったせいである。

「──ただ浮かんでるだけじゃなくて、ゆっくり崩ほう壊かい点てんに向かってる」

「へえ？」

　言われて、そよぎの方は特に警けい戒かいもせずパペットのぎょろ目を巡らせた。

　死像トランジが辿たどり着くことで世界の破滅を引き起こす『崩壊点』への道みち筋すじが、雲の反対側辺りに見える。それが、太陽の歩みのように少しずつ、指し摘てきされなければ分からないほどの低速で目め減べりしているのだった。ただし、

「崩壊点も、かなり遠いね」

「うん。前の八十辻やそつじさん親子の時より、もっと」

　カナエも見当を付けている、巨きよ大だい円えん盤ばんの死像トランジがゆるゆると到とう達たつを目め指ざす場所は、肉にく眼がんで見える範囲にはない。胸に浮かぶ『半開きの目』の感覚のみで摑つかむそれは、町内どころか市県の枠わくさえも超えた、ずっと先にあった。

「でっかい分だけ動きが鈍くて、崩壊点も遠い？」

　なんとなくの推すい測そくを口にする間にも、カナエの胸に焦りが蘇よみがえってくる。

　巨大円盤の死像トランジは、現段階では確かに鈍どん重じゆうだが、いつそれが急転するか分かったものではない。崩壊点が遠いといっても、油ゆ断だんなどしていられなかった。

　逆に、そよぎの方はいつもと変わりがない。

「んーまあ、そうかもね」

「でも、いきなり加か速そくとか落らつ下かとか、する可能性はあるんじゃないの？」

　カナエの、やや早口な懸け念ねんにも、手抜きな答えを返す。

「んーまあ、するかもね」

「かもね、かもね、じゃ分からないよ」

　そのくせ、少し突っつくと、

「そんなこと言ったって、実際に分からないんだからショーガナイでしょ！　なにからなにまで想そう定てい外がい過ぎるシロモノなんだから！」

　パペットは逆ギレ気ぎ味みに拗すねて見せるのである。

　やれやれ、と溜ため息いきを吐いたカナエは、運うん命めいの使し者しやに頼るのを止め、自力で行動し、考えることにした。まずは雲と円えん盤ばん以外、足あし下もとの町並みや頭ず上じようの空へと目線を巡らせる。しばらく胸の『半開きの目』で探ってから、今度は上に跳んだ。

「なにかあったの？」

　尋たずねるそよぎへと、

「ないから、探すことにしたの」

　短く答える間に、雲の上に出る。

　巨きよ大だい円盤の形をした死像トランジを内側に抱え込む、その赤みがかった雲は、一目では見渡せないほどに広大だった。その色味もあって、まるで空に浮かぶ島のようにも見える。

　僅わずかに期待していた侵しん入にゆう口ぐちらしきものはなく、円盤の上面も一切覗のぞいていない。相当な分ぶ厚あつさの中に、なにがあるのか、あるいはないのか、いずれも判然としなかった。

　カナエは神しん経けいを研とぎ澄すませて待つが、意い中ちゆうの人物どころか、死像トランジからの攻こう撃げきすら来ない。そよぎが沈ちん黙もくに飽きて口を開くまでの一分ほどを経ても、状況に変化は起きなかった。

「探してるって、なにを？」

「なにっていうか、誰だれ、かな」

　訂てい正せいしてから、改めて前後左右、上下に目を配る。

「もし、あの子が……『ハインの手先』が襲おそってきたら、どさくさに紛まぎれて事情とか聞けるかも、とか思ったんだけど、いないのかな？」

「死像トランジがあるんだから、そんなことない、はず」

　そよぎが曖あい昧まいながら言う通り、死像トランジは世界を破は滅めつに導く『友たるハイン』の道具として作られる。その『手先』として動く少女がいなければ、存在し得ないはずなのだった。

「中に閉じ籠こもってるのかな」

「かもね」

　カナエとそよぎ、二人の常じよう識しきにおいては。







　別の常識を持つ『ハインの手先』一いち条じよう摩ま芙ふは、既すでに同じ場所で、同じ物を見ていた。

　といっても、その小さな身を立たせているのはカナエたちの遙はるか下、マンションの屋おく上じようである。微そよ風かぜに揺らぐマントとフードの奥から、屋上に突いた杖つえの陰から、額ひたいに瞬またたかせる『半閉じの目』で、頭上に浮かぶ巨大円盤と、それを包む赤みがかった雲を見つめていた。

「……」

　カナエやそよぎは、巧こう妙みように自らの気け配はいを隠かくす彼女を見つけられずにいたが、仮に見つけて疑念を問い質ただしても、無意味だったに違いない。なぜなら、

「……どういう、こと？」

　彼女にとっても、この死像トランジの出現は全くの予想外、与あずかり知らぬ出来事だったからである。しかも、カナエたちが来る直前、出で所どころ不明の死像トランジに近付こうとして、やはり同じく雲に阻はばまれていた。他でもない『ハインの手先』が、死像トランジに。

　その屈くつ辱じよくに身を染めながら、なんとか死像トランジに取り付こうとするカナエたちの試し行こう錯さく誤ご──遂ついには諦あきらめて帰って行くところまで──をしっかり観察しながら、思う。

（一体誰だれが、どうやって？）

　そよぎが訝いぶかしんだ通り、死像トランジは『ハインの手先』が『半閉じの目』を宿した人間を見つけ、絶望に落とすというプロセスを経なければ出現しないはずなのである。この世に『ハインの手先』は、彼女ともう一人しか存在しない。そのもう一人である同どう志しアルベドは、本ほん拠きよ地ちで首しゆ魁かいたるハインに仕えるのが専もつぱらで、主体的に動くことはない。

　だから、こんなことはあり得ない──

（でも、ない……？）

　数ヶ月前の事件が、記き憶おくの底から蘇よみがえる。

　魔ま術じゆつ師しである八十辻やそつじ親子が、共に死像トランジになったとき、そのあり得ない出来事が、あった。

　父である八十辻正まさ典のりの変じた死像トランジが破は壊かいされそうになったとき、彼女は続けて、娘むすめの八十辻夕ゆう子こを新たな、もう一体の死像トランジに変えようとした。

　が、その時には既すでに、夕子は死像トランジになっていた。しかも彼女が作るよりも遙はるかに強い、カナエを軽く殺してしまいかねないほどの力を宿して。

　カナエは辛かろうじてこれの破壊に成功したが、最後は本当に紙かみ一ひと重えだった。

（もし、私が引っ張らなかったら……カナちゃんは、死んでた）

　自分で思い浮かべた言葉に、総そう身しんが強こわ張ばる。

　あの出来事の真しん相そうは、調べようにも全てが消しよう滅めつしていて、なにも分からずじまいである。どうやって調べればいいのか見当も付かなかった、というのもあるが、なにより、

（怖こわかったから、避けてたんだ）

　自分が背負っていたはずの運うん命めい、世界を破は滅めつに導く力の全てを把は握あくできなかった、という恐きよう怖ふ。自分以外の誰かがそれを使い、破滅への歯車を動かした、という恐怖。

　カナエが無事に死像トランジを破壊し得たことで、それらの恐怖に蓋ふたをして、まるで悪戯いたずらを隠かくす子供のように、アルベドにもハインにも報告をせず、秘ひ密みつにしていたのだった。

　今、その報むくいなのか、空に見知らぬ巨きよ大だいな死像トランジが佇たたずみ、崩ほう壊かい点てんへと緩かん慢まんに進んでいる。

　摩ま芙ふは杖つえにもたれ掛かり、フードの奥に隠すように、蒼そう白はくな顔を俯うつむけた。

（でも……もう、隠しきれない）

　その足あし下もとに、揺らし惑まどわす混こん沌とんの象しよう徴ちよう──渦うず巻まき文もんが浮かんで、瞬しゆん時じに彼女を吞のみ込む。

　どぷん、と重く暗い水に飛び込むような感かん触しよくから一転、彼女はどこかへと浮かんでいった。不ふ可か視しの泡あわを伴って、決して濡ぬれない、しかし纏まとわり付く水の中を、緩ゆるやかに上る。

　何十秒、あるいは何十分という時を経て、その足が不ふ意いに、木の床を踏んだ。

　赤いだけが取とり柄えの薄明かりに照らされる、じっとり湿しめった、船の中である。

　程なく、ガッポ、ガッポ、と湿っぽい足音を連れて、

「ん？　正せい装そうで来るとは、どういう風の吹き回しだ、マフ」

　力の抜けた中ちゆう年ねん男の声をした、馬の白はつ骨こつが現れる。

　彼女と同じ『ハインの手先』たるアルベドだった。

　声を掛けられた摩ま芙ふは、フードを前に倒したまま、言いよどむ。

「……ぅん」

「？」

　アルベドは、その仕し草ぐさが、摩芙が隠かくし事をする時の癖くせであることを知っていた。訊きき方を変えるべきか、向こうから言い出すのを待つべきか、彼が考える間に、

「……の、かな」

　湿った床板に、暗く重い小声が零こぼれていた。

「なんだって？」

　訊き直すアルベドに、摩芙は顔を上げることができない。恐る恐る、今まで見たこともないほどに怯おびえながら、もう一度、同じ言葉を繰り返す。

「私が言わなかったから……あんなことになったの、かな？」

「なんだと？」

　アルベド自身は驚きを素すっ頓とん狂きような声にしただけのつもりだったが、摩芙はそれすらも怒られているように感じて、身を竦すくませる。か細い声が、ますます小さく頼りなくなった。

「ごめんなさい」

「待て待て、さっきからなにを言っている」

　今にも崩くずれてしまいそうな少女の様さまに、アルベドは慌あわてる。

　しかし、一いつ旦たん溢あふれた感情は、もう止まらなかった。

「ごめん、なさい」

　ポロポロと、フードの中から雫しずくが零こぼれて湿った床に落ちる。泣いていても、その感情を撒まき散らすだけではない。自分が『ハインの手先』として犯した罪、見て見ぬ振りをした怖いことについて、摩芙は途と切ぎれ途切れに、全て話していた。







　アルベドが、カラカラと馬の首を振り回して嘆たん息そくする。

「まったく、しようのない奴やつだ」

「ごめんなさい……」

　もう何度目か分からない言葉を、摩ま芙ふは弱々しく繰り返した。辛かろうじて平静を取り戻しているが、いつまた決けつ壊かいするかも知れないほどに、その目は涙に揺れている。

「早く言えば良かったのだ。恐いというのであれば、なおさら一人で抱え込むのは心身の負ふ担たんになるばかりではないか」

　アルベドは軽く叱しかると、踵きびすを返した。

「ともかくも、ハイン様にご報告して、判はん断だんを仰あおがねばな」

「うん……」

　摩ま芙ふはしょんぼり、刑けい場じように引かれる心持ちで後に続く。

　しかし、アルベドとしては、彼女個人の失しつ態たいや、その弾だん劾がいなどという小さな話をする気はなかった。もっと大きな、彼ら『半閉じの目』にとって容易ならざる事じ態たいについて、首しゆ魁かいたるハインと諮はかるつもりだった。

（まさか、とは思うが）

　やがて二人は並んで、横に長い階段を甲かん板ぱんまで上がってゆく。

　毒どく々どくしい赤を振り撒まく星々の下、荒れ狂う風と波の上に、彼ら『半閉じの目』の本ほん拠きよ地ちである粗そ末まつな造ぞう作さくの大船『阿あ呆ほう船せん』が、その身を揺らしていた。

　目の粗あらい砂さ金きんの堆うずたかく積もった甲板の一番奥、銀ぎん糸しで『半閉じの目』を刺し繡しゆうした黒くろ幕まくを背後に広げた小しよう舞台のような一角に『友たるハイン』が座っている。

　壮そう麗れいな羽は根ね飾かざりや大おお仰ぎような衣い装しよう、そして自身の全てを透とう明めいな水すい晶しようで成す、骸がい骨こつである。

　宝石を散りばめた黄おう金ごんの椅い子すに座ったそれは、二人が舞台前まで進んでくると、頰ほお杖づえの形を微かすか下向きに変え、周りに劣らない波は乱らんの報告を受け取った。

「ハイン様……」

　畏かしこまって見上げる摩芙に、透明の骸骨は、なにを答えるでもない。

　やがて、アルベドからの報告（と釈しやく明めい）が始まり、

「──つまり、我ら『半閉じの目』に属さぬ何者かが、その巨きよ大だいなる死像トランジを以て儀ぎ式しきへの介かい入にゆうを、前回の魔ま術じゆつ師しの件よりもさらに、踏み込んだ形で行っているものと推すい測そくされます」

　摩芙の話した内容が、より整理された形で伝えられた。

「……」

　ハインは頰杖のため傾けていた体を、きゃらり、と真まっ直すぐな姿勢へと改める。

　摩芙は、この初めて見る光こう景けいを、自身への罰ばつが下る証あかしと思い、その場で立ち竦すくんだが、実際に投げかけられたのは、全く別の言葉だった。

　アルベドが代だい弁べんした声なき声は、

「──介入者を片付けよ。──との仰おおせだ」

　そう、告げたのだった。







　現代の魔ま術じゆつ師し（古流クラシツク）たる八十辻やそつじ正まさ典のりは、

「それで、私の所に来た、と」

　言いつつ、訪ほう問もん者しや二人に促うながし、自分も紅こう茶ちやのカップを取った。

　隣りん席せきのカナエは頷うなずいて、遠えん慮りよなくご相しよう伴ばんにあずかる。

「はい。他にこれ関係の話を相談できる人もいないので熱っ」

「まあ、今すぐ落ちるときは迎え撃うてばいいだけとして」

　と（カナエにとっては）聞き捨てならない前置きをしてから、

「とりあえず、今のペースで進んだら、どれくらいで崩ほう壊かい点てんに着くのか、それくらいの見当は付けられないかなー、って二人で相談したの熱っ」

　そよぎが後を受けて説明し、紅茶で舌したをヤケドした。

　その隣となりでお茶ちや菓が子しのクッキーを抓つまみながら、同じく魔術師（今様モダン）の夕ゆう子こが軽く尋たずねる。

「崩壊点ってのは、海なんでしたか？」

「うん。正確に言えば、海岸からそう離れてない島で……ここかな」

　男女左右に分かれ（させられ）たテーブルの真まん中なかは、ティーセットではなく、広こう域いきの地図で占しめられていた。そよぎが指したのは、遙はるか県外の沿岸に浮かぶ小島だった。

　距きよ離り的には今までで一番遠く、死像トランジの動きもぱっと見、動いているかどうかすら分からない緩かん慢まんさなのだが、当然のこと安心などできるわけもない。どころか『気付けば位置がずれている』という事実に、見る度たび毎ごとにぎょっとなる。死像トランジの側からの攻こう撃げきが一切ない、周囲を取り巻く雲が邪じや魔まをして本体に取り付けない、という本来最も気に留めるべき事実を一いつ旦たん脇わきに置かせるほどの、それは不ぶ気き味みさだった。

　カナエは、真ま綿わたで首を絞しめられるような居い心地ごこちの悪さに嘆たん息そくする。

「十じゆう字じ印いんをぶつけたり上から突とつ入にゆうしたり、色々やってみたけど効果がなくてさ。んで、このまま崩壊点に着くまで周りでジタバタしてるのも芸がないから、頼れるところには頼って、アレの情報を少しでも集めとこうと思ったわけ」

　今、四人が相談を兼ねたお茶会と洒落しやれ込んでいる八十辻家の庭から見える、アレ……死像トランジを包み込む赤みがかった雲は丁ちよう度ど、様式は古ふる臭くさく建材は真新しい、というアンバランスな改築を終えた洋館の屋や根ねを圧して、上空にさしかかっている。

　最初に発見した時から、その位置はかなり崩壊点寄りになっていた。すぐに八十辻家も通り過ぎて──何ら対たい処しよする手立てを見出みいだせないまま──市の外へと出て行くだろう。

　薄暗い空の下で、しかしカップを置いた正典は、どこか得意げな顔で言う。

「話は分かった。死像トランジ自体をどうこうはできないが、確かにその手のことなら、我々魔術師は専門家だな」

「その手のこと？」

「天体観かん測そくだよ」

　カナエに返すと、魔ま術じゆつ師しは上を見上げた。そよぎがくっつけた『半開きの目』の力で、彼ら親子にも、その中に浮かぶ巨きよ大だい円えん盤ばんが見えている。

「魔術師というのは森しん羅ら万ばん象しようを観測し、その中に秘められた法ほう則そくを読み解くことを基き礎そ的な段階としているのだよ。占せん星せい術じゆつにせよ錬れん金きん術じゆつにせよ、第一に行われるのは『そこに在る物』がなんであるかの確かく認にんだ。複数の体系を総合するためにも基き準じゆんとなる法則を定めることは極めて」

　いつの間にか始まった講こう義ぎの陰で、夕ゆう子こがスマホを掲かかげ、

「……」

　数秒置きに二、三枚、上空の死像トランジを写真に撮とった。続けてテーブル上にスマホを置いて、彼女の魔ま法ほうである『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を右手の指に結んで、画面にタッチした。

「……まずは、こう」

　言うや、スマホの液えき晶しよう画面が明めい滅めつを起こし、電でん卓たくに地図にネット上の計算サイトに、とめまぐるしく表ひよう示じを変えてゆく。いつの間にか他の三人も注ちゆう視しする中で、やがて画面は暗転。

「で、こう、と」

　続いて夕子は、テーブルに広げられた地図に、左手の新たな五芒星を結び、軽く叩たたいた。

　そうして現れた情景に、

「おおう」

　そよぎが嘆たん声せいを上げ、目を輝かせる。

　携けい帯たいから転送されたらしい情報が、立体的な折れ線グラフのように、淡い光からなる緩やかな下か降こう線せんとなって、地図上に表示されていた。

　下降線の落らく着ちやく地点は言うまでもなく、そよぎが指差した小島。

　カレンダーから引いん用ようしたらしき文字が、その上に浮かんでいる。

　見慣れたフォントの表示に曰いわく、日付は明後日あさつて、時刻は04：52。

　夕子は、自分の魔術の冴さえを前に、（父そっくりな）得意げな顔で言う。

「うん。ちょっとくらいは誤ご差さがあるかも知れないけど、大体はこんな感じかな」

　カナエとそよぎは、その結果を見て、早さつ速そく相談を始めた。

「明後日の夜中……夜明け前くらいか」

「んー、やっぱゆっくりな分、結けつ構こうかかるんだね」

「余よ裕ゆうがあるのかないのか、どっちだろう」

「時間があっても雲に穴が開けられなきゃ、降りてきても一いつ緒しよじゃないかなあ」

　雲、という言葉に、夕子は計算中に抱いた感覚を思い出す。

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「え？」

　振り向くそよぎの前で、もう一度『架か空くう五ご芒ぼう星せい』が結ばれた。

　応じて地図上、現在の地点に、新たに赤みがかった雲が表ひよう示じされる。それは一時間毎ごと、滞たい空くう予定の位置に順々、表示されてゆくが、誰だれでも一目で分かる傾向を持っていた。

「……夕ゆう子こ」

　正まさ典のりが声を掛けるも、夕子は無視して続ける。

「ほら、死像トランジの降こう下かとともに雲が徐じよ々じよに薄れていってるでしょう？　この島の近く……海岸辺りで待ち構えれば、向こうから勝かつ手てに無防備状態で降りて来てくれるんじゃないですか？」

「なるほど。死像トランジをやっつける時間は結けつ構こうギリギリになりそうだけど」

「それはいつものことだしね。ありがとユーコ、流石さすが！」

「いえ、そんな」

　大いに照れる娘むすめに、再び正典は声を掛け、

「夕子、少し話が」

　やはり夕子も無視して続ける。

「雲が完全に消えるのは明日あしたの夜中頃ごろですね。速度や高度が急変する可能性もありますが、万ばん全ぜんを期すなら、前もって海岸に乗り込んで迎げい撃げき態たい勢せいを整えておくのがいいでしょう」

「じゃあさ、死像トランジが来るまで海水浴しよ！」

「そよぎさん、それ本気で言ってるわけ？」

　言い合う少年少女らに三み度たび、正典が言いかけて、

「夕子」

「分かってます。どうせ新しい機き械かいを使うなんてケシカランって話でしょ」

　夕子に制された。

　めげずに反はん撃げきするも、

「分かっていながら、どうしておまえは──」

「古めかしい全円儀アストロラーべとか使ってたら、今日きよう一日が無む駄だに潰つぶれちゃうでしょ。ただでさえ時間制限が関係してる状況なんだから、古流クラシツク様式でトロトロ昔ながらの観測なんかやってる暇ひまな」

　浴びせかけられる言葉を叱しかって、

「トロトロとはなんだ、観測、つまりは森しん羅ら万ばん象しようを測る行為の重みを真しん摯しに受け止め、相応の格式を用いることは、魔ま術じゆつ師しの義務だ。今様モダンはなんでも利便性だけを考えるから諸しよ事じ軽けい薄はくに」

「軽薄って、そんなことを言ってるから──」

　さらにさらにどこまでも、飽くことない魔術師の親子喧げん嘩かは続いた。







　八十辻やそつじ家けから帰った夕方、

「そんなわけで、どうしたもんか」

「どんなわけで、なにを言っているんだ」

　カナエは寮りようの部屋で、里り久くに膝ひざ詰づめ相談の最さい中ちゆうである。

「死像トランジが落ちてくるのは明後日あさつてなんだけど、そよぎさんが『明日あしたの内に崩ほう壊かい点てんまで行って、泊とまりがけで待ち構える』ってきかないんだよ」

「行けばいいじゃないか。上手うまい具合に明日から夏休みだし、なんの問題があるんだ。別におまえも、そよぎさんとどうこうするつもりはないんだろう？」

「そんなの当たり前、なんだけど……」

　断言の後に、頼りない語ご尾びが付け足された。

「そよぎさんってば、本気で海水浴するつもりらしくてさ。山やま辺のべ先せん輩ぱいと摩ま芙ふをその旅行に誘っちゃったんだよ」

「先輩はともかく、死像トランジのことを知らない一いち条じようをか」

　ようやっと里久にも、事じ態たいが飲み込めてきた。

　カナエはゲンナリして、友人の常じよう識しきが微び妙みように麻ま痺ひしていることを指し摘てきする。

「山辺先輩だって、ともかく、じゃ済まないよ」

「ああ」

　言われて初めて、里久も気付いた。

　親しい友人として、直会なおらいカナエが女の子をどうこうする、というのを全く想そう定ていしていない、ある意味信用あってこその失しつ念ねんだったが、摩芙には、また違う見方もあるだろう。

　カナエの方は、自分が他の女の子と仲良くすると不ふ機き嫌げんになるいつもの摩芙の反応、という以上には受け取っていない。それをなんとか宥なだめ賺すかすための、相談の本題に入る。

「そよぎさんってば、寮りよう生せいは男女が連れ立って外がい泊はく旅行するのは禁止だってことを説明する前に摩芙に話したもんだから、すっかり怒っちゃってさ」

「それで一条は、夕食の時も姿すがたを見せなかったのか。自分も長期休みには直会と連れ立って里さと帰がえりしているくせに、案あん外がい心が狭……案外、でもないか」

「摩芙はあれでいいの」

　カナエは一ひと言ことで片付ける。彼は、一条摩芙を守る、とその両親や祖そ父ふに誓ちかっている。なので多少理り不ふ尽じんであっても、必ず彼女に味み方かたし、かつ絶対に助けるのである。

　とはいえ、それゆえに彼女が怒ったり駄だ々だをこねると、どうしようもなくなってしまうのだが。なので、頼りになる友人に、相談という名のお願いをするのだった。

「あれでいいんだけど、そよぎさん……じゃない、死像トランジの方も、放っとくわけにはいかないだろ。海水浴はともかく、やっつけには行かなきゃならないわけで」

「だから、俺おれに一条を宥めろってのか？」

「今日きようは特に機嫌が悪かったみたいで、取り付く島もなくて」

　数時間前、八十辻やそつじ家けから帰る途と中ちゆうに、学院前の坂で下校する山やま辺のべ手梓たずさとばったり出会ったことで、そよぎのテンションが上がったのが拙まずかった。寮りようへと帰る道すがら、海水浴に行こう行こう行け行かせろという話になったところに、丁ちよう度どどこからか摩ま芙ふも帰って来て、今までの流れからそよぎが当然のように誘ってしまったのだった。

　摩芙は返事をするどころか、いつもの倍くらいに膨ふくれて、女子寮に駆かけ込んでしまった。その怒り方から、別の嫌いやなことも重なっていたのではないか、と付き合いの長いカナエは察している。なので、自分より物の道どう理りが分かっている里り久くに、その別の嫌なことも含めて摩芙と話をしてほしい、というのがカナエの目論もくろ見みである。

「話を、な」

　里久は未いまだ乗り気ではなかったが、

「そう上手うまくいくものかな」

「摩芙を怒らせたまま死像トランジ退たい治じで外がい泊はくなんかしたら、もっと拙いだろ。頼むよ」

　言われてみれば、その通りではある。

「まあ、本当のことを言うわけにもいかんか……言いい訳わけのフォローくらいなら」

　と、里久が妥だ協きように傾いたとき、カナエの携けい帯たいにメールが入った。

　確かく認にんしてみると、摩芙からの一いち文ぶん。

『私も行く』

　カナエは、わけが分からなかった。







　カナエは、まったく、わけが分からなかった。

「手配とか色々、無む理り言って済まなかったな、八十辻さん。もう今は関係ないのに」

「まあ、あの程度のことなら。それに、もう関係ないって言うなら、山辺先せん輩ぱいだって」

「タズサは私が誘ったの。マフもね！」

「うん」

　早朝、海に向かってひた走る電車のボックス席で、四人の少女が口々に話している。

　そのかしましい空間に一人、脱だつ力りよくした顔で座らされているカナエは、そよぎがなんと言おうと一人で行くべきだった、と今さらの後こう悔かいをしていた。

　結局、死像トランジ退治の一泊旅行には、五人が参加することになっている。

　直会なおらいカナエ、そよぎ、山辺手梓、八十辻夕ゆう子こ、そして一いち条じよう摩芙である。

　旅行の許可については、夕子が魔ま術じゆつを使うことで、簡単に出た。橘たち樹ばな逢あいら寮りよう監かんのみならず、寮りよう生せい全員にまで、それがなんでもないことだと認にん識しきさせる手て際ぎわは、流石さすがの腕前だった。ただし無料奉ほう仕しというわけでもなく、旅行への同伴が条件となっていた。

　今様モダンの魔術師に曰いわく、

「後こう学がくのため、死像トランジというものを一度、じっくり観察してみたいんです」

　とのことだった。

　父・正まさ典のり氏もこの言い分については尤もつともと思ったようで、直じかに対面しての、

「君に限って間違いを起こすようなことはあり得ないと思うが、くれぐれも公こう序じよ良りよう俗ぞくに恥はじない清く正しい言げん動どうを、くれぐれも心がけて死像トランジ退たい治じに臨のぞんで貰もらいたい。くれぐれも夕ゆう子この身に危険が及ばないよう配はい慮りよを頼むよ、くれぐれも」

　という、しつこい念押しを間に幾いく度ども挟んだ上で、この旅行をなんとか認めている。ちなみに、保ほ護ご者しやとして付き添う提てい案あんは、娘むすめからすげなく断られていた。

　手梓たずさ（そよぎによって一いつ行こうに加えられることを確定させられていた）が懸け念ねんした、一いつ泊ぱくする旅館の手配も同様、魔ま術じゆつで整えたこともあり、夕子はこの旅行における発言権を大きく握っている。別に偉えらそうにするわけでもないが。

　正直カナエはこの死像トランジ退治のことを、寝ね袋ぶくろでも担かついで一日と一晩、急な落らつ下かを警けい戒かいしながら待ち構える程度でいいと考えていたので、そよぎが楽しみにした通りの一泊旅行になっている現状には、まったく呆ぼう然ぜんとする思いだった。

（しかも、男一人と来たもんだ）

　桧ひの原はら里り久くが同行しなかったのには、

「俺おれが行っても足あし手で纏まといになるだけだろう」

　という、もっともな理由があった。

　が、その言葉が目を合わさずに放たれた、という辺りで、真意はお察しである。要するに、頭の回る少年は、自分から面倒めんど臭くさい状況に飛び込む気がなかったのである。カナエも当事者でなければ、こういう旅行にわざわざ混じろうとは思わないだろう。

　巨きよ大だい円えん盤ばんの死像トランジが予定通りに降こう下かしてくるまでの丸一日──娘に対たい抗こう意い識しきを燃やした正典氏から、降下速度も雲の高さも変化なし、という観かん測そく結果の連れん絡らくが入っている──は実際、カナエ自身がハプニングへの警けい戒かいをする以外、なにがあるわけでもないのだから、同行者が海水浴をしていようと何ら不ふ都つ合ごうはないのだが……。

　カナエは、せめて自分の隣となりにちょこんと座っている摩ま芙ふが、この旅行を楽しんでくれればいい、と思うことにした。現に、自身定めるところの指定席に座っている彼女は、この『不ふ思し議ぎなことをするカナちゃんの級友』による旅行に、昨日きのうの不ふ機き嫌げんを持ち込んではいない。自分から積極的に会話に加わることはないが、受け答えにも特段の陰は見えなかった。

（機嫌、直してくれたかな）

　やがて、僅わずか残っていた心配も、

「おおっ、海が見えたよ！」

　そよぎの叫びに応こたえ、車しや窓そうから覗のぞいた深い青を目にした少女の顔を見て、吹き飛んだ。

　目を見開いた、喜びでも楽しみでもない、純じゆん粋すいな感かん嘆たんの表情で。

「わあっ──」

「……」

　連れてきて良かった、そう、心から思えた。

「写真、撮とりますか？」

「携けい帯たいでは綺き麗れいに写らないんじゃないか？」

「じゃあ海をバックに記念写真にしよう！　ほら、マフも入って入って！」

「あっ!?」

　結果から言えば、それは全くの間違いだったのだが。













　　　幕間１　暗殺血統［羅ら比ひ陀だ］







　遙はるか遠い昔、遙か遠い西の果てで、彼らの祖そ先せんは同じ生業なりわいに従事していた。

　即すなわち、密ひそかに殺す──暗あん殺さつである。

　それがなぜ、この極きよく東とうの島国の、山深くに暮らしているのか。

　禁きん忌きを犯したため、一いつ統とう揃そろって楽園から追放された、と言い伝えにはある。

　あるのだが、それが具体的にどのような行為だったのかは記き述じゆつされていない。あるいは、祖先も恥はじて明記しなかったのかも知れない。追放に際して信しん仰こうを捨てたことから、禁忌もそれに関連するものだったことは間違いないのだが。

　いずれにせよ、追放されたのは事実である。恐らくは、二度と近寄るな、という意味だったのだろうが、その追放の裁さい断だんにおいて、




『海を三度越えて去れ』




　という文もん言ごんが突き付けられたという。

　彼らの祖先たちは、律儀りちぎにそれを守ったらしい。追放を受けたのが八百年ほど前、放ほう浪ろうの果てにこの国へと辿たどり着いたのは、その二百年ほど後。日本に定住を決めた理由が、三度目の海を越えたから、という辺り、文言の拘こう束そく力りよくも大したものと言うべきだろう。

　それどころか、棄き教きよう者しやであり追放者でもある自分たちには追っ手がかかっている、という抜き難い強きよう迫はく観念までも抱いていた。ゆえに、彼らは定住こそしたものの、山奥に隠かくれ潜ひそむ形で村を作り、いつか来るはずの追っ手に抗こうするための技術を伝え続けた。

　やがて土地の人々と交わったことで元の血は薄まったが、彼らは決して村の外に広がろうとはしなかった。彼らは自分たちが追放を受けた咎とが人にんと知っており、外に出れば追っ手に見つかると本気で危き惧ぐもしていた。彼らは、独特の閉へい鎖さ性と節せつ制せいの心を以て閉じ籠こもった。

　そのまま六百年、婿むこも嫁よめも内に取り込んで──時には攫さらいもしたという──彼らの血けつ統とうは、伝えるべき技術を万ばん全ぜんに保ったまま、遂ついに現代へと到る。

　ただし、技術以外は決して万全ではなかった。

　というより、大いに欠け落ちてしまっていた。

　彼ら自身の、頭あたま数かずである。













　　　２　海辺にて







　その鄙ひなびた旅館［鴨かも根ね荘そう］は、海沿いの道路に玄げん関かんを開ける、なかなかの好立地に居きよを構えていた。車通りの少ない道路越しに疎まばらな松、さらには砂浜と海が一望できる。穏おだやかな潮しお風かぜの奥に目を凝こらせば、崩ほう壊かい点てんである小島も、意い外がいなほど近くに見えた。

「八十辻やそつじさん、携けい帯たい忘れたら駄だ目めだぞ、急な報しらせが入るかも知れないんだから」

「分かってます、先せん輩ぱい。ちゃんと防水のポーチを、ほら」

　海岸自体も砂浜が狭く、左右両りよう脇わきに船着き場の岸がん壁ぺきと小さな灯とう台だいを構える突とつ堤ていが設けられているため、海水浴場や観光地としては認にん識しきされておらず、ガイドブックの類たぐいにも載のっていない。要するに、少人数で遊びに来るにはもってこいの、穴場スポットだった。

「マフー、なんでそんな端はしっこでコソコソやってんの？　こっちで一いつ緒しよに着替えようよー」

「え、ひゃあっ!?」

　今、その旅館の一室から漏もれ聞こえる大おお騒さわぎを背に、直会なおらいカナエは鎮ちん座ざしている。廊下に胡座あぐらを搔かいて、がっちり腕組みをして……中を想そう像ぞうしてしまうので目は瞑つぶらずに。

　こっちは既すでに着替えが終わって、海パンにパーカーを羽は織おっている。なんだかんだ言いつつも雰ふん囲い気きに乗せられて海が楽しみになっていたので、素早く着替えてきたのだが、

（まあ、そりゃそうだよな）

　女性陣じんの方の支度したくは、甚はなはだ長かった。荷物持ちを引き受けることになっていたので、先に海へ飛び出していくわけにも行かない。今さらながら、同行しなかった桧ひの原はら里り久くを恨うらめしく思うカナエである。

　と、そこに、

「お部屋の鍵かぎは確かく認にんされましたかー、お客様ー」

　真面目まじめな言葉が、力の抜けた声で放られてきた。

　カナエが見れば、掃そう除じ用具を担かついだ旅館の男性従業員が、足取り軽くやってくる。

「あ、どうも」

「んーなとこでなにしてんだい、ハーレム少年」

「ハーレムの廊下で出待ちです」

「はは、敷しかれる尻しりにも困らねーわけか」

　笑って言う彼は、石いし川かわ直なお。

　年の頃ころは二十歳はたち過ぎ、緩んだ笑顔とひょろ長い体格が特とく徴ちようで、雰囲気のお軽さから、旅館名入りの野や暮ぼったい半はん纏てんもあまり似に合あっていない。

　旅館の従業員の名前をなぜ覚えているのかというと、従業員が彼らを出迎えた二人きり、かつ兄弟という珍めずらしさからである。この海岸にある旅館は［鴨かも根ね荘そう］一いつ軒けんで、客も少ないため、この人数でも十分やっていけるらしい。

「ホントはあと一人、女将おかみさんがいるんだけど、今は本業で留守るすにしててなー」

　と直は言っていたが、結局は三人で回せる程度の繁はん盛じよう具合、しかも副業ということになる。初しよっ端ぱなから不安を抱いた一いつ行こうだったが、結果的にそれは杞き憂ゆうで、築数十年という建物の古さを差し引いても、［鴨根荘］は十分に手入れとサービスの行き届いた旅館だった。

　カナエは、からかいつつも陰いん湿しつさを感じさせない、この従業員の物言いが嫌きらいではない。とりあえず、人ひと気けのない廊下を見て思ったことを口にする。

「他にお客さんはいないんですか？」

「答え難いことをズバリ訊きくねえ」

　直の方も、好意を隠かくさない気安さで返した。

「行こう楽らくシーズン、つっても観光地じゃないからな。この宿も、穴場を目め敏ざとく見つけた奴やつが、日帰りし損ねたときに泊とまる避ひ難なん所じよなんだよ。君らみたいな真まっ当とうな客のが珍しい」

「マットー、ですか」

　カナエの微び妙みような表情に、何事か察した風ふうに苦く笑しようする。

「ま、かなーり不健全な比ひ率りつではあるな。個人的には、むしろあやかりた──」

「直なお」

　会話をすっぱり切るように鋭い、しかし抑よく制せいの利いた声が、廊下の奥から飛んできた。

　もう一人の従業員にして直の兄、石いし川かわ交こうである。

　弟とは対たい照しよう的な、硬質ながら整った顔立ちと落ち着いた佇たたずまいが、半はん纏てんにしっかり馴な染じんでいる。体格は直より小こ柄がらだが、これはむしろ均きん整せいの取れた、と表現すべきものだった。

「掃そう除じ用具を持っている時は、裏に回れと言っているだろう」

　叱しかり方も、あくまで淡たん々たんとして感情の淀みがない。

「へーへ、すんません交兄にい」

　直はぞんざいに謝りつつカナエに手を振り、

「この海岸は穴場だから独ひとり占じめできっけど、でっかい海水浴場みたいに監かん視し員いんとかもいねーから、気ぃ付けて遊びなよ」

　言い置いて、店の奥へと去って行った。

　代わりに前に立った交は、綺き麗れいな会え釈しやくをする。

「お客様」

　とかける声もスマートである。

　思わずカナエの背せ筋すじも伸びる。

「はい」

「ご注ちゆう文もんの貸しパラソル等、玄げん関かん脇わきに出してありますので、どうぞお持ち下さい。他にお客様はいらっしゃいませんので、間違えることもないかと」

「分かりました。ありがとうございます」

「はい。他にも御用向きがあれば、お申し付け下さい」

　やはり綺麗な会釈をして、交は逆に、玄関の方へと戻って行った。

　その後ろ姿すがたを見送るカナエは、後ろめたさで微び妙みように居い心地ごこちが悪い。

（騙だましてる、ってのとは少し違うんだけどね）

　保ほ護ご者しやの同伴がない中高生男女だけ、というこの宿泊で、彼らは例によって八十辻やそつじ夕ゆう子この魔ま術じゆつの世せ話わになっている。彼女の魔術、指先を結んで灯ともった『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を見せられた石川兄弟は、何事もなかったかのように、あるいはあったかのように、

「ご予約の八十辻様ですね。こちらの宿やど帳ちようにサインを」

「お部屋は、えーと、大部屋『山の間』と個室『岩の間』になりまーす」

　と通常の応対で返したのだった。ちなみに摩ま芙ふには、八十辻正まさ典のり氏の知人がやっている宿だから大だい丈じよう夫ぶ、と分かったような分からないような説明で納なつ得とくして貰もらっている。はずである。

（いかがわしい目的じゃないし、いいよな──っと!?）

　そう、一人で勝かつ手てに納得しかけた背後の襖ふすまが、突とつ然ぜんがらりと開く。

「っしゃー！　行くよ海!!」

　その勢いにゴロンと転がされたカナエは、真ま下したから海仕し様ようの女性陣じん登場を見上げることになった。

「なにしてんの、キミは」

「聞こえてたぞ。なにがハーレムだ」

　きょとんとする『星せい平へい線せんのそよぎ』と険しい目つきの山やま辺のべ手梓たずさら大きい組は、どちらもビキニタイプ。急な旅行で用意したにしては色も鮮あざやかでデザインも洒落しやれている。ただ少々、サイズが小さめで窮きゆう屈くつそうだった。これは手梓が去年の物を二人分、引っ張り出してきたためである。窮屈ゆえに強調されるラインを隠かくすために羽は織おったパーカーも、そのギャップを際きわ立だたせる逆効果しか生んでいない。

「文もん句くは旅館のお兄にいさんに言って下さい。それにしても、うーむ」

　と床に転がったまま、率そつ直ちよくな感かん嘆たんを声にしてしまっているカナエを、

「直会なおらい君、そんなとこで寝てると踏まれますよ。特に摩ま芙ふちゃんに」

「カナちゃん……」

　夕ゆう子こと摩芙が、あるいは冷ややかに見下ろし、またあるいはじとーっと睨にらんでくる。彼女ら小さい組は、どちらも地じ味み目めながら可愛かわいらしいワンピース。こちらも去年の物だったが、背丈が伸びた以上の、立体的な窮屈さを見て取ることはできない。同じく羽織ったパーカーもだぼだぼで、あどけなさや幼さの方が目立ってしまう。

　もちろん、カナエはそれを悪いこととは思っていなかったが、思いが相手に伝わるとは限らない。あまつさえ、無む神しん経けいな台詞せりふを投げるに至れば、

「摩芙、それ去年の？　今年も普通に着れたんだ──」

「あっと、すいません」

　夕子としては、制せい裁さいを加えざるを得ない。具体的には、摩芙に見えないよう後ろ手で『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を点ともし、床にある頭に軽く爪つま先さきを当てる。

「うわわっ!?」

　カナエは不自然な勢いでもって、廊下を回転しながら滑っていった。







　他に客も見えない、まっさらな真夏の砂浜が、サンダルを脱ぎ散らかした裸足はだしを焼く。それでも、なおさら、波打ち際を求めて走る足は速まって、無意味な叫びさえ上げさせる。

「わーっ、早く海、海！」

「ぎゃーっ！　熱い熱い熱い！」

「ひええー！」

　足の速さ順に、手梓、そよぎ、かなり遅れて夕子が、水みず飛沫しぶきを上げて海に分け入った。

　その後を、大型パラソルを始めとする荷物を抱えたカナエが、サンダル履ばきのままノンビリと続く。隣となりの定位置には、まだ膨ふくらませていない浮き輪やゴムボートの入ったバッグを提さげた摩ま芙ふが並んでいた。

「あーあー、先せん輩ぱいまで準備運動もせずに」

「でも、楽しそう」

　お決まりの、手で水を浴びせかける──グラビアや雑ざつ誌しでの予習に余念がなかった──そよぎに、手梓たずさもお返しとばかり水を蹴けり飛ばしている。一方、少し走っただけの夕ゆう子こは早くも息を切らし、腰まで水に浸つかって三角座りしていた。

　カナエは湿しめった波打ち際から少し離れた場所に、パラソルを差す作業を始める。傍かたわら、彼が準備を終えるのを、当然のように座って待とうとする摩芙を促うながした。

「摩芙も行ってきなよ」

「でも……」

　もじもじしている、泳ぎがあまり得意ではない少女に、軽く付け足す。

「浮き輪なら、すぐ膨らませて持って行くから」

「うん、ありがとう」

　ようやく頷うなずくと、摩芙もサンダルを脱いで走り出した。転ばないかな、と心配して見ていたが、危ういながらも小さな足は海にまで辿たどり着いて、浅いところを跳ねる。

　新たな参戦者に、まずそよぎが腕をグルグルと水車よろしく回して攻こう撃げきを始め、

「うりゃあああああ！　今度はマフかー!!」

「じゃ、私は一いち条じように味み方かたしよっと」

　さらに手梓が、

「私も」

　夕子も加わって、一方的な水掛け遊びが始まった。

（長閑のどかだなあ）

　カナエは、比ひ率りつ的な居い辛づらさゆえに他人ひと事ごととして、四人の少女が戯たわむれる様さまを眺ながめる。摩芙が珍めずらしく活発に海辺を駆かけ、時とき折おり転んでも笑顔は崩くずれない、むしろ楽しそうにそよぎの反はん撃げきに叫び声を上げる様は、連れてきて良かった、と素直に思わせた。
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（これで死像トランジ退たい治じがなけりゃな）

　ふと空を見上げる。

　太陽が膨ふくらんで見える、白っぽく焼けた青空は、もうすぐやってくる破は滅めつの運うん命めいを微み塵じんも感じさせない。熱と光からなる世界の盛りを、まさしく満まん天てんに漲みなぎらせていた。

（明日あしたも摩芙に、この空を見せよう）

　天地に熱されたせいか、珍しく燃やした使命感が、

「ナーライ・カナエー!!　加か勢せいしろー!!」

　その使命を与えた人物の声で、見事に水を差された。

　ヘナヘナと脱だつ力りよくして見れば、四人が追いかけっこをしている。膝ひざまでの水を蹴け立たてる、揺れる物があったりなかったりする集団の先せん頭とうで、そよぎはなんとか躱かわそうとするが、

「さ、三対一はずる、い」

　彼女に対しては遠えん慮りよ容よう赦しやのない手梓たずさが、綺き麗れいなフォームで飛沫しぶきを浴びせ、

「自分から仕掛けといて、今さら言うことじゃないでしょ！」

「まあ山やま辺のべ先せん輩ぱいに付く方が有利っぽいですしねー」

　夕ゆう子こも逃げる先を狙ねらい澄すまし、地じ味みに苦しい追い打ちをかけていた。

　さらに摩ま芙ふが申もうし訳わけ程度にパシャパシャと水を跳ね上げ、

「あはは」

「こらー！　ノンビリ、見物してないで──うぷっ、こっちに──」

　やがて救きゆう援えん要請の途と中ちゆうで、そよぎが派は手でにすっ転んだ。

　それらを生なま暖あたたかく見やるカナエは、

「この浮き輪とボート、膨ふくらませてからね」

　苦く笑しようからなる無情の宣せん告こくで返した。







　そよぎによる夏の海レジャー計画は多た岐きに渡っていた。波打ち際の水遊びから始まり、ルールも知らないビーチバレーに飛び跳ね、なぜかだるまさんが転んだが混じり、スイカを用意できなかったので代わりに砂山を割り、と一同の満まん喫きつに大いに貢こう献けんした。

　ただし、その勢いがハイペース過ぎたため、スポーツも得意な手梓たずさはともかく、体力のないインドア派な夕ゆう子こと摩ま芙ふは早々にグロッキーになってしまっている。現在は小休きゆう憩けいで、夕子は近くの自じ販はん機きまでジュースを買いに行き、そよぎと手梓はカナエを砂に埋めていた。

　そして摩芙は、浮き輪でクラゲのように漂ただよって体を冷やしている。

　という名目で、一いつ行こうから少し距きよ離りを取っていた。

　崩ほう壊かい点てんとなる小島の近辺と、雲に包まれた巨きよ大だい円えん盤ばん形の死像トランジが降こう下かしてくるはずの方角を、それぞれ観察するのが目的である。

（やっぱり、なにもない）

　明らかな安あん堵どと共に、摩芙はそう結論づけた。

　自分たち『ハインの手先』以外の何者かが、何処どこかに潜ひそんで死像トランジを操あやつっている。

　その異常な──まさに『常と異なる』状況は、単純な『半閉じの目』対『半開きの目』という図式の中に在った少女を、密ひそかに困こん惑わく、より以上に恐きよう怖ふさせていた。

（もし、誰かがいたら、戦わなきゃいけなかった……？）

　カナエやそよぎではない全く別の、悪意を持った何者かとの戦いなど、彼女は想そう像ぞうしたこともなかった。世界を滅ぼす自分たちこそがそれだったはずなのだから。

（でも、今はなくても、もうすぐ……その誰かの作った死像トランジが、来る）

　間違いなく今夜の内に、その自分たち以外の悪い誰かと、相あい対たいする時が来る。

　摩芙は自身の『半閉じの目』の力を無敵と思っていたが、死像トランジを操っている以上、相手も同種の力を持っているのは確実だった。その恐怖で押し潰つぶされそうになりながらも、

（カナちゃんを助けるために、他の誰だれかに勝かつ手てをさせちゃいけない）

　彼女はその想おもいだけで、辛かろうじて自らを支える。

　他に道はない。支えなくてはいけないのだった。

（カナちゃん……）

　想って、見やる少年は今、彼女の方を向いていない。浜辺で首回りまで砂に埋められているため、物理的にそれが不可能になっている。

　そのなんでもない光こう景けいが、

（カナちゃんが、私を見てない）

　唐とう突とつに、不安を喚かん起きした。

（いつの間にか、こんな所まで）

　今さら気付けば、岸からかなり離れている。

（遠い）

　慌あわてて水を搔かき戻ろうとする、その行為が、今まで気に留めていなかった水の冷たさと海の深さを実感させて、俄にわかな心細さへと転化した。視線の先の少年は、こっちを見てくれない。

（カナちゃん）

　足が竦すくんで、上手うまく水を搔かけなくなってきた。いつもならすぐ飛んで来てくれる少年が何もできない、してくれないと目で見て分かっていることが、心の傾斜をより大きくする。

　無敵であるはずの『半閉じの目』の力は、今は使うことができない。手足で搔いて戻るには遠くても、カナエやそよぎら『半開きの目』が、自分の相あい反はんする力を感知するには近過ぎる。

「カナちゃん」

　遂ついに、声になった。

　それが自分の耳に届くことで、逆にちっぽけで、か細いことを実感させられる。この声でどれだけ叫んでも聞こえないだろうことも、同時に。

　一人で、離れて、帰れない。

　それがまるで覆くつがえせない事実のように感じられてきて、ますます恐きよう怖ふで体が強こわ張ばってくる。どうすれば良いのか分からなくなって、涙が零こぼれた。

「カナちゃん～」

　届かないと分かっていて、なおかける声で悲しさが増す。

　揺れる波の上で、摩ま芙ふは一人、泣き続けた。

　その漂ひよう流りゆうが何分、あるいは何十秒、

「大だい丈じよう夫ぶ」

「!?」

　不ふ意いに、跳ねる水音と共にかけられた声で、破られた。

　摩芙が振り向くと、一人の女性が浮き輪に摑つかまっていた。というより、浮き輪を摑まえていた。にっこり笑って、その女性はもう一度、しっかりと言う。

「大丈夫」







　波の打ち寄せる砂浜で、

　手梓たずさは反省の色も露あらわに、正せい座ざする。

　夕ゆう子こは神しん妙みように叱しつ責せきを受け止め、正座する。

　そよぎはしょんぼり萎しおれた様よう子すで、正座する。

　カナエはこの世の終わりのような顔で、正座する。

　その頭ず上じようから、審しん判ぱんの声が降りかかっていた。

「浮き輪があるから安全、なんて思っちゃ駄だ目めですよ？」

　丁てい寧ねいで穏おだやかな、有う無むを言わせない厳げん正せいさで。

「岸に戻るというのは、相当に体力を使うんですから。知らない間に熱を奪うばわれて、いざ帰ろうと思っても、泳ぎきる体力がなくなっているケースも多いんです」

　言いつつ、胸元を寛くつろげる。どん底まで落ち込んでいるカナエ以外の三人は、胸元含め、摩ま芙ふを岸まで引っ張ってきてくれた女性の姿すがたを、眩まぶしげに見上げた。

　年の頃ころは二十過ぎ、眉まゆ根ねを寄せて怒っていても、どこか柔らかさを感じさせる、優しげな美び貌ぼうの持ち主だった。短い髪かみに絡む金きん属ぞくのアクセサリーは、名残なごりの水すい滴てきに煌きらめいて、見る者の目を細めさせる。光こう沢たくのあるウェットスーツに包まれた全身は、起き伏ふくに富んだボディラインを描きつつも、より以上にしなやかな力感を帯びていた。

「ましてや、こんな小さい子なんだから。付き添いで来てる人たちが、ちゃんと見ててあげないと」

「……」

　その付き添いの人の代表、自他共に認める一いち条じよう摩芙の保ほ護ご者しやである直会なおらいカナエとしては、どん底を掘り抜いて、さらに落ち込まざるを得ない。返す言葉どころか、視線を上げることすらできなかった。

「ここは監かん視し員いんもいない小さな浜でしょう？　岸がん壁ぺきで素す潜もぐりしてた私が、運良く見つけられたから良かったようなものの……本当に、危なかったんですよ？」

　お説せつ教きようには、刺とげ々とげしさや嫌いや味みの風ふうはない。傍かたわら、未いまだ不安を顔色に宿す摩芙の肩を抱いて促うながす様さまは、物腰の柔らかさから、まるで保育園の一風景にも見える。

「じゃあ、ごめんなさい、って言わなきゃ」

　ごく自然に促され、

「ごめんなさい」!!」

　約一名、腹の底からの怒ど号ごうのような声を交えて、皆が一いつ斉せいに謝る様も、また同じ。

「うん」

　と満足げに頷うなずいた彼女は、抱いていた肩を前に出して、明確な言葉で、助けられた少女にどうすべきかを示す。

「はい、抱き締しめて良し！」

　導かれるように、三人は摩芙に抱きついた。口々に「ごめん」が繰り返され、摩芙は帰って来た場所の温かさで、いっぱいに包まれる。

　残る一名は、正座のまま、彼女を助けてくれた恩おん人じんに深々と頭を下げ、

「本当に、ありがとうございました」

　改めて、お礼れいを言い直した。

　もみくちゃになっている摩芙も。

「ありがとう、お姉ねえさん……ええ、と」

「友とも坂さか雛ひなよ」

　誇るでもない、慈いつくしみの笑顔で、彼女──友坂雛は、一ひと言ことを付け加えた。

「良かったわね」







　それから数時間、新たなゲストを迎えた一同は、残った夏の海レジャー計画を余すところなく、かつ安全に消化し、日暮れを迎えることができた。

　計画立案者そよぎが密ひそかに耳打ちしたところによると、

「大いに英気を養ってくれたかね、ナーライ・カナエ君？」

　つまりはこの海水浴も、夜の死像トランジ退たい治じのため、という名目であったらしい。

　カナエとしては摩ま芙ふの件もあって、英気どころではなかったのだが、まあ口実にどうこう言っても仕様しようがない。最終的には摩芙も笑って過ごしていたことから、

（むしろ体力を使わせたんじゃ？）

　というツッコミを吞のみ込む程度には、彼女の意見を尊そん重ちようした。

　なんにせよ、なによりも、まず気に留め、やっておかなければならないことは他にあった。旅館［鴨かも根ね荘そう］へと戻り、浴場に入っている間も数分毎ごとに続く、

「摩芙ー、大だい丈じよう夫ぶー？」

　という声かけである。

「大丈夫だよー」

　摩芙の方も毎度キッチリ、今のように体を洗っている最さい中ちゆうでも答えていた。

　隣となりに並んで体を洗う夕ゆう子こが、ややの羨うらやみを込めて呟つぶやく。

「私たちの他にお客さんいなくて良かったね、摩芙ちゃん」

「う、うん……」

　日に焼けて赤い顔をより赤くした摩芙は、頭からシャワーを浴びて誤魔化した。

　湯ゆ船ぶねでダランと体を投げ出している手梓たずさも、微かすか苦にがさを交えて笑う。

「ま、今日きようはしようがない。私たちの方も直会なおらいに偉えらそうなこと言えないし、夜に部屋の外で呼びかけられないよう、今の内にどんどん言わせておこう」

「そーそ、好きでやってるんだし、イワセわぷっ!?」

　投げやりな調子のそよぎが、竹でできた注そそぎ口に指を突っ込んで、顔面に湯を被かぶった。手梓の隣に、尻しり餅もちをつくように倒れ込む。

「うわっと？　そよぎちゃん、なにやってんの」

「ぶはっ……なにやって、っていうか、なんなのかなー、と」

　旅館［鴨根荘］の浴場は、流石さすがに露ろ天てん風ぶ呂ろでこそないものの、総木造りのそこそこ立りつ派ぱなものである。適度に年月を経た木材は、浴よく槽そうに壁に床、丸木の差し渡された天てん井じようまで、薄うす灯あかりの中に黒々と色付いて、実に風情ふぜいがある。

　そよぎは、脱だつ衣い所じよの冷水機から備え付けのシャンプー、木の桶おけに腰掛け、出入り口脇わきのシャワーまで、初めて見る諸もろ々もろを、先から弄いじり回っているのだった。

　夕ゆう子こが、まるで子供のような運うん命めいの使し者しやに、それとなく自じ重ちようを促うながす。

「変なことして、壊こわさないで下さいよ」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　そよぎの方はどこ吹く風。次は風ふ呂ろ桶の栓せんを探し始めた。泡あわを流した摩ま芙ふが湯ゆ船ぶねに入ってくる、まさにその足あし下もとに見つけて、すいーと湯船を漂ただよい寄る。

「マフー」

「？」

「足どけてー」

「わひゃっ!?」

　無む造ぞう作さに足を持ち上げられて、摩芙が湯船に突っ伏した。

　叫びを聞いて、カナエがまた声をかける。

「摩芙ー!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよー、可愛かわいいお尻しり浮かべて漂ってるだけですー」

　自分も湯船に入ってきた夕子が、からかいの声を返すところに、

「八十辻やそつじさん、止めた方がいいぞ」

　普段から二人纏まとめて接している手梓たずさが、ウンザリ顔で助言した。

「たぶん直会なおらいは今、壁の上に駆かけ上がろうか本気で悩んでるところだ」

「まさか」

　言ってから、夕子は男湯と女湯を仕切る壁を見上げるが、なぜか『点火済みの爆ばく弾だん』から否定の声が返ってこない。その無む言ごんの圧力に、慌あわてて湯船に滑り込んでからフォローする。

「ま、摩芙ちゃんは全然、ホントになんともないですよ直会君!!」

「……」

　それにはやはり無言、

「直会、こっち来たら一いち条じようが泣くぞ」

「……はーい」

　手梓の声に、ようやく渋しぶ々しぶ。

　胸を撫なで下ろす夕子の前に、元げん凶きようが浮かび上がってきた。

「ぶはー」

　長い髪かみを纏まとめないので、殆ほとんど妖よう怪かい同然になっている。

「お風呂が大きいと栓も大きいねー」

「抜いてないよね、そよぎちゃん？」

　手梓の確かく認にんにも、

「一回抜いて、すぐ戻したよ」

　と好き放ほう題だいである。

　夕ゆう子こは、目の前で揺れる大きなものを一いつ瞬しゆん、恨うらめしげに見てから、ようやく体勢を立て直した少女の隣となりに、お湯を搔かき分けて座る。

「ホントに大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん、ありがとう」

　前まえ髪がみをなでつけて水すい滴てきを絞しぼる摩ま芙ふは、なにを気にする風ふうもなく、小さく笑った。

　その表情の柔らかさに、流された時の怯おびえがないのを見て取って、

（よかった）

　夕子もお返しに笑う。

　そんな、ようやっと落ち着いた空気をまた搔き混ぜるように、女湯の入り口がカラリと開いた。他にはいないはずの、つまりは飛び込みの客らしい。さほども霞かすまない湯煙の向こうから板の間をスイスイ歩いてくる、その見覚えのあるスラリとした姿すがたを見て、皆が驚いた。

　摩芙が最初に、嬉うれしさで弾はずむ声を上げる。

「お姉ねえさん！」

「トモサカさんだ」

　そよぎもキョトンとした顔で、名を呼んだ。

　手梓たずさと夕子も、思わず膝ひざ立だちに立ち上がって出迎える。

「あら」

　再会したお姉さんこと友とも坂さか雛ひなは、やはり柔らかな微笑で返した。
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「やっぱり、あなたたちもいたのね？」

「こんばんはー」

　と、声で察したカナエも挨あい拶さつを壁越しに放る。そのついでに、

「摩芙ー、本当に大丈夫ー？」

　さらにもう一度、確かく認にんを付け加えた。

　雛がその声の方を、次いで摩芙を見て、クスリと笑う。

「こんばんは。今度はちゃんと見てるのね、感心感心」

「～」

　摩芙が恥はずかしさに、顔を鼻の下までお湯に沈めた。

　その後、雛が体を洗いながら──カナエにも聞かせるためか、やや大きな声で──語ったところによると、彼女は夏期休きゆう暇かをノープランなバイク旅行で潰つぶしている大学生で、この浜も「良い感じだったから」立ち寄っただけという。

「バイクを停とめたお店で、この辺りには宿が一いつ軒けんだけって聞いたから、もしかしてと思ったけれど、大当たりだったわねー」

　湯ゆ船ぶねに肩まで浸つかり、すっかり寛くつろいだ笑顔は、今にもとろけて眠ってしまいそうなほどである。無む造ぞう作さに放り出される胸の大迫力も、小中高その他の女子を視覚だけで圧あつ倒とうする。頭に乗せたタオルを取り、目元を拭ぬぐう仕し草ぐさ一つまで色っぽい。

　手梓たずさが、お湯の中でまた正せい座ざして言う、

「友とも坂さかさん──」

「お礼れいなら、もう良いわよ？」

　その機き先せんを、絶ぜつ妙みようなタイミングで、ノンビリした声が制する。

「命の恩おん人じんより、知り合いのお姉ねえさんの方が気楽だもの」

　手梓は、その気取らない優しさの形に、思わずほうっと見み惚とれた。夕ゆう子こも摩ま芙ふも、同様の溜ため息いきを吐き……そよぎはなにに納なつ得とくしてか、しきりにフムフムと頷うなずいている。

　視線を受ける当の本人は、それより、と前のめりになった。

「宿のお兄にいさんが、自じ販はん機きの広間のクーラーをかけとく、って言ってたから、お風ふ呂ろから上がったら皆でジュース飲んでお喋しやべりしましょ？　あっちの彼も一いつ緒しよに」

　ふと、最後の一ひと言ことに摩芙が反応する。

「──」

　自分を助けてくれた恩人で、好意も抱いている。話の流れから当然の、他愛たわいのない提てい案あんだった。が、それでも、ほんのちょっとだけ、ムーッとなっていた。

　雛ひなは、少女の表情を目め敏ざとく見て取ると、

「なあに？」

　前のめりの姿勢からスイーと泳いで距きよ離りを詰める。

　優しい笑顔と大きな膨ふくらみに迫られて、摩ま芙ふはたじろいだ。

「な、なんでも、ないです」

　消え入りそうな声で呟つぶやくところに、次の、

「摩芙ー、大だい丈じよう夫ぶー？」

　という声が来て、とある表情が過よぎる。

　それらを至し近きんで見た雛は、

「ふうん」

　と興きよう深ぶかげな声を漏もらした。

「いつもそうなの？」

　いつもそうだと知っている手梓たずさは、雛が不ぶ器き用ようで幼い少女の独どく占せん欲よくを弄いじって遊んでいるものと思い、フォローすべく（カナエに聞こえないよう小声で）口を挟むが、

「ええ、一いち条じようってば、こう見えて結けつ構こうな焼やき餅もち焼やきなんです。まあその分、過か保ほ護ごな直会なおらいが丁ちよう度ど良いというか」

「焼き餅……」

　なにが意い外がいなのか、雛は指を頰ほおに当てて考え、やがて一ひと言こと。

「その割には、随ずい分ぶんと怖こわがってる感じだったけど」

「──」

　摩芙は、その言葉に意い表ひようを突かれて、声を失った。

　手梓と夕ゆう子こ、ついでにそよぎも、意味が分からず顔を見合わせる。

「摩芙ー？」

　会話から取り残されたカナエが、返事を求めてもう一声を空むなしく放った。







　灯あかりも落とされた自じ販はん機きの広間は、静まり返って音もない。

　とある約束の時じ刻こくを前に、雛は一人で長なが椅い子すに陣じん取どり、ビールを呷あおっていた。

（ホント、良い子たち）

　ほんの一時間前まで、風ふ呂ろ上がりの皆でお喋しやべりだのトランプだの古ふる臭くさいコインゲームだの、目も眩くらむような大おお騒さわぎをしたのが噓うそのような、暗さと静けさ。

（寂しい、なんて思っちゃ駄だ目めよね……これが、普通なのだから）

　年の差は数えるほどでも、今を生きているだけで全てが新しん鮮せんという少年少女との会話は、彼女にとって非常な刺し激げきだった。件の少女にも、ついいつもの探り癖ぐせが出て、余よ計けいな一言を突き刺してしまったが、それも騒さわぎの熱気の中に融とけて消えた。少なくとも、表面上は。

「まあ、正直な感想だったし、なにかの役に立ててくれればいいわ……いずれ」

　言いい訳わけを音にすることで微かすかに、寂しさを削そぎ、罪ざい悪あく感かんを拭ぬぐう。

　と、その正面に突とつ如じよ、人ひと影かげが音もなく舞い降りた。

「なんの話だい、雛ひなちゃん」

　ひょろ長いジャージ姿すがたのそれは、石いし川かわ直なお。

　驚いた様よう子すもなく、雛は顔を上げる。

「なんでもありませんよ。それより［裏うら蛇へび］さん、降りるなら前じゃなく後ろにしてもらえませんか？　ビックリしてしまいます」

　今日きよう出会ったばかりの旅館従業員と客の会話ではない。

　互いに、どこか演えん技ぎめいた気安さで、声が交わされる。

「後ろから急に声をかけたら危ないだろ、俺おれが」

「急に声をかけなければいい、とは考えないんですか？」

「あー、そういう手もありか」

「まったく……こんなときでも平常心でいられるお気楽さは、誉ほめてあげるべきなんでしょうか、［荒あら飛とび］さん？」

　言って、雛が広間の入り口に目をやると、廊下の暗がりから染しみ出すように、石川交こうが姿を現した。こちらは未いまだに従業員の格かつ好こうで、きっちり半はん纏てんも羽は織おっている。

「仕事の前に飲酒しているおまえよりは、誉めるべきだろうな」

「ほんの景けい気き付けです。この程度でなにも鈍にぶったりはしません」

　平然を装よそおう雛に、交は殊こと更さら冷れい厳げんと告げる。

「親しく接したせいで、酒の力を借りなければ仕事もできんとは、［奇くし姫ひめ］の名が泣くぞ」

「……なにも鈍ったりはしない、と言いましたよ？」

　雛の柔らかい笑顔が、少しだけ陰を帯びた。痛いところを突かれたからなのか、それとも元から仲が悪いからなのか、いずれにせよ笑顔はその下を隠かくすための仮か面めんだった。

　その間に、するりと直が割って入る。

「よしなって、今になって喧けん嘩かなんか。気に喰わない仕事ではあるけど、かかってる物は大だい事じなんだ。万まんが一いちにも失敗なんかできないだろ。それに、ほら」

　差された指の先にあるのは、古びた掛け時計。

　煙草たばこ焼けで薄うす茶ちや色いろくなったその文字盤ばんは、指定された夜の十一時に程近い。

　交も雛も黙だまって、文字盤に視線を留め、互いを無視した。直もヤレヤレと溜ため息いきを吐いて、雛の横にドスンと腰を下ろした。交はそんな雑な仕し草ぐさにも、無む言ごんを通す。

　やがて、針が十一時を指す三分ほど前に（遅れていたのである）、交の懐ふところから小さなバイブ音が漏もれた。交は無む駄だのない仕草で携けい帯たいを取り出し、通話する。

「天あめ廼の行ゆき永ながか」

《ああ》

　重く緩い、男の声が返ってきた。

《こちらは、そろそろ高度を下げる。視認される前に捕ほ縛ばくしろ》

　そうして、揶や揄ゆするように付け加える。

《できるものなら、な》

「我々［羅ら比ひ陀だ］が、あのような子供らに後れを取るというのか」

　携帯越しに、ククッ、と癇かんに障さわる嘲ちよう笑しようが漏もれた。

　交こうのみならず、直なおも雛ひなも──スピーカーにせずとも、長年の鍛たん錬れんによって鮮せん明めいに音を拾うことができた──それぞれの表情で不快を毛ほど、顔に出す。

《一の腕前であったという頭とう領りようを、私に軽く打ち負かされたにしては、威い勢せいが良い》

「……」

　不快さに怒りを加えて、なお交は口くちの端はを僅わずかに強こわ張ばらせるだけで堪こらえた。声にも一切の揺らぎを表さず冷静に、なにより重要なことを問い質ただす。

「頭領は無ぶ事じなのだろうな」

《無事もなにもない。アレは、この死像トランジの核かくだ。こいつがある限り、おまえたちの頭領はゆるりと遊ゆう覧らん飛行をしているに過ぎん。奴やつらがこいつを撃うち落とせば、別だがな》

「おまえの言葉は信用できない」

《が、従うしかない。そういうことだ》

　揶揄も嘲笑も混ぜ込んで、

《捕縛したら連れん絡らくしろ。できなければ……そうだな、そのときも連絡するがいい》

　屈くつ辱じよく的な一ひと言ことが結ばれる。

《助けてやろう》

　そうして、通話は切れた。

「……」

　交が、取り出した時とは逆の、ゆっくりした動作で携けい帯たいをしまっても、誰だれも口を開かなかった。広間の沈ちん黙もくに、自じ販はん機きの鈍い稼か働どう音だけが微かすかに抗こう議ぎの声を上げる。通話相手に押し隠かくした激情を許容の内に押し込める、五分ほどの間を置いて、ようやく交が一ひと言ことだけ。

「抜かるな」

　声を結ぶや、三人の姿すがたは、搔かき消すように消えた。

　無人の広間を、非常灯とうと自販機の薄明かりだけが照らしている。







　カナエは一人部屋なので、夜は何もすることがない。

　というより、この後の死像トランジ退たい治じこそが本来の目的なので、余よ計けいなこと──噂うわさに聞く旅館のいかがわしいテレビの実情調査など──をするだけの意欲も湧わかなかった。なにより、

「流石さすがに遊び過ぎてクタクタだ……そよぎさん、本ほん末まつ転てん倒とうって言葉を知ってるのかな」

　他に誰だれもいないのに、あるいは誰もいないからか、独ひとり言ごとを呟つぶやいてしまう。

「……」

　そのことを不ふ意いに自覚して、なんだか気き恥はずかしくなった。

「……寝よ」

　携けい帯たいの目覚まし時計を、死像トランジが襲しゆう来らいする二時間ほど前、真夜中の二時にセットすると、入浴している間に敷しかれていた、独特の清せい潔けつ感かんがある布ふ団とんへと、早々に入る。そうしてから初めて天てん井じようが目に入り、

（あ、電気）

　いつも桧ひの原はら里り久くが勝かつ手てに消すので、自分で消す習慣がなかったことにも気付いた。

（旅行って、普段の自分を知るためにするんじゃないかな）

　と分かった風ふうなことも考える。

「疲れてるからって、寝過ごさないようにしないと。ぐっすり寝てる間に世界が終わってた、じゃシャレにならないからな」

　自分に念押しするように、敢あえて独り言を呟いてから……今度は馬ば鹿からしくなって、溜ため息いきを吐いた。気け怠だるげに立ち上がって、古めかしい吊つり電でん灯とうの紐ひもを引く。

　その瞬しゆん間かんに、暗あん殺さつ者しやは来た。







　枕まくらを並べた女子の部屋は、今日きよう一日の騒さわぎそのまんま、大いに散らかっている。着替えにお菓か子しにカードに座布団に……自分たちで敷くことにした布団は部屋の真まん中なかに陣じん取どって、今はパジャマに着替えた女性陣の敷しき物ものになっていた。

　その、夜とて騒がしい会話から一人、お手洗いで外れる背中に、手梓たずさが声をかける。

「一いち条じよう、やっぱり付いていこうか」

「廊下、結けつ構こう暗いよ？」

　夕ゆう子こも言うが、少し眠たげな摩ま芙ふは首を振って返した。

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐそこだし」

　ゴロ寝してスナックを抓つまんでいたそよぎが、

「なんなら、そのままナーライ・カナエの部屋で寝ちゃってもいいよー」

　と余よ計けいな茶ちや々ちやを入れて、手梓たちに睨にらまれる。

　これは破は廉れん恥ち云うん々ぬんではなく──むしろそれ自体は別に構わないんじゃないか、と二人して思っていたりする──カナエには真夜中に大だい事じな用事があるのだから、わざわざ抜け出し辛づらくしてどうする、という非難の視線である。

　ともあれ、摩ま芙ふは真まっ赤かになって部屋を出た。

　旅館［鴨かも根ね荘そう］は客が少ないせいなのか、それとも普段からそうなのか、夜間の照しよう明めいは最低限に抑えられていて、すぐ先にあるトイレも暗がりに霞かすんで見え難い。

　虫も鳴かない静けさの中を、摩芙は怖こわさと眠さで、足を引きずって歩いて行く。

　その瞬しゆん間かんに、暗あん殺さつ者しやたちは来た。







　標ひよう的てき・直会なおらいカナエが電でん灯とうの紐ひもへと手を伸ばした瞬間、

　石いし川かわ交こうは予あらかじめ弄いじっておいた配線をリモコンでカットし、真まっ暗くらになった部屋へと、その中心で立ちん坊ぼうになっている少年へと、床板を跳ね上げて襲おそいかかった。

　同じく準備してあった床板は音もなく開き、気け配はいを消した跳ちよう躍やくの軌き道どうは鋭く一直線、刃は引びきした黒塗りの刀は空を滑るように走る。電灯の紐へと手を伸ばす隙すきの大きな姿勢、突とつ然ぜん訪れた暗くら闇やみに驚く硬こう直ちよく、双方に乗じて延えん髄ずいへの痛打を狙ねらう、その会かい心しんの一いち撃げきが、

（なに!?）

　なんということもなく、まさしく『ヒョイ』と、躱かわされた。

　どういうわけか、無む造ぞう作さに躱したにしては向こうも驚いている。

「うわっと!?」

　と声に出したほどに。そのくせ、部屋の隅すみへと転がって飛び退のく動作には、一切の迷いや躓つまずきがなく、素人しろうと離れしている。やはり、只ただ者ものではないらしい。

　既すでに二撃目に備え、身を屈かがめこちらを窺うかがってさえいる少年の様よう子すに、交は驚きよう愕がくする。

（この少年、見えている）

　全身を渋しぶ茶ちや色いろの装しよう束ぞくで覆おおい、小型の暗あん視しゴーグル付きのマスクを着そう装ちやくしている彼とは違い、この寝ね間ま着きのジャージ姿すがたでしかない少年は、窓越しの灯あかりも差さない──そういう部屋に案内してある──真まっ暗くら闇やみの中で、確しかと視線を向けていた。

（あり得ん、が、事実だ）

　元より舐なめてかかるのは彼の流りゆう儀ぎではなかったが、より心を研とぎ澄すまして、刀を床に這はわせるように、低く構えて次の機きに備える。

　ところが、そんな彼の姿勢を弛し緩かんさせるかのように、標的の少年は首を傾かしげた。

「クレンペルじゃ、ない？」

　などと呟つぶやいてから、

「えっと……じゃあ、どちら様でしょう」

　平然と尋たずねてくる。

　答えてやる義ぎ理りはなく、また彼らの掟にも反するため、交は構えを崩くずさないが、

（いったい、なんなのだ）

　内ない心しんでは、敵意のなさを逆に薄うす気き味み悪く思い始めていた。

　普通、このような襲しゆう撃げきを受けた人間は異常事じ態たいに慌あわてふためくか、そうでなくとも、生命の危き機きを感じて厳きびしく警けい戒かいするなり、理り不ふ尽じんな行為への憤ふん怒ぬを激しく燃やすなりするはず。少なくとも、これまで彼らが狙ねらってきた標ひよう的てきはそうだった。

（場慣れしているのか？）

　と思ったが、少年の挙きよ動どうや雰ふん囲い気きに隠かくれなく表れる確信は、その手の強つわ者ものの纏まとうふてぶてしさや貫かん禄ろくとも違う気がする。どこか異い質しつ……そう、異質なのである。

（この少年は自分が今、なにを目の前に迎えているのか実感していない）

　いや、と考えを改める。

　あるいは、見つめ直す。

（これは、なにを迎えようと気にも留めない、そんな『化ばけ物もの』の姿すがただ）

　その皮ひ膚ふの粟あわ立だつような感覚には、覚えがあった。

　天あめ廼の行ゆき永なが。

　おまえたちの頭とう領りようを捕らえた、と称して三人の前に現れ、その持ち物を証しよう拠ことして放り投げて見せた──明らかに異質と分かる雰囲気を漂ただよわせた、怪かい人じん。

（奴と同じ、だから狙えと）

　そう思った瞬しゆん間かん、交こう自身の内に警戒と憤怒が湧わき上がった。

　待っても返事が来ないと分かって、対たい処しよに困ってブツブツ言う少年の姿は、昼間の脳のう天気そうなそれと、なんら変わりがない。

「そよぎさんを呼ぶべきなのかなあ……いやいや」

　が、だからこそ、その当たり前の姿が恐ろしかった。

　あまつさえ、言う。

「そもそもこの人、死像トランジと別口みたいだけど、ぶっ飛ばしちゃっていいのかな」

　そうしてさらに、ゆっくりと……彼の胸に目が開いた。

「えーと、すいません。今、これを見えるようにしましたけど」

　鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円。

　その、今度は視覚に現れた『化け物』の異い様ようさに、交は構えの陰で戦せん慄りつした。

「今まで見えてなかったとしたら、あなたに勝ち目はないんで止めませんか」

　少年がかける、昼間と同じ調子の声さえ、怖気おぞけを呼ぶ。

　が、それでも交は、やらざるを得ない。

　今や四人きりという一いち族ぞくの、しかも頭領を人ひと質じちに取られているのである。

　だから、

「……」

　ふと、交こうは体の力を抜いた。

　そう、見せるように動いた。

　これまで微び動どうだにさせていなかった構えを崩くずし、刀の切きっ先さきを下げる。

　あたかも、相手の提てい案あんに応じ、戦せん闘とう行為を止めようとするかのように。

　少年もあからさまに安あん堵どし、釣つられて力を抜いた。

　その呼吸の間かん隙げきを、突く。

「──ッ」

　下げる刀に注意を引きつけ、もう片方の袖そで口ぐちから落としたクナイを、放った。長年の修しゆう練れんと研けん鑽さんによる、手首から先だけで行う神しん速そくの飛びクナイ投げである。

　もはや手て加か減げんなどする気はなくなっていた。

　傷を負わせなければ捕ほ縛ばくなど不可能だろう。

　なにより、目の前の『化ばけ物もの』を排はい除じよするためである。負い目も呵か責しやくも感じない。そこまでしたのだから、少年はクナイで手て傷きずを負い、追い打ちの刀の痛打で、決けつ着ちやくは付く。そのはずだった。そのつもりで、体を次なる行動へと向けていた。

　が、少年はやはり『化け物』だった。

「おっと」

　まったく軽く、来ることの分かっているボールを受け止めたように、クナイに反応していた。少年の向けた指先でクナイは止まり、次の瞬しゆん間かん、鋭く回転して宙ちゆうに舞い上がる。

　交には、わけが分からない。

　分からないが、体は理解を待たず動いていた。

　異い名みようの［荒あら飛とび］そのままの跳ちよう躍やくで、少年の頭ず上じようを飛び抜けざまに斬ざん撃げきを加える。やはり、何らかの力に弾はじかれ、刃やいばは届かないが、もはやそれでも構わない。宙のクナイを回かい収しゆうして飛んだ先、窓まど際ぎわの板いた間まで再び真ま上うえに跳躍し、その天てん井じように設けてあった退のき口ぐちから、外へ。

（なんということだ）

　さらに隣となりの屋や根ねへと跳び渡る中、恐るべき、と形容するに相応ふさわしい少年の追つい撃げきを警けい戒かいし、交は視線を背後にやるが、目に映るのは夜の闇やみだけ。その奥に佇たたずむ少年は、やはり来ない。

（なんという奴やつだ）

　少年が追って来ないのは、そうするだけの興きよう味みも脅きよう威いも自分に感じていないからだと、交には分かっている。その認にん識しきに、絶ぜつ叫きようしたいほどの屈くつ辱じよくを感じて、しかし吞のみ込んだ。

　彼は、そのように育てられた暗あん殺さつ者しやの一いち族ぞくだった。

　だから、絶叫を吞み込んで、夜の彼方かなたへと、跳ぶ。

　全てを覆おおい隠かくす闇だけが、後に残った。







　眠たげに薄暗い廊下を歩いて来る標ひよう的てき・一いち条じよう摩ま芙ふの頭ず上じようから、まず友とも坂さか雛ひなが、半秒遅れて石いし川かわ直なおが、それぞれ捕とり縄なわを手に舞い降りた。

　当然のこと簡単に成功する、ゆえにできるだけ痛みを与えないよう気を遣つかう。

　そんな思い込みに基づいて、しかし手は一切抜かず、迅じん速そく的てき確かくに襲おそいかかる。

　瞬しゆん間かん、

（な）

（に!?）

　雛と直の視し界かいが、凄すさまじい勢いで二転三転、吹っ飛ばされていた。

　驚きに声を一切漏もらさなかったのは、鍛たん錬れんの賜たま物もの。不ふ意いの回転にも天てん井じようや壁を蹴けって音もなく着ちやく地ちできたのは、才能のなせる業わざ。そして、自分たちに起こった出来事を理解する前に、そうさせた敵に向き合わせたのは、危き機き感かんの発はつ露ろだった。

　廊下に、先と同じ、少女の小さな影が立っている。

　しかし、そこから滲にじみ出る恐きよう怖ふは、別次じ元げん。

　少女は、別のなにかに豹ひよう変へんしていた。

　雛と直は思わず気け圧おされ、全身に強ばりを感じる。

　やがて、影は廊下に漂ただよう闇やみを吞のみ込むように容積を増し、その装よそおいまで変えていた。どのように変えたのか、二人には全く把握できない。ただ、現に、少女の姿すがたにマントと杖つえらしきシルエットが増えていた。

　そうして徐おもむろに、額ひたいで──ゆっくりと、目が開く。

（この子は、一体）

（まさか、天あめ廼のの野や郎ろうと同じ、なのか？）

　じっとり、全身に暑さとは違う、驚きよう愕がくと畏い怖ふの汗あせを滲にじませる二人に、

「あなたたちなの？」

　こればかりは昼間と同じ、少女の可愛かわいらしい声がかけられた。

　ただし、二人には質問の意味が分からない。無む論ろん、答えることもない。

　口を噤つぐむ気け配はいに、少女はじっ、とフードらしき物の奥から上うわ目め遣づかいに睨にらむこと数秒。大きな杖を軽く、傍かたわらの大窓へと向けた。

　建て付けの悪そうな古い木き枠わくの窓が、スイと開く。

　その窓から、まるで風の去るように、マントの姿が漂い出た。

（逃げる……じゃなく、誘い？）

（どっちにせよ、行かにゃならんな）

　暗あん視しゴーグル越しに目線を交わすだけでも、互いの意い図とは遣り取りできる。雛と直は、その後を追って、夜なお潮しおの薫かおる闇の中へと飛び出した。

　誘い、という読みは当たっているらしい。隣りん家かの屋や根ねを山なりの浮ふ遊ゆうで越えた少女の影は、取り立てて急ぐでもなく、ゆるりと浜辺の道路へと向かっている。

　雛ひなと直なおは、その間に素早い跳ちよう躍やくを数度、先に着ちやく地ち予想地点へと到とう着ちやくしていた。

　田舎いなか町まちの夜は、窓から漏もれる灯あかりさえ稀まれで、それが海沿いの、主要幹かん線せんですらない脇わき道みち沿いともなれば、なおさらである。歩道もない二車線だけの細路は完全に無人で、申もうし訳わけ程度の街がい灯とうが、間かん隔かくも大きく連なり立っている。

　やがて、少女はなんということもなく、街灯の真ま下したに降りてきた。

　歯車と発条ばねを先せん端たんに絡ませた、機き械かいと魔ま術じゆつの混交する杖つえ。

　各所に薄い光を放つ渦うず巻まきの文もん様ようが意い匠しようされた、暗色のマント。

　そしてフードの額ひたいに一ひと際きわ不ふ吉きつに瞬またたく、半分閉じた目のような紋もん章しよう。

　その全体に、現実のものとは思えない、異い様ような迫力と不ふ穏おんの気け配はいが溢あふれている。昼間、沖おきに流されそうになって、泣きべそを搔かいていた少女と同一人物とは到とう底てい思えなかった。

　相あい対たいする二人は、交と同じ渋しぶ茶ちや色いろの装しよう束ぞくに小型の暗あん視しゴーグル付きのマスクで、刀は抜かず腰に差したまま。それぞれ、手には分ふん銅どうを結わえた捕とり縄なわを持っているが、どちらも既すでに捕ほ縛ばく前ぜん提ていという温ぬるい心持ちではなくなっていた。

（これが、本当にあの子なの……？）

　自分たちの目の前に立っているモノの底知れなさに、雛は戸と惑まどい、

（あんな子供に、ってえ考えは捨てた方が良さそうだな……こっちの身の安全のために）

　直はマスクの下で、本気の笑えみを深々と浮かべる。

　と、雛が、

「チチッ」

　と小さく舌したを鳴らして、隣となりに合あい図ずした。

「……」

　受け取って、直は体を一切動かさず、ただ動かす準備だけをする。

　場所を移した少女が再び問いかけた、

「あなたたちは、一体なに──」

　その瞬しゆん間かん雛は［奇くし姫ひめ］の異い名みよう通り、奇き術じゆつめいた速さで二つの物体を投げ放っている。

　閃せん光こう音おん響きよう弾だんと催さい涙るい弾だんである。

　起き爆ばく時間を短たん縮しゆくしてあるため、地面に着く前の空中で、

　バンッ！

　と二つは破は裂れつして、視し聴ちよう覚かくを強打する閃光と爆ばく音おん、さらに行動不能へと陥おとしいれる催涙ガスを辺り一帯にばら撒まく。

　その間に、直が跳んでいた。事前の視覚的な記き憶おくだけを頼りに、傍かたわらの街灯を三角跳びの要よう領りようで正確に蹴けり、摩ま芙ふの背後へと回っている。［裏うら蛇へび］の異名に相応ふさわしい、素早く滞とどこおりない身のこなしだった。

　閃せん光こうと爆ばく音おんで目と耳を麻ま痺ひさせ、ガスで行動不能に追い込む。この、人間である以上不ふ可か避ひな隙すきを突いて、気き絶ぜつさせるだけの打だ撃げきを叩たたき込む、必勝のパターンである。

（ごめんよ、嬢じようちゃん）

　直なおは、もう終わったものとして心しん中ちゆうで謝りながら、跳ちよう躍やくの中、抜き放っていた刃は引びき刀で、あるべき場所にある頸けい椎ついを強打する。

（近きん隣りん住民が目を覚ますまでには引き上げられるわね）

　雛ひなも、既すでに後あと始し末まつの段階へと思し考こうを進め、この気きの毒どくな少女をどう使えば、天あめ廼の行ゆき永ながとの交こう渉しようを有利にできるかを考えていた。

　が、

　マスクの補正機き能のうが働く一、二秒の間かん隙かくを経て、なお少女は平然と立っていた。

　振るわれた刀は少女に数センチ届かない空中で止まり、催さい涙るいガスの中に在りながらむせてすらいない。ガスごと照らす街がい灯とうの下に、少し怒っただけの表情すら見える。

　二人は呆ぼう然ぜんとして、為なす術すべがない。

　と、閃光と爆音に跳ね起きたらしい、近所の家々に明かりが灯ともり始めた。

「！」

　気付いた少女は、刀もガスも無視して、ふ、と浮かび上がる。そのまま、急に勢いを付けて街灯の柱はしらを竜たつ巻まきのように回って舞い上がり、頂いただきの灯あかりを踏んで立った。

　その、華か麗れいとも言える業わざの威い風ふうで、ようやく我に返った雛と直も、隣となりの街灯を素早く駆かけ上がり、狭い灯りの上で、数メートル離れた街灯上の少女と向かい合う。

（どういうこと、なの？）

（一体なにが起きた……いや、起きなかった、のか？）

　未いまだ信じられない、という気け配はいの二人に、

「あなたたち、じゃないの？」

　少女は相変わらず、意味の分からない問いを投げる……が、

「……」

「……」

　やがて、当然のように返ってこない答えを待つことを諦あきらめたのか、あるいは近隣住民が連れだって道路に出てきたのを目にしたせいか、睨にらむ視線を外して、小さく溜ため息いきを吐いた。よく見ればパジャマのままという膝ひざを軽く沈めると、

「関係ないのなら、もう来ないで」

　そう言い捨て、翻ひるがえるマントを闇やみに溶かし込む。

　二人が目を凝こらすまでもなく、少女は何処どこかへと消えてしまっていた。

（相手にするまでもない、ってこと……なのね）

（参まいったな、こりゃ）

　釣つられて吐きたくなる溜ため息いきを、なんとか吞のみ込んで、雛ひなと直なおも、夜の彼方かなたへと跳ぶ。

　後には、敗北の名残なごりもぬぐい去る、潮しお風かぜだけが残っていた。













　　　幕間２　頭領　柘植つげ縒より







　暗あん殺さつ血けつ統とう［羅ら比ひ陀だ］にとって山奥という環かん境きようは、隠かくれ潜ひそみ、技術を高める上では大きな助けになったが、ただ、根本的に人の行き来を阻そ害がいする障しよう壁へきにもなっていた。

　それでも文ぶん明めい開かい化かの前までは、欠けがちな人間を外から強制的に補ほ充じゆうする事も不可能ではなかった。しかしそれも、近代法制や警察組そ織しきが整備され始めると難しくなった。

　戦前戦後を経て、村はいつの間にか、法の内で公おおやけに存在を認にん知ちされていた。自治体の合がつ併ぺいだのなんだのを経た、山やま間あいの一集落、という取るに足りない、みすぼらしい存在として。

　技術なり人なりを余所よそに提てい供きようして村を興こう隆りゆうさせることは、彼らの成り立ちの上からできなかった。彼らは律儀りちぎさも継けい承しようし、追っ手の目に入らないよう、あくまで影働き以上には自らを主張しなかったのである。そうする内に、彼ら自身の生命力が衰おとろえても、なお。

　彼女、柘植縒が、若くして先代より［羅比陀］頭とう領りようの地位（自称・村長を兼ねているが、どうでもいい話だ）を受け継ついだ時、既すでに村人の数は十数人ほどにまで減じており、しかもその大半が老人だった。

　数年して、遂ついに血統総員で一ひと桁けたになったとき、彼女は決けつ意いせざるを得なかった。




『村に拘こだわらず、外で暮らすか』




　未いまだ残っていた老人たちには、もはや反対する気力もなくなっていた。

　一方で、僅わずかに残された希望である三人の少年少女たちは目を輝かせて、追っ手が来てもオレたちがやっつけます、と頼もしく請け負ってくれた。その三人が大きく育ち、十分な社会勉強を終えた頃ころには、もう［羅比陀］は、彼女と三人を合わせた、四人だけになっていた。

　これが潮しお時どきだろう。

　彼女は、数百年の血統を伝えてきた村に別れを告げる日を、定めた。

　そして、その準備に勤いそしむ日々の中、一つの報道が日本中を駆かけ巡った。

　巨きよ大だいな竜たつ巻まきが、街を数キロに渡って破は壊かいした、という大事件だった。

　それをテレビで見た彼女は、どういうわけか、既すでに誰だれも信じなくなっていた数百年越しの追っ手の到とう来らいを、声こわ高だがに訴え始めた。村との別れも迫ったとある日、三人の戸と惑まどいを背に、彼女は事件現場へと向かい──そこで死像トランジになった。













　　　３　夜に踊る







　暗い部屋に取り残されていた直会なおらいカナエは、外で大きな破は裂れつ音が鳴り響ひびいた途と端たん、

「ッ」

　弾はじかれたように駆かけ出した。短い渡り廊下の先、女子の泊とまる大部屋へと飛び込む。

「摩ま」

　その叫びが意味を成す間もなく、

「どりゃー!!」

　同じ力を持つがゆえに呆気あつけなく、『星せい平へい線せんのそよぎ』がカウンターの蹴けりを食らわせていた。

「フがっ!?」

「あれっ、ナーライ・カナエか」

　華か麗れいな着ちやく地ちポーズを決めて言う彼女に、廊下に転んだままカナエは尋たずねる。

「……摩ま芙ふ、は？」

「それそれ。お手洗いに行ったまま──」

「ただいま」

　あっさり、一いち条じよう摩ま芙ふが帰ってきた。

「あっ、おかえり」

　胸を撫なで下ろす八十辻やそつじ夕ゆう子こが駆かけ寄る前に、跳ね起きたカナエが神しん速そく、その肩を摑つかむ。

「摩芙！　なにもなかった!?」

「う、うん」

　必死の形ぎよう相そうをしてくれることを嬉うれしく思い、しかし彼女は噓うそを吐いた。

「よかっ、た……」

　ヘナヘナと、ようやっと力を抜く少年に微び苦く笑しようして、山やま辺のべ手梓たずさが声をかける。

「さっきの音はなんだったんだ？　花火とかガス爆ばく発はつ、なのか？　そよぎちゃんが急に『気を付けて』なんて言い出すし」

　暗に、おまえが関係してるんじゃないだろうな、と問いかける口く調ちように、カナエはブンブン首を振って返した。流石さすがにそこまで罪を被かぶせられてはたまらない。

「分かりませんよ、そっちは関係ないですし」

「そっちは？」

「あっ、えーいやその」

　突っ込まれて、摩芙の手前、どう説明したものか迷うカナエの裾すそを、

「ちょっと」

　そよぎがチョイチョイと引っ張った。大部屋の隅すみまで連れて行って、この面子メンツで唯ゆい一いつ、旅行の実情を知らない（はずの）少女に聞こえないよう、ヒソヒソと小声で話す。

「すぐ近くで『半閉じの目』の呪じゆ力りよくを感じたけど、そっちでなんかあったんじゃないの？」

「あるにはあったよ。でも、あの子……『ハインの手先』じゃなくて……そう、ニンジャみたいなの？　に襲おそわれたんだ」

「はぁ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる彼女に、カナエも首を捻ひねってみせる。

「それがどうも『半閉じの目』じゃない、普通のニンジャだったみたいでさ。正直、なにがなんだか分かんなくて。この後が支つかえてるから逃がしちゃったけど」

「判はん断だんとしちゃ、ビミョーなとこだね」

　そよぎも首を五割増しに捻った。

　カナエは摩芙に聞こえていないか、チラチラ確かく認にんしつつ続ける。

「とにかく、そよぎさんが感じたっていう『半閉じの目』じゃないのは確かだよ。こっちの『半開きの目』を見て驚いてたっぽいし」

「それじゃ、外の大きな音の方がそうだったのかな？」

「偶ぐう然ぜんとは思えないな。なんであの子はこっちを襲ってこないんだろ？　っていうか、そもそもあのニンジャは一体なんだったんだろ？」

「さあ？」

「さあ、って」

「……」

「……」

　勝かつ手ての違いすぎる状況に、二人は互いに首を捻ひねり合うしかなくなった。

　そんな会話の停てい滞たいを見て取った手梓たずさが提てい案あんする。

「そよぎちゃん、直会なおらい。まずさっきの物音について旅館の人に尋たずねてみないか。なにか分かるかも知れない。まだ起きてたら、雛ひなさんも一いつ緒しよに来て貰もらおう」

「んー、そうだね」

「それが一番、かな」

　違い和わ感かんと不安の中で惑まどう彼らにとって、当面の行動指し針しんを示してくれる女子寮りよう長ちようの存在は実に有り難い。取るものも取りあえず、皆で部屋を出た。廊下が、やけに暗く見える。

「摩ま芙ふちゃん、眠くない？」

　夕ゆう子こは傍かたわらの摩芙を気き遣づかうが、摩芙はフルフルと首を振る。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　その様よう子すを背中に聞くカナエは、

（無む理りしてでも、今から先せん輩ぱいや八十辻やそつじさんに連れ帰って貰もらうべきなのかな？　でも、相手の考えとか正体が分からないと、どこで襲おそわれるか分からないし……うーん）

　今さらながら、自分の甘い見立てに摩芙を巻き込んでしまったことを痛感していた。







　海辺の町からの死し角かくに当たる岸がん壁ぺきの一いち隅ぐうで、石いし川かわ交こうは身を震わせる屈くつ辱じよくと口惜くやしさを声こわ色いろに表さず、短く端たん的てきに、自分たちの襲しゆう撃げきが失敗に終わったことを報告していた。

　スピーカーにした携けい帯たいから漏もれる天あめ廼の行ゆき永ながの声は、特に荒れるでもない、

《だろうな》

　という冷れい淡たんな一ひと言ことのみ。

　それが、負けて当然と思われていたことの、なによりの証しよう拠こであると分かって、交は無表情の皮かわ一枚下で歯は嚙がみする。他の二人も表おもてに出す度合いこそ違え、同様の色を顔に上らせていた。

　冷淡な声は、言葉だけなら思いやりすら感じさせる。

《おまえたちが気にすることはない》

「……」

　しかし実じつ態たいは逆。

《あれはそういうものだ──核かく爆ばく弾だんだろうが古こ代だいの魔ま術じゆつだろうが、奴やつらには意味をなさん。試されたことはないが、恒こう星せいに放り込まれても平気だろう。まして、刃は物ものや煙えん幕まく如ごときに》

　ククッ、と面白げな忍しのび笑いが漏もれる。この怪かい人じんは、身の程知らずな暗あん殺さつ者しやどもが、まんまと挑いどんで、しっかり負けた、その事実を楽しんでいるのだった。

　その不快さを薄笑いで隠かくして、石いし川かわ直なおが剽ひようげる。

「文字通り、刃はが立たない、ってえわけか」

「確かに、なに一つ通じなかったわね。不ふ意い打うちにも、あんなに平然と対たい処しよされるなんて」

　友とも坂さか雛ひなが、ついでと疑問をぶつけた。

　天あめ廼の行ゆき永ながは冷れい淡たんな笑いを漂ただよわせたまま、平然と答える。

《それはそうだ、見えているのだからな》

　三人の暗殺者は、その言葉で各おの々おのが見た、目の紋もん章しようを思い出した。

　声は続き、

《運うん命めいを捉とらえて操あやつるのが、我々の技術体系だ。それを動かし得る者、感覚を共にし得る者は、最初に呪のろいを発動させた二人と、今それを受け継ついでいる二人。そして、その力を分け与えられたごく少数だけだ》

　間を置いて、殊こと更さらに強調する。

《例えば、おまえたちの頭とう領りようを取り込んでいる死像トランジのような》

「その話は、もう分かった」

　交こうが苛いら立だたしげに割り込んだ。実際には理解などしていないが、脅きよう迫はく者しやの自じ慢まん話を延えん々えん聞かされるのはもうウンザリだった。

「それより……」

　自分から言いかけて、すぐ声に詰まる。恥はじの上塗りにしかならない問いを、そうと分かって発するには、この青年はあまりに純じゆん朴ぼくで誇り高かった。

　そんな彼を誰だれよりも理解する雛が、代わって穏おだやかに、あっさりと尋たずねる。

「私たちは彼らの捕ほ縛ばくに失敗してしまいましたが、頭領の身み柄がらはどうなるのです？」

　答える方も、まことにあっさりしている。

《どうもしない。言っただろう。負けたら助けてやる、と》

　風が吹いたからどうした、という程度になんでもない、端はなから敗北を疑っていなかった者の声だった。予定以前、決まり切ったこととして、天廼行永は次の段階へと移る。

《ふん。まあ、これで良いだろう》

　言うや、携けい帯たいの上に見覚えのある紋章が浮かび上がった。

　鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円から成るそれは、直と雛には見覚えがある、交には同じ形ながら違い和わ感かんを抱かせる──『半閉じの目』。

　悪あく魔まの囁ささやくような、命令が来る。

《触れるがいい》

「……」

　当然の躊ちゆう躇ちよを覚えて、交こうは直なおと雛ひなに目線をやり、しかし、頭とう領りようを人ひと質じちに取られた自分たちには他に選せん択たく肢しがないことを思い出す。そして自分は、血けつ統とうの年長者として二人に先さき駆がけなければならない、その責任感から指先を伸ばした。

「交兄にい」

「交、待っ──」

　二人の制止を無視して、指先が『半閉じの目』に触れる。

「っ、ぬぅ!?」

　瞬しゆん間かん、交の全身に、自分を分解されたような悪お寒かんが走り、さらにその部品の間に冷たい流りゆう体たいが染しみ渡るような怖気おぞけに襲おそわれた。

　が、

（今の、は）

　感じたものを知っている。

　あるいは、分かっている。

　交は、それを言葉にすることができた。

（頭領の……涙）

　センチメンタルなものではない、もっと打ち拉ひしがれた、深くて暗い感情だった。

（頭領の心に、触れてしまったのか）

　半なかば呆ぼう然ぜんと、余よ韻いんに浸ひたっていた彼の肩に、雛が手をかける。

「交、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ」

　目が覚めたように、しかし未いまだ声に曖あい昧まいさを残す──つまり普段なら絶対に見せない──様さまに、直が珍めずらしく眉まゆを顰ひそめた。携けい帯たいの向こうに、一段低い声を飛ばす。

「てめえ、交兄になにをした」

《死像トランジに同調させただけだ。害などない》

　返事の調子は変わらない、相も変わらぬ冷れい淡たんな笑い声。

《それより、おまえたちも早く触れろ。遠くに力を飛ばすのは、文明の利器の力を借りているとはいえ、面倒臭い》

　いちいち引っかかる表現に、直はせめての憎にくまれ口を放る。

「害はない、ね。ぬけぬけと、よくも言いやがる」

　そうして、雛にも視線をやった。

「あってもなくても、どのみちやることは同じ、なのよね」

　雛も頷うなずいて、二人は紋もん章しように触れる。

「う、おっ!?」

「──くっ」

　そうして交こうと同じ、他人の感情をまともに浴びたところに、

《幸い、と言うべきか？　あの女の『天国』には、おまえたち三人も含まれている。その思いを存分に、おまえたち自身の手足で叶かなえて見せてやるがいい》

　刷り込むような命令が下る。

《奴やつらを上に来させるな。当面は、それだけでいい》

　返事はなかった。

　三人共に、それどころではなくなっている。触れた感情の水底から『なにか』が無数に浮かび上がってくる、そんな胸きよう中ちゆうの圧迫感に身を苛さいなまれていた。

　やがて、その『なにか』が運うん命めいの具ぐ現げん、即すなわちモノを動かす無数の部品であることに気付いたとき、三人の暗あん殺さつ者しやは、全く異なる存在へと変わっていた。

　成果を見届けた携けい帯たいが、紋もん章しよう諸もろ共とも、無む造ぞう作さに切れる。

　同時に三人の何処どこからか──歯車が零こぼれ落ちた。







　旅館［鴨かも根ね荘そう］には、重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　玄げん関かん脇わきの帳ちよう場ばにもたれ掛かって頭を抱える手梓たずさが、全員の意見を代だい弁べんする。

「なにが、どうなってるんだ……？」

　全く、それ以外に言いようのない状況だった。

　爆ばく発はつ音について尋たずねるどころか、そもそも旅館の従業員である兄弟、石いし川かわ交と直なおの姿すがたがどこにも見えないのである。幾いくら呼び出しのベルを鳴らしても出てこないので、仕様しようがなく帳場の脇にある従業員用の部屋を覗のぞいてみると、人っ子一人いない。

　どころか、鍵かぎもかかっていない部屋は、片付き過ぎていた。ちゃぶ台は足を畳たたんで部屋の隅すみに立てかけてあり、電動ポットに水はなくコンセントが抜かれている。水場は乾いて三角コーナーもゴミ箱も空、勝かつ手て口ぐちの草ぞう履りは靴くつ箱ばこに入っていた。

　それら、とても夕方まで従業員が詰めていたとは思えない光こう景けいを、開けたままの扉とびらから見やって、カナエが答える。

「無断で出かけた、って感じじゃないですよね……」

　自分で言いながら、半信半疑ですらない。明らかな異常事じ態たいだった。

　最初からいなかった、とすら思わせる状況が、全員の背せ筋すじに寒気を走らせる。

　さらに、先から『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を使って旅館内を探っていた夕ゆう子こが、その袖そでを引いた。

「直会なおらい君、雛ひなさんも……いないみたいなの」

　耳打ちする小さな声が、微かすかに震えている。幾いくら魔ま術じゆつ師しとして常じよう人じんにはない力を持っていても、自分の与あずからない不ふ可か思し議ぎは当然、恐いのである。

「みんな、さっき直会なおらい君の言ってたニンジャに、攫さらわれちゃったのかな……」

　カナエはその恐れに引き摺ずられないよう、気を引き締しめて考えを巡らせる。

「どうだろう。あのニンジャが一人で逃げていったのは確かなんだけど……外での爆ばく発はつの件もあるから、仲間が他にもいたってことなのかも。だとしても、そこの部屋がキレイに片付いてる、ってのが分からないな」

　妙みようなニンジャの襲しゆう撃げき、謎なぞの爆発音、旅館従業員や親しく接した人の蒸じよう発はつ……降りてくる死像トランジ退たい治じのついで、というだけだったはずの旅行が、とんでもないことになってしまった。

　そよぎの口車にウッカリ乗せられた自分の油ゆ断だんを、再びカナエは痛感するが、性格的に後こう悔かいはしない。なんとかしないと、それだけを思う。とりわけ気き遣づかう少女、

（なにも知らない摩ま芙ふは、恐──）

　後ろからそよぎに抱えられている摩芙に目をやるが、

（──あれ？）

　ふと、そこに佇たたずむ姿すがたに違い和わ感かんを覚えた。

　怖こわがっているように見えるが、どこか静か。

　昼間の、岸へと帰り着いたときの方が、よほど。

　彼女と長年、接してきたカナエだからこそ、感じる。

　その違和感を尋たずねようと口を開けた、まさに、その瞬しゆん間かん、

「やむにやまれぬ事情──」

　不意の声が、背後から来た。

　全員が驚きに肩を跳ね上げ、振り向いた玄げん関かん先に、一人の男が立っている。

　見覚えがありながら、奇き妙みような違和感を覚えさせる、石いし川かわ交こうだった。旅館の従業員のものではない、これも見覚えのある渋しぶ茶ちや色いろの装しよう束ぞくを纏まとっている。

（あの服、まさか）

　人を疑うことに慣れていない、あるいは今まで戦ってきた『ハインの手先』や死像トランジがそういう遠回しなことをしてこなかったため、そもそも疑うことすら頭になかったカナエは、事ここに至ってようやく、その二つの間をイコールで結びつけることができた。

「お兄にいさんが、さっきの……？」

　全く以て今さらの、窺うかがうような問いに交は答えず、自分の方の言葉を続ける。

「──陳ちん腐ぷな表現だが、とにかく、そういうことでな」

　物堅い言い回しには、どこか自じ嘲ちようの響ひびきがあった。

　カナエは、彼の立場から当然の懸け念ねんを質ただす。

「そういうことだから、友とも坂さかさんも……一いつ緒しよに泊とまってたお姉ねえさんも攫さらったんですか」

　なぜか少し、意い表ひようを突かれたような顔をした交は、

「知りたければ、付いてきてもらおう」

　微び妙みようにぼかして答え、付いていかざるを得ない物を、指先に抓つまんで見せた。

　カナエとそよぎに目を見張らせ、手梓たずさと夕ゆう子こを慄りつ然ぜんとさせ、そして密ひそかに摩ま芙ふをも驚かせたそれは、見た目にはなんということもない、しかし恐るべき運うん命めいの欠片かけら。

　死像トランジやクレンペルを形作る、黄おう銅どう色いろの歯車だった。







　海沿いの道路を、交こうは歩く。

　その後には、カナエ一人だけが続いていた。

　これは交の要求で、他の面々は旅館に残されている。

　カナエとしては、皆を戦いに巻き込む心配がなくなるので好こう都つ合ごうとも言えたが、交がこうである以上、弟の──あの気のいい──直なおもそうなのだろう。この誘ゆう導どうも、手て強ごわい自分を引き離し、残りを人ひと質じちに取ろうとしているだけかもしれなかった。

（それでも、行かないわけにはいかない）

　もはや『半閉じの目』と無関係でないことが明白な以上、相手の意い図とがどうであれ、まずは誘いに乗らざるを得ない。未いまだに姿すがたを見せない『ハインの手先』といい、いきなり頭ず上じように現れた死像トランジといい、今度の件は分からないことだらけである。ようやく会話できそうな相手が現れた、この機き会かいを逃のがすわけにはいかなかった。

　その相手、足音もなく前を行くニンジャっぽい人である交は、カナエの狙ねらいを知ってか知らずか、背中越しに淡たん々たんと、自分の方から話を始めた。

「あの旅館は、君らが来ると知ってすぐ、迎え撃うつため我々が好条件で借り上げたものだ。本来の従業員たちは休きゆう暇かを取っているだけだから、心配することはない」

「……？」

　いきなり、そんな説明の始まった意味が、カナエにはサッパリ分からない。まず、

（我々、ってことは弟さんも同類なのは確定か）

　そう思ってから、不ふ審しんがる。

　暗くら闇やみで人を襲しゆう撃げきしてくるようなニンジャが、なぜ今になって「心配することはない」などとフォローしてくるのだろう。どうにも腹づもりが読めなかった。

　その理由までは語らず、交は岸がん壁ぺきの階段を上がってゆく。

　後に続くしかないカナエは、やがて、目め指ざす場所が海に突き出した突とつ堤ていだということに気付いた。偶ぐう然ぜんではないだろう、小さな灯とう台だいが据すえ付けられたそこからは、他でもない死像トランジが目指す崩ほう壊かい点てんたる、海上の小島が程近く見えた。

「奴の命令通り、デカブツが降りてくるまで、君らの足止めに徹てつするのなら」

　また急に、交が言う。

「連れの少女らを人質に、なにもするな、と迫るのが一番楽だったのだろうな」

「そうするんじゃ、ないんですか？」

　カナエは質問半分、確かく認にん半分の声を上げていた。

　九く分ぶ九く厘りん、そうなると覚かく悟ごしていた行為を、当の相手が否定してしまった。

　もし摩ま芙ふらが人ひと質じちに取られたら、具体的にどう助けるかはともかく（という前ぜん提ていで彼は考える）、ひとまずは言うことを聞くしかなかったはずである。

　しかし交こうは、そうしない……らしい。先のやり口からして、フェアプレイを重んじるタイプとも思えないので、カナエとしては尚なお更さら不ふ思し議ぎに思えた。

　怪け訝げんの気け配はいを察して、交が答える。

「こちら側に、そうしない理由があった。それだけのことだ」

「お兄にいさんにそういう命令をした奴やつの正体とか、そいつに協力してる理由なんかは、聞かせてもらえないんですか？」

「そうだ」

　断固と返しつつも、ちゃんと付け加える。

「質問に答える気がないから、私の方で喋しやべりたいことだけを前もって喋っている」

（随ずい分ぶんと律儀りちぎな人だなあ）

　カナエは今の状況も忘れて感心した。

　そして、その肩の上に現れた、

「どっちにせよ、ぶちのめして全部喋ってもらうことになるけどね」

　絶ぜつ妙みように可愛かわいくない羊ひつじだか山羊やぎだかのパペット、そよぎの分身が不敵に言い放つ。

「っていうか、命令した『奴』だけは……あの力を好き放ほう題だい使ってる奴については、ナニガナンデモ喋ってもらっちゃうよ」

　交が、そよぎの唐とう突とつな出現に驚いたのか、威い勢せいの良い物言いに苦く笑しようしたのか、後ろ姿すがたからは窺うかがい知れない。ただ、

「……来たか」

　やはり彼女のことも知っていたらしい一ひと言ことだけが返ってきた。

　そして、その一言と同時に、足が止まる。

　灯とう台だいをすぐ先に見る突とつ堤ていの端はしで、交は振り向いた。何気なく差し上げた指先に、あの黄おう銅どう色いろの歯車を挟んでいる。いよいよ、始めるつもりらしかった。

　そよぎが、パペットをファイティングポーズにしつつ焚たき付ける。

「ナーライ・カナエ。こんなのに、いつまでも構ってる暇ひまはないよ？　本命の超でっかい死像トランジ退たい治じが、後に控えてるんだからさ」

「分かってる。でも、油ゆ断だんはできない。さっきは声だけだったとしても、確かに不ふ意いを突かれたんだ。もう、お兄さんはあの力を……！」

　カナエの注ちゆう視しする歯車が、指に弾はじかれて宙ちゆうを舞った。その中で、黄銅色の輝きがバラバラと他の部品をばら撒まき、ばら撒かれた部品は直下の交こうへと降り注そそぐ。

「理由については、私から言えることが一つだけある」

　歯車にシャフトにクランク、発条ばねに捻子ねじ……無数の部品を体に受けつつも、一切シルエットの変わらない交が、変わりゆく中で、やはり律儀りちぎに前もって告げる。

「誇りある血けつ統とうの元、長年の鍛たん錬れんで培つちかった技を、わけの分からん力で容易に上回られた悔くやしさの、雪せつ辱じよくだ」

　言う間に、彼の装しよう束ぞくは深い黒とへ変わっていた。前は付けていた暗あん視しゴーグル付きのマスクの代わりに、鉄板を縫ぬい付けた鉢はち巻まき……いわゆる鉢はち金がねを付け、顔も目以外を布で覆おおった、まさしくフィクションにある忍にん者じやそのものの姿すがた。腰に差した刀の柄つかに手を添え、身をゆっくり、力を溜ためて屈かがめる。

　現代社会に生きるカナエが、まさか聞かされるとは思わなかった文もん言ごんが、淡たん々たんと放たれる。

「いざ、勝負」

　やはり律儀な交は、尋じん常じように、とは付けなかった。







　未いまだ帳ちよう場ばの前にあって戸と惑まどう少女らの前から、そよぎの姿は当然、消えている。

　カナエの許もとに行ったことで消えた、その事実を、

「えーと、すぐ表おもてまで、ちょっとだけ、様よう子すを見に行ってもらってて──」

　手梓たずさは苦しい言いい訳わけで当とう座ざを凌しのごうとし、

（まさか摩ま芙ふちゃんに『架か空くう五ご芒ぼう星せい』の催さい眠みんや幻げん視しをかけるわけにも──）

　夕ゆう子こは対たい処しよに困って途と方ほうに暮れていたが、

「ごめんなさい、寮りよう長ちよう、夕子ちゃん」

　それらの行為は無意味だった。

「えっ？」

「摩芙ちゃん？」

　二人は、摩芙の突き付けた人差し指の先せん端たん、怪あやしく瞬またたきながら生じた、揺らし惑まどわす混こん沌とんの象しよう徴ちよう──『渦うず巻まき文もん』によって、逆に誤ご魔ま化かされてしまった。

　摩芙との関係や記き憶おくを、

　目の前に摩芙が立っていることさえ、

　曖あい昧まいの中に吞のみ込まれ、認にん識しきできなくなっていた。

　半分眠ったような顔で立ち竦すくむ二人に、もう一度、

「ごめんなさい」

　頭を下げて謝ると、摩芙は玄げん関かんに向かって身を翻ひるがえす。

　その動作の内に、歯車と発条を先端に絡ませた杖つえと、各所に薄い光を放つ渦巻文が意い匠しようされた暗色のマントが現れて、少女は『ハインの手先』となった。

　行く先は、灯とう台だいのある突とつ堤ていではない。カナエとそよぎが合流した直後──恐らくはタイミングを見計らって──その気け配はいを現した、二人の暗あん殺さつ者しやの許もとへと、である。

　足あし下もとに渦うず巻まき文もんが浮かぶや、その小さな身は旋せん風ぷうを纏まとって夜へと飛んだ。

　滞たい空くうも僅わずか数秒、二人が立つ場所の正面へと、降り立つ。

　そこは、突堤と砂浜を挟んだ反対側、小型の漁船が多数停てい泊はくする船着き場だった。

（……いた）

　人ひと気けもないその一いつ隻せき、比較的大きな漁船の舳へ先さきに立った摩ま芙ふを、操そう舵だ室しつの上に立つ暗殺者二人が迎える。一人は女で、優ゆう雅がな立ち姿すがた。一人は男で、しゃがみ込むような体勢。

　カナエらと違い、刺し客かくが他にもいたと知っている摩芙には、もうこの二人が誰だれなのか見当が付いていた。事情は分からないが、いなくなった三人は今、こうなっているのだ。

　向こうも、既すでに正体を看かん破ぱされたことを分かっているのか、先の襲しゆう撃げき時じと比べて雰ふん囲い気きに冷たい壁とでも言うべき一線を感じさせない。それこそ、昼間の見知った二人のように。

　直なおが、直として、

「よう、お早いお着きで」

　お軽く挨あい拶さつした。

　雛ひなも、雛として、

「ごめんね、こんな所まで」

　穏おだやかに謝る。

　摩芙は、どう答えようか数秒、悩んでから、

「お姉ねえさんたち、なの？」

　全く今さらの、分かりきった問いを投げた。

　少女の声に溢あふれる戸と惑まどいと悲しみに、雛の肩が少し落ちた。溜ため息いきを吐いてから、ゆっくりとマスクを外し、頭を覆おおっていた布も解ほどく。

「いいのかい、雛ちゃん。やり辛づらいだろ」

　気き遣づかわしげに尋たずねる直に首を振ると、マスクと布を海に放り捨て、

「どうせこの後、どうなるか分からないんだもの。今の内に、ね」

　夜の薄明かりの中に、顔を晒さらした。違いなく、短い髪かみに金きん属ぞくのアクセサリーを絡ませる、柔らかで優しげな美び貌ぼうが現れる。
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「あなたがこっちに関わってることを直会なおらい君に隠かくしてる、って聞いたから、彼が付き添いさんと合流するまで、これを動かすのを待ってたの」

　細い指先に挟まれ、示されたのは、交こうと同じ黄おう銅どう色いろの歯車。その鈍い輝きは、映り込む夜の波以上に細かく震え、力の奔ほん出しゆつする時を今か今かと待ち侘わびていた。

　直もしゃがんだまま、上を指す指に歯車を挿さして、クルクルと弄もてあそぶ。

「てなわけで、お嬢じようちゃん。お姉ねえさんの気き遣づかいに免めんじて、デカブツが降りるのを俺おれたちと一いつ緒しよに、大人おとなしく眺ながめててくれないか？　勝ち負けは別にして、やりたくないんだよホント」

「……」

　摩ま芙ふは答えず、額ひたいに瞬またたく『半閉じの目』で彼らの示したそれをジッと睨ねめ付け、やはりその正体を摑つかめないことを確かく認にんしてから、

「……それをどこで、誰だれから手に入れたの？」

　あくまで『ハインの手先』としての質問をぶつけた。

　直なおは立ち上がり、雛ひなは首を振って、やはり答えない。

　二人の指先から、歯車が弾はじかれて宙ちゆうを舞った。

　震える間に力を溜ため込んでいたそれは、遂ついに堰せきを切って無数の部品をばら撒まき、直下の二人を包み込む。摩芙が旅館の廊下で見せたのと、まさしく同じ変化が起こり、二人の、暗あん殺さつ者しやとしてのシルエットが、増えていった。

（変へん則そくの、クレンペル創そう造ぞう？）

　摩芙は、自分でも可能かどうか分からない、生なま身みの人間にクレンペルの機き能のうを付け加えるという、まさに異い形ぎようの業わざを、その完成を見守る。

　直の装しよう束ぞくは深ふか緑みどりへと変じ、付けたままだったマスクは、大きく前に被かぶさるフードへと半なかば隠かくれる。全体に緩んだ服の生き地じは、細長い体たい軀くと相あい俟まって鎌かま首くびを持ち上げる蛇へびを思わせた。

　雛ひなの装しよう束ぞくは赤黒く、より体たい軀くを固める防具の形態へと変じ、一いつ旦たん晒さらしたはずの顔も再び覆おおわれていた。捨てたマスクのような機き械かい的なものではない、鬼を被るような般はん若にや面めんである。

　変化に伴い、三人の乗る船が喫きつ水すいを上げ、水音を立ててゆったり揺れた。

　その揺れが復元するまでの間、

「ほいじゃま、やるか」

「ええ」

「……っ！」

　僅わずかな感情の交こう錯さくを経て、両者は飛び退のく。

　残された船がより深く、夜の海に沈み込んで、揺れた。







　クレンペルとは本来、死像トランジの誕たん生じように伴い撒まき散らされる、歪ゆがんだ運うん命めいの欠片かけらである。

　黄おう銅どう色いろの歯車を始めとする、無数の運命の象しよう徴ちよう物たる部品によって構こう成せいされるそれは、あるいは襤褸ぼろ布ぬのを纏まとったよろめくオバケ、またあるいは黒い肉にく塊かいでできたのっぺらぼう、ざわめき群れる蝙蝠こうもりと、様さま々ざまな形を取って死像トランジに付き従う意い思しなき僕しもべ、のはずだった。

　しかしそれは今、人の身に合わさり、新たな形と威い力りよくを示している。

「また来る！」

　肩の上に上がるそよぎパペットの叫びに、

「──ッ」

　返事する余よ裕ゆうすら、カナエには与えられなかった。危うく身を反そらした胸先を、黒塗りの刃やいばが通り抜ける感かん触しよくだけがある。さらに、その斬ざん撃げきと連動して足あし下もとを払いに来る蹴けりを、バック転して躱かわした。そのまま三度四度と回って距きよ離りを取ろうとするが、

「ぅおわっ!?」

　交こうが追いついてくる。咄とつ嗟さに十じゆう字じ印いんを盾たて代がわりに打ち、飛んできた刃を辛かろうじて跳ね返したものの、クレンペルの歯車によって変質した暗あん殺さつ者しやの一いち撃げきを、完全に相そう殺さいしきることができない。押し出されようとしている方向に勘かん付づいて、

（海は、ダメだ！）

　カナエは片足の下にもう一つ、十字印を打って、今度こそ双方の間を空あける。僅わずかなハンデも命取りになりかねない戦いで、不慣れな水中だの水上だのを舞台にするのは危険過ぎた。今さらのように、この場所へと誘ゆう導どうされた意味を痛感する。

　短く狭い一直線をなす突とつ堤ていでの戦いは、真まっ正しよう面めんからの激げき突とつになっていなかった。

（にしても、どういう動きだ）

　ほんの僅わずかな時間……長くて数分、もしかすると数十秒程度の遣やり取とりで、カナエは交に翻ほん弄ろうされっぱなしである。初戦とは立場がまるで逆転してしまっていた。

　交こうは、数メートルの幅をめいっぱいに使って大小のフェイントをかけ、驚いた隙すきを、体勢の崩くずれを狙ねらう、という、極めて真まっ当とうな殺しの手て管くだを取っている。ただし、フェイントに用いる体たい術じゆつ、あるいはフェイントで生じる現げん象しようが、常じよう軌きを逸いつしていた。

　斬きりかかる、と見せた次の瞬しゆん間かん、真横へと滑る。

　跳び上がる、という明らかな動作から、正面に跳ぶ。

　それらの逆も織り交ぜながら、刃やいばが手が足が襲おそってくる。

　読める読めないどころではない。超ちよう体術とでも言うべき、あり得ない動きなのである。いずれもクレンペルの歯車による作用に違いなかったが、原因だけが分かっていても、現象の理由を摑つかめず、対たい処しよもできないのでは意味がなかった。

（困ったな）

　ぬるい夜の潮しお風かぜを受ける頰ほおに、ふと汗あせを感じて拭ぬぐう。冷や汗とは思いたくなかったが、違うと断言もできない、そんな状況にほんの少し、腹が立った。

　肩の上に乗っているだけでも同じ気持ちになったのか、

「キミらしくないよ」

　そよぎがパペット越しに口を尖とがらせる。

「跳び回る相手にきりきり舞いさせられるとか……なんていうか、フツーすぎ」

「そりゃごもっとも」

　全く以て同感なので、反発は覚えなかった。確かに現状は、相手の意い表ひようを突くのが信条（自分からアピールしたことはないが）の『点火済みの爆ばく弾だん』らしくない。

「でも、ね」

　そうと自覚していても、石いし川かわ交は、実にやりにくい相手なのだった。

　常じよう識しきではあり得ない体術を駆く使ししてくる云うん々ぬんの話ではない。

　石川交と戦っている、という状況そのものが、やりにくい。

「今度のは、ちょっと相手がな」

　カナエは、これまで死像トランジやクレンペルと何度となく戦ってきた。

　中にはとびきり強力な、危うく命を落としかけた死像トランジもいたが、それでも戦う相手は人造の怪かい物ぶつであり、中に在るはずの人間の意い思しは、奥底に隠かくされて薄ぼんやりとしていた。

　人型をしたクレンペルも山ほど破は壊かいしてきたが、それらは見た目も動きも明らかな『人の形を模もした機き械かいの塊かたまり』であって、人間相手に戦っている、という感覚は抱けなかった。

　しかし今、目の前にある相手、石川交は紛まごうことなき人間だった。人間としての意思も形も明確に保ったまま、命のやりとりのつもりで襲おそいかかってきている。

　喧けん嘩かなどとは次元の違う、この『人間と戦う』という行為は、直会なおらいカナエが『半開きの目』の力を持っていることとは無関係に、とにかくやりにくいのだった。

　それでも、あるいは、だからこそ、

「ま、駄だ々だをこねてもしようがないか」

　カナエは気合いを入れ直す。相手が理り不ふ尽じんに襲おそってくるのだから、黙だまってやられるわけにはいかない。守るものがあるのなら、なおさら戦って切り抜けねばならなかった。

「そうそう。コネるより、ぶっ飛ばす方がキミらしい」

「そかな」

「そだよ」

　なんだか慣れてきた、そよぎとの身も蓋ふたもない会話を経て、カナエは改めて正面、変わらず刀を低く構える暗あん殺さつ者しやと向き合う。

　交こうは、別に心情の整理を待ってくれていたわけではなさそうである。その全身には、カナエが向き合うまでの間で、しっかりと次なる超ちよう体たい術じゆつを見舞うための力が溜ため込まれていた。

　そして、思し考こうや会話を止めて、初めて気付く微かすかな波音、

　それが何度かリズムを刻み、次の音を待つほど馴な染じんだ頃ころ、

　次の音が来る、という感覚に気を取られる、まさにその瞬しゆん間かん、

　異い名みようの通り［荒あら飛とび］石いし川かわ交が、突とつ進しんした。

　ただそれだけ、今までとは打って変わった直線的な運動の威い力りよくに、

（──）

　カナエは完全に勘かんだけで反応する。

（──ッヤバい！）

　できる最小限の動きで、これを外すにはどうするか。常から辿たどる、本来は突き進んで切り抜ける道みち筋すじ『既すんでの道みち』の感覚が、極きよく限げんまで研とぎ澄すまされ、答えを出す。

　必死に、いっぱいに、仰のけ反ぞった。

　その顎あご先さきを掠かすめて、完全に脳のう天てんを刺し貫つらぬくつもりで放たれた一いち撃げきが通り抜ける。

「!!」

　カナエは夜空を一いつ瞬しゆん塞ふさいだ交の姿すがた、その影に尾のようなものが付ふ随ずいしていることを、初めて見留めた。その衝しよう撃げきと視線が同期して、十じゆう字じ印いんが打ち放たれる。

　影の尾の通り過ぎようとした後こう端たんに、辛かろうじて十字印が引っかかった瞬間、

「ちぃっ」

　交の微かすかな舌した打うちとともに、それが膨ふくれて弾はじけた。

　ばら撒まかれたものは、どこに消えたのかと思われた無数のクレンペルの部品。

　交はクレンペルの部品を圧あつ縮しゆくし、夜に溶け込む影と見せかけて超体術の動力としていたのである。敵カナエの死し角かくで体を支え、宙ちゆうに飛ばし、軌き道どうを曲げた、これが仕掛けのタネだった。

　部品が雨と降りしきる中、相手の体勢の崩くずれを逆に狙ねらおうとしたカナエの瞳ひとみの前に、

「くっ!?」

　ガツン、と刀の切きっ先さきが衝しよう突とつした。放とうとした十字印で、なんとかこれを受け止めることができたが、もし反応が遅れていたら、眼がん窩かから頭を刺し貫つらぬかれていたところだった。

「ひぇっ！」

　反応の遅れたそよぎパペットが、ようやっと悲鳴を上げた時には、また双方、距きよ離りを取っている。今度もカナエが、突とつ堤ていの先せん端たんを臨のぞむ位置に、計ったように追い詰められていた。

　ばら撒まかれた部品が、再び地面を跳ねながら交こうの影へと戻って行く。

　それが新たな攻こう撃げきに繫つながっていないか、周囲に気を配りながら、

「奥の手がバレたところで、ちょっと確かく認にんさせてもらえませんか」

　カナエは再び会話を試みた。

「……」

　もちろん交は答えないが、分かりきったことなので続ける。

「あのドでかい円えん盤ばんみたいな死像トランジを作ったの、マントと杖つえの女の子なんですか？　どうも今までの手口と違う気がして……もし違うんなら、違うってことだけでも知りたいんです」

「っていうか、なんで『半閉じの目』に協力なんかしてるわけ？」

　人ひと心地ごこちついたそよぎパペットも、便びん乗じようして不満を訴える。

「……」

　交はやはり答えないが、仕掛けてもこない。

　それを手て応ごたえの姿すがたと見たカナエは、ズバリ切り出す。

「あの死像トランジの核かくにされてる人が、お兄にいさんの知り合い、なんですね？」

「……、……」

　初めて、交が反応する。

　覆ふく面めんから僅わずかに覗のぞいた目元をピクッと動かした、それだけの仕し草ぐさ。

　目め敏ざといカナエは当然気付いて、交自身の言葉を糸口に、ゆるりと尋たずねる。

「……『ヤムニヤマレヌ事情』って、死像トランジの核にされた知り合いを人ひと質じちに取られてムリヤリ協力させられてる、そんなところじゃないですか？」

　特にこれまで、思し索さくを積み重ねてきたわけではない。表情に乏しく口数も少ない相手の言げん動どうを無自覚に拾い上げ、既すでに三人、死像トランジの呪じゆ縛ばくから救い出した経けい験けんと併あわせて弾はじき出された、確信に限りなく近い推すい測そくだった。

「……」

　交が無表情を通そうとしている、それを見て取ったカナエは、強く求める。

「そのお兄さんの知り合いを助けることだって、できるかもしれないんです。どうか、死像トランジを造ってお兄さんたちを脅おどしてる奴やつのことを教えて下さい」

　その陰で、そよぎも思し案あんする。

（もし核になってる人間を殺せば、死像トランジは崩ほう壊かいするけど……そうなっても、また次の死像トランジを用意する程度のつもりでいる、と……ヒドいことする奴がいるな）

　ムカムカしてきて、思わずパペットの腕を組んだ。

　そうして遂ついに交こうの、

「かもしれない、では妥だ協きようできない」

　沈ちん黙もくの堰せきが切れる。

「我々は絶対に、あの人を失うわけにはいかないのだ」

「でも、円えん盤ばんが崩ほう壊かい点てんに着いて世界が破は滅めつしたら、元も子もないでしょう？」

「世界……？　なんの話だ」

（やっぱり、そこは聞かされてないのか）

　ムカムカを増したそよぎが、ズバッと腕で交を差した。

「死像トランジってのは、核かくとなる人間の絶望を原動力に、世界を破滅に導く運うん命めいの獣けもののこと！　あの円盤が、あそこに見えてる沖おきの小島に着いたら、この世界は破滅に向かって転がり落ちて、ジ・エンドなの!!　どう、分かった!?」

「なんで怒ってんの、そよぎさん」

　カナエのツッコミを余所よそに、交は突とつ拍ぴよう子しもない話を反はん芻すうする。

（世界を破滅に導く、だと）

　こんな信じ難い話を、わざわざ脅おどしで使うとは思えない。なにより彼らを追い使う天あめ廼の行ゆき永ながが、まさに『運命を捉とらえて操あやつる』『呪のろい』という言葉を使っている。そしてもう一つ、

（核となる人間の──絶望）

　その言葉が、彼の心を突き刺した。

　その言葉に相応ふさわしい感かん触しよくを、彼は知っていた。

　天廼行永にクレンペルの力を授さずけられた時の、冷たい涙。

　当然の疑問が湧わき上がってくる。

「奴やつは一体、なんのために世界を滅ぼそうとしているのだ」

　自分たちの頭とう領りようを、暗あん殺さつ血けつ統とう［羅ら比ひ陀だ］を、そんなことに使われるのは御ご免めんだった。

　こればかりはカナエにも答えようがない。肩の上を見て、回答を振る。

　そよぎパペットは、マヌケな顔を絞しぼるように顰しかめて、

「これが『友たるハイン』の『手先』なら、純じゆん粋すいに破滅を目め指ざしてるはずだけど……アンタたちを使ってるのは、本当に誰だれなの？」

　声こわ色いろも強く、尋たずねた。

　交は、本能のように根付いた暗殺者の『語らず』の掟おきてと、自分たちが知らず荷か担たんさせられていた巨きよ大だいな害意への反発との間で揺れる。揺れて、しかしすぐ解決策を見つけた。

　否いな、解決策が、やってきた。

「──!!」

　思わず顔を跳ね上げて、それを見た彼の反応に、カナエも思わず背後を振り返る。

「まさか」

「来ちゃった……！」

　そよぎもパペットの手を咥くわえて、あわあわした。

　三人が共に視線を向けた先、ぬるい夜風のたゆたう遙か遠方、

　濃い灰はい色いろの帳とばりと見えた雲を潜くぐり抜けて、なにかが目では追えないほどの低速で降りてくる。

　鯨くじらが海面に姿すがたを現す寸前のような、圧あつ倒とう的な巨きよ大だいさの予感を伴って。

　死像トランジ、だった。







　船着き場での戦いは、突とつ堤ていでのそれとは違い、すぐ小しよう康こう状態に入っている。

　他でもない、摩ま芙ふの方から求めて、事じ態たいの説明を直なおと雛ひなに行っていたからである。

　暗あん殺さつ者しや二人から見ても、この『ハインの手先』の強さは本物であり、時間を稼かせぐという本来の目的からも両者、耳を傾けている。もちろん、今は隠かくれ潜ひそんでいる直も、摩芙の正面に姿を晒さらしている雛さえも、様さま々ざまな仕掛けを張り巡らせながらの傾けい聴ちようである。

　そうして一通りの説明が終わると、

「なーるほど、ね」

　変わらず舳へ先さきに立ったままの摩芙に向かって、姿を見せない直が何処どこからか答えた。

「だいたいの事情は分かったけどな、こっちも大だい事じな人が人ひと質じちになってんだ」

「私たちにとってのあの人は、あなたにとっての直会なおらい君と一いつ緒しよなの」

　逆に、摩芙と対たい峙じする形で操そう舵だ室しつの屋や根ねに立つ雛が、般はん若にやの面めん越しに言う。

「殺されたら、そこで世界もなにもなくなってしまう。だから、まずはあなたを足止めする。可能なら捕ほ縛ばくする。そしてそこから、奴をなんとかできるか考える」

「それなら、戦わなくても私と──」

「そう、したいけど」

　言いかけた摩芙を、穏おだやかな声が遮さえぎった。

「あなたも、世界を滅ぼそうとしている奴と、一緒なんじゃないの？」

「!!」

　フードの下の顔が、一気に青ざめる。

「ごめんな、お嬢じようちゃん」

　直が、どこからか本当に済まなそうな声を放ってきた。

「俺おれたちには、お嬢ちゃんとあいつの『目』が、一緒に見えるんだ。あいつが危険なら、お嬢ちゃんもそうじゃないのかい？　大だい丈じよう夫ぶだっていう保ほ証しようは、できるのかい？」

「それは……」

　摩芙は言葉に詰まった。

　死像トランジを造り出して世界を破は滅めつに導く『ハインの手先』が、今巨きよ大だいな死像トランジを用いている何者かとは全然違う、と言い張ることなどできない。むしろ『半閉じの目』という力は厳げん然ぜんと、同じであることの証しよう明めいにしかなっていなかった。なにより、

（私も、自分の死像トランジなら、迷わず崩ほう壊かい点てんに導く……これからも、絶対に）

　例え、その先に彼女の目め指ざす、本当の狙いがあるとしても。

　その狙ねらいが、世界の滅めつ亡ぼうを勝かつ手てに天てん秤びんに乗せた、危うい賭かけであるのならば、なおさら。

　違うどころではない、彼女のやろうとしていることも、確かに『悪いこと』なのである。

「……」

　無む言ごんを通すしかない摩ま芙ふに、雛ひなが悲しげに告げる。

「答えは、出てるみたいね」

「時間稼かせぎがてら、情報収しゆう集しゆうもできた。交こう兄にいみたいな『語らず』を貫つらぬかないお喋しやべりも、たまには役に立つもんだな。後は──」

「あれが落ちるまでに、あなたを捕つかまえるだけ」

　促うながすように、視線が振り向けられた。

　摩芙も、それを追う。

　船着き場からも、既すでに遠く、死像トランジの降こう下かを見て取ることができた。あまりに遠過ぎ、また大き過ぎるため、どの程度の距きよ離りがあるかという実感も抱き難いが、確実に近付いてくる、それだけは分かる。

　そうして数秒、不ふ意いに、雛の下半身から力が抜けた。

　摩芙はそれを察さつ知ちしている。

（さっきと同じなら、まずお姉ねえさんが仕掛けて──）

　心構えと全く異なる先制攻こう撃げきが来た。

「!?」

　舳へ先さきの下、海面すれすれから蛇へびのように、それは伸び上がってくる。

　踊るように舳先で鋭く回り、杖つえの先で払った摩芙は、それがクレンペルの部品で作られた細い蛇型の多た節せつ棍こんであることを見て取った。

　軽い一当てでバラバラに砕くだけた蛇じや棍こんは、しかしそうさせただけで役割を果たしていた。

　時と場合に応じて陽動と本命を使い分けるコンビ、［裏うら蛇へび］石いし川かわ直なおと［奇くし姫ひめ］友とも坂さか雛は、この場合、陽動が直で、本命が雛だった。

　即すなわち、蛇棍を払った動作の間に、雛が軽く指を振って、なにかが飛ぶ。

　摩芙は慌あわてて逃げたりはせず、逆に回転をさらに増して、飛んできたなにか──小型の爆ばく弾だんだった──を力の渦うずに巻き込んだ。その勢いに乗せて半回転の間に遠くへと放り上げる。

　チカッ、

　と光が夜空高くに赤く灯ともり、数秒遅れて爆ばく発はつ音が届いた。

「さすが」

　般はん若にや面めんの下で賞しよう賛さんする雛ひなは、既すでに別の船へと飛び移っている。低いアンテナやマストの間を走る間に、その姿すがたが闇やみに紛まぎれた。

　摩ま芙ふは依い然ぜん、舳へ先さきを動かず、待つ。

「大した度ど胸きよう、それとも強さへの自信かな、ウチにスカウトしたいとこだよ」

　あからさまに位置を触れ回る声が、どうやら先の蛇じや棍こんから出ているらしいことに気付く。迂う闊かつに動き回っても、相手の搦からめ手てに飛び込むだけ。

　次の声が、また別の場所から。

「さっきの爆ばく発はつも、また騒さわぎになっちまうなあ。ここいら辺の人には悪いことしたよ」

「……」

　摩芙は、やはり反応しない。じっとその場に留とどまる。

　次の声も、さらに違う場所から。

「海辺の旅館のお兄にいさん演じるの、結けつ構こう楽しかったぜ。なんせ俺おれたち、山奥の出でさ」

「……」

　どうやら四し方ほうを取り囲もうとしているらしい、と摩芙は察する。

　囲みを閉じるように、次の声は後方から。

「他の請負い仕事が、またウンザリするスパイとか盗ぬすみ同然の汚れ仕事ばっかしでな」

「……」

　摩芙は攻こう撃げきの機きが来る、その前後にタイミングをずらして、どちらかがかかってくる、そう読む。そして、それは間違ってはいなかった。

　直なおの放つ、五つ目の声の途と中ちゆう、

「まったく因いん果がな商──」

　先の爆発に乗じて上空に打ち上げていた蛇棍が、位置を調整しながら摩芙の真ま上うえから飛ひ来らいしていた。互いの会話に全く関係のない、不作為な自由落らつ下かのタイミングで。

　それが散さん弾だんのように、クレンペルの部品をばら撒まいて破は裂れつする。火花を一切出さない無数の弾だん丸がんが、仮に摩芙が回転で防いだとして、その抵てい抗こうの最も薄いだろう渦うずの中心、即すなわち真上を狙ねらい、襲おそいかかった。

　同時に周囲、四方で直の声を出していた場所とは全く違う数十箇か所しよから、一いつ斉せいに蛇棍の群れが飛び出す。自らが降り注そそぐ散弾で破は壊かいされるのも構わず、蛇棍は摩芙を渦ごと取り込んでしまおうと殺さつ到とうした。

　それらを全て撥はね除のけた、摩芙が最大の力を発はつ揮きした直後を、付近に潜ひそむ雛が小型爆ばく弾だんで狙っている。クレンペルの力を得たばかりとは思えない、幾いく重えにも攻めの手を連ねた強敵捕ほ縛ばくのための作戦だった。

　が、

　結局の所、二人は『ハインの手先』の本気を甘く見ていた。

　舳へ先さきの小さな少女を中心に、渦うずが巻く。

　部品の散さん弾だんは、傘かさを打つ雨あま粒つぶほどにも耐えきれず、全て弾はじき飛ばされた。周囲の蛇じや棍こんが、回転の余波と散弾の飛ひ散さんに巻き込まれて砕くだけた。その中で、船着き場に停てい泊はくする船の全てが叩たたき壊こわされ、穏おだやかな海面に硬質の波が立った。

　さらに、

（な、なんだ!?）

　直なおが、潜ひそんでいた船の陰で驚きよう愕がくする。

　波が、一方向に引き摺られている。低い唸うなりを上げて、船着き場を満たす海水が全て、ゆっくりではない、凄すさまじい速さで渦うず巻まき始めている。

　もはや奇き襲しゆうどころではなくなった雛ひなが、水面を駆かけ抜け、船──もはや残ざん骸がいの他には見当たらない──の間、水に浸つかっていたため巻き込まれつつあった直を素早く引っ張り上げた。

「直！」

「すまね！」

　連れだって渦の発生源げんから逃のがれながら、雛は振り返る。

（ここまでなの、あの子は！）

　船を全て粉こな々ごなにした渦はさらに広がり、コンクリートの岸がん壁ぺきにまで強圧を掛けて撓たわませ、一切の容よう赦しやなく押し砕いた。

　その地鳴りとすら思える劈つんざきの中に、当たり前のように少女の呟つぶやきが響ひびく。

「分かった。なら、自分でやる」

　渦の巻き起こす風に飛ばされた二人、

「摩ま芙ふちゃん！」

「う、おお!?」

　その見る前で、船着き場の一切を巻き上げた渦が、風も水も土もぶち撒まけて立ち上る竜たつ巻まきと化していた。爆ばく音おんで目を覚ました周辺住民も呆気あつけにとられて、この天てん変ぺん地ち異いを見上げる。見上げるほどに、その竜巻は巨きよ大だいで強かった。

「もう見えてる、死像あそこに行く」

　再び、渦の中から響ひびく声に、新たな音が重なる。

　現代の人間の聞き慣れないそれは、高く乾いた連れん奏そう音。

　一定のリズムを刻みつつ、どこか生物的なズレを持っている。

　馬ば蹄ていの轟とどろきだった。

　気付いて数秒、まるで通り雨の過ぎるように突とつ然ぜん、竜巻が解とける。

　水すい滴てきと破は片へんを散りばめた混こん沌とんの中から、星を頂いただく人じん馬ばの影が躍おどり出た。

　それを視し認にんすることのできる二人の暗あん殺さつ者しやは、幻げん想そう的な光こう景けいに、息を吞のむ。

　摩ま芙ふが騎き乗じようするのは白はつ骨こつの馬──もう一人の『ハインの手先』アルベドだった。

　馬ば蹄ていを空に鳴らすアルベドは、竿さお立だちになって嘶いななく。

「私を呼び出すとは、よほど怒ったのかな、摩芙」

「うん。あんなことさせてる奴やつをやっつける。あそこに……私たち『ハインの手先』以外の作った嫌いやな死像トランジの所に、いるはず」

　手た綱づなのない馬に軽く腰掛ける摩芙が、杖つえで遠い空を差した。

「ほうほう──あれ、か」

　とアルベドが吞気のんきに感心する。

「ならば、一ひと駆かけといこう」

「うん。カナちゃんより先に行って片付けたい」

　摩芙の絞しぼり出すような声こわ音ねに、カラカラと頭ず蓋がい骨こつを鳴らして苦く笑しようすると、

「やれやれ、こんなときにもカナ・チャン、カナ・チャン、か」

　竿立ちから落とした前足を空に強く打ち、駆けた。

　凄すさまじい速さで、一気に地平線を目め指ざして突き進んで行く。その姿すがたは瞬またたく間に小さくなり、遠く迫る巨きよ大だいな死像トランジの光こう景けいに吞のまれて、消えた。

　取り残された雛ひなと直なおは、ようやく我に返り、二人を追う。

　岸がん壁ぺきごと海との境きよう界かいを打ち壊こわされた元・船着き場には、凄まじい圧力の残ざん滓しである真白い泡あわと飛ひ散さんした船の細さい片へんだけが、所在なげに浮いていた。













　　　幕間３　三人







　暗あん殺さつ血けつ統とう［羅ら比ひ陀だ］頭とう領りようを継ついだ柘植つげ縒よりの許には、少年二人と少女一人が残されていた。

　それだけだった。

　様さま々ざまな掟おきてと言い伝えで縛しばり、山奥の寒村に潜ひそみ暮らし、殺しの技を鍛きたえ上げてきた──自身称すところの──誇り高き行いの、無む残ざんで厳げん然ぜんたる結果だった。

　三人の技量は［羅比陀］の暗殺者を名乗るに十分なものだった。一人前になるためのとある儀式を経れば、彼らは問題なく、血統の一員として末まつ葉ように名を連ねることになるはずだった。

　しかし、縒は頭領の権けん限げんを以て、三人にその儀ぎ式しきを行わせなかった。

　そのことに多少の疑問を抱きつつも、三人は頭領から下される数々の仕事を忠実に、若年の身で果たし続けた。一切の瑕か疵しなく、授さずけられた異い名みように恥はじない活かつ躍やく振りで。

　しかし、それでもなお、彼ら三人は未いまだに［羅比陀］ではなかった。

　それが数年、彼らの暮らす国における成人となって、ようやく三人は疑問を抱き始めた。自分たちを一人前にするための儀式を、頭領が未だ行わせようとしないことに。

　そして、村を放ほう棄きする、少し前のこと。

　三人は遂ついに、揃そろって頭領に問い質ただした。




「なぜ、私たちに人殺しを命令されないのですか？」




　命令によって人を殺す。

　暗殺血統を名乗る以上、至し極ごく当たり前であろうこの行為こそ、彼らが自らの成り立ちを証しよう明めいする、ただ一つの儀式。でありながら、なぜ、そうさせないのか。

　半人前のまま数百年の故ふる里さとを離れることへの後ろめたさから、三人の語気は荒かった。

　縒は、答えなかった。

　問い詰める三人を前に、ただ首を振るだけで、その場を後にしていた。

　三人は、事ここに到って、ようやく頭領の思おも惑わくに疑念を抱いた。

　頭領は［羅比陀］を滅ぼそうとしているのではないか？

　村を捨て、血統の儀式を捨て、誇りまで捨てて、

　自分たちは、一体何者になるというのか？













　　　４　黒い楽園







　船着き場から突とつ如じよ、立ち上った竜たつ巻まきを見上げた直会なおらいカナエは、

「あの子だ！」

　まるで待ち望んでいたかのように大声を上げていた。

　破は片へんと海水の攪かく拌はんする中に感じた『半閉じの目』の巨きよ大だいな力、さらには空を駆かけ去って行く馬の白はつ骨こつと、それに乗ったマントと杖つえのシルエットは、彼にとって確かく心しんの摑つかめない状況、誰だれもが勿もつ体たい付けて隠かくす事じ態たいを解き明かす鍵かぎにさえ見えていた。

　そよぎパペットの方は、分からないことがもう二つ三つ増えたことに、首を傾かしげる。

「なんで今いま頃ごろ出てきたの？　てゆーか、なんであの子が戦ってるの？」

　カナエの回答は単たん純じゆん明快だった。

「訊きけばいい、行こう」

　ドン、と自分の胸に輝く『半開きの目』を拳こぶしで叩たたく。

　景けい気き付けではない。自分で決めた、力を発はつ揮きするためのトリガーとなる動作である。

　叩たたいた瞬しゆん間かん、数百はあろうかという十じゆう字じ印いんが、輝く奔ほん流りゆうとなって溢あふれ出した。それは少年の体を取り巻いて流れると、やがて首元に集まって襟えり巻まきの形を取る。

　十字印の結けつ晶しよう『昴すばる緒お』だった。

　その命名者たる『星せい平へい線せんのそよぎ』が、うんとパペットを頷うなずかせる。

「ケッコーケッコー、だいぶ出し入れもスムーズになったね」

「こういうときのために備えてた物なんだから、そうそう下手へたは打てないよ」

　言ってカナエは、一見して布と見えるそれを、後ろへと払った。

　この輝き靡なびく襟巻こそ、未いまだ『ハインの手先』の少女のように一いつ瞬しゆんで巨きよ大だいな力を繰り出すほどに熟じゆく練れんしていない彼が、苦心の末に編み出した十字印の取り置き形態である。使い始めた頃ころは、集中を切らすだけで消えてしまうほどに頼りなかったが、数ヶ月の鍛たん錬れんを経た今では、寝しん食しよくの間もコツコツと貯ちよ金きんよろしく一定量を保持し続けることが可能になっていた。

　一瞬で発はつ揮きする力の限界量を、揃そろえた十字印の数だけ使うことができる、まさに『ハインの手先』に対たい抗こうし得る秘ひ密みつ兵へい器きだったが、使えば使うだけ目減りする弱点もある。もちろん時間を置けば、また取り置きを行えるが、いざ戦い始めればその余よ裕ゆうもない。つまりは戦せん況きようを考えながらの使用を強いられる、秘密兵器ならではのピーキーさも兼ね備えているのだった。

　そんな彼の姿すがたに目を奪うばわれていた石いし川かわ交こうは、ふと我に返り、尋たずねる。

「その、力……」

「えっ？」

　振り向く少年にかけられる声は、固かった。

「まだ、手て加か減げんをしていたのか？」

　カナエは質問の意味に辿たどり着くまで数秒、

「手加減？」

　相手の誤ご解かいに気付き、慌あわてて手を振る。

「あ──ああ！　違います違います！　これ、最近身につけたばかりで、力加減が全然できなくて。威い力りよくの調ちよう整せいを間違えたら、あっちの竜たつ巻まきみたいなのが突とつ発ぱつ的に出たり」

　言い逃のがれのでまかせではない。実際、何処どこにあるとも知れない『星』で、一度そういうことが起きて、そよぎを遙か遠くまで吹っ飛ばしてしまったこともあった。

　交は覆ふく面めんの内で、

（それは結局、手加減していたのと変わりないのではないか）

　そう思ったが、どうにかして『知り合いのお兄にいさん』を納なつ得とくさせられないか、必死に言葉を探す少年の姿を見ている内に、言葉尻じりを捉えて追つい及きゆうする行為が醜みにくく思えてくる。なので、

「そよぎさんからも迂う闊かつに使うな、とか言われたりしてて」

「あ、ちょっ、なに人のせいにしてんのさ!?」

「事実でしょ、吹っ飛ばされた後に──」

　肩の上のパペットと言い争いまで始めた彼に、

「分かった。行ってくれ」

　そう、短く返した。

　どの言葉で納なつ得とくしてくれたのか、分からないながらもカナエは安あん堵どする。安堵しながら、その体勢は不ふ意い打うちへの警けい戒かいを途と切ぎれさせていない。

（見事なものだ）

　交こうは、殊こと更さらにゆっくり刀を鞘さやに収め、足の捌さばきも軽く崩くずした。

「私の方でも、改めて奴やつの真意を問い質ただすつもりだ」

「今、私たちにそいつのことを詳しく教えてくれても良いのに」

　そよぎは未いまだ不満げにパペットの口を尖とがらせるが、カナエは逆に笑う。

「誰だれにだって、通さなきゃならない意い地じってものがあるんだよ」

「……」

　交は思わず、釣つられて微笑ほほえみそうになっていた。

　それを隠かくす覆ふく面めんを、パパッと弾はじける十じゆう字じ印いんが照らす。力の結けつ晶しようたる昴すばる緒おからではなく、足あし下もとに直接作用させたものである。カナエは必要なことが終われば、即そく実行に移す。

　その飛び立つ寸前、

「君は一体」

　交は──全く暗あん殺さつ者しやらしい不意打ちで──答えを得られそうなタイミングを見計らって、自分の方だけ尋たずねていた。

「どのような宿しゆく縁えんの許で、そのような力を振るい、世界の破は滅めつを救うため戦っている？」

　既すでに足を地面から離しつつあったカナエは、

「えっ？」

　訊きかれたことで改めて、自分がそんな大おお仰ぎような立場にあることに気付いた風ふうに驚き、しかしすぐ、あっけらかんと答える。

「なんとなく、いつの間にかこうなってました」

「行こ！」

　そよぎの叫びを機きに、足下の十字印が彼の身を弾き飛ばした。凄すさまじい勢いを付けて、その姿すがたが遠ざかる。夜空に輝き靡なびく昴緒は、まさに流りゆう星せいだった。

　後に残された交はその光こう景けいを、目を細めて見やる。そうして、

「なんとなく……」

　カナエの言葉を繰り返してから、密ひそかに笑えみを零こぼした。







　空を蹴け立たてる『ハインの手先』アルベドが、雲の底を抜いて降りてきた死像トランジの至し近きんに迫る。

　その背に騎き乗じようする、同じく『ハインの手先』一いち条じよう摩ま芙ふは、巨きよ大だいな円えん盤ばんの全容を摑つかむべく、フードの額ひたいに瞬またたく『半閉じの目』に力を凝こらしていた。

　出現当初、死像トランジを守り包んでいた赤みがかった雲は、降こう下かとともに随ずい分ぶんと薄らいでいる。

　摩芙の脳のう裏りには、未いまだ妨ぼう害がいされつつも、大まかな像ぞうが結ばれつつあった。

「……見えた」

「ほうほう」

　アルベドは足を緩めず、首だけを後ろに傾ける。

　摩芙は『半閉じの目』に集中するため、両目を閉じていた。長年の経けい験けんの蓄ちく積せきから、死像トランジの全体に、血管の如ごとく張り巡らされた力の流れを把は握あくする。

「突とつ破ぱするから、全力で進んで」

「雲の防ぼう壁へきは緩くなっているのだろう？　力押しで破らずとも」

　言いかけて、アルベドは、ははあ、と納なつ得とく気げな声を出した。

「なに」

　顔が赤くなっていることに無自覚なまま尋たずねる摩芙に、いちおうの忠ちゆう告こくをする。

「カナ・チャンのために道を開けるのは構わないが、中で待ち構えている何者かへの警けい戒かいと対たい処しよは冷静にな。せめて、ハイン様に言いい訳わけできる程度には」

「む～」

「はっは。さて、行くか」

　カラカラと高らかな笑い声が、強まる馬ば蹄ていの轟とどろきに混じった。速度が急速に増し、一目では降りてきていることすら分からない、緩かん慢まんな円盤との衝しよう突とつコースに入る。

　円盤型死像トランジの方からの迎げい撃げきの動きはない。薄まった雲は、まるで怪あやしい霧きりのように辺りを漂ただよい、逆に誘っているようにさえ見えた。

「……」

　摩芙はゆっくりと目を開け、ヒュン、とひと回し、杖つえを指先で繰あやつる。

　その軌き跡せきに渦うず巻まき文もんが生じ、独ひとりでに回転を始めた。回転は加か速そくし続け、まるで特大の丸まる鋸のこのように、渦巻と認にん識しきできない円となった。混じり合う色も一色に融とけ、白光を放ち始める。

　すい、と軽く杖が振られるや、白光の円は高速で先行した。

「追って」

「応おうともさ」

　摩芙の導きのまま、アルベドも足を速める。

　数秒の後、円は霧きりに接せつ触しよくするや、凄すさまじい圧力を解放した。突とつ風ぷうが払うように、円盤を守っていた防壁が、呆気あつけなく散り散りになって、消える。

　そのど真まん中なかを貫つらぬいて、遂ついに摩芙とアルベドは円盤の全景を見渡せる上空まで踊り入った。そして双方、目を見張る。

「これは……」

「街、か？」

　鳴る蹄ひづめの下に広がっているものは、一面の街だった。それも、現代の様よう式しきではない。低い箱形の、素そ朴ぼくな造ぞう形けいをした家か屋おくの密みつ集しゆうする、何処いずことも知れない異い境きようの風景だった。円えん盤ばんは、そのものの形に意味はない、街を乗せて動くための舞ぶ台たいだったのである。

　灯あかり一つない街は、黒かった。

　飾り気のない平へい坦たんな壁や四角い窓、細かな石で葺ふかれた狭く曲がりくねった道、葉少なく丈たけ低い木々までもが、夜空に溶け込むような黒さで佇たたずんでいた。

　これら現実味の希き薄はくな、どこか悪あく夢むめいた眺ながめの中で、色しき彩さいを持っているのは、四つの曲線のみだった。それは、どこからどこに流れるのかも分からない川で、それぞれが深い赤、濃い白、澱よどんだ黄、濁った青、という色合いを、黒の中にも明確に保っていた。

　巨きよ大だいさだけでも並外れているというのに、この奇き妙みような形状……死像トランジの核かくとなった人間の絶望を計りかねた摩ま芙ふは、ただ息を吞のむ。

　アルベドの方には、外見から窺うかがい知れる感情はない。いつもの調子で声を掛ける。

「核はどこだ、摩芙」

「！」

　まさしく目を覚ましたように、摩芙は街へと落としていた顔を跳ね上げた。額ひたいの『半閉じの目』に再び力を集中させ、一いつ旦たん捉とらえた力の流れと現実の光こう景けいを符ふ合ごうさせる。

「この大きさをカバーしきれないからかな、核そのものは隠かくされてる。でも、あの高台にある低くて丸い塔とうに力が集中してる。たぶん、あそこに私たち以外の、死像トランジを造れる誰だれかが……」

　声に知らず、緊きん張ちようの堅さが混じった。

　こんな事じ態たいがあることを考えたこともなかったのだから仕様しようがない、そう思いつつも、アルベドは少女に新たな苦難の到とう来らいを告げる。

「下だ」

「えっ」

　摩芙は言われるまま、見下ろした。

　黒い街を流れる四色の川が、ゴボゴボと泡あわ立だち始めている。流れを広げ水面に降りゆう起きさせるほどに周囲の水を集めてゆくその様さまは、明らかな攻こう撃げきの前ぜん兆ちようだった。

　アルベドが、やはり変わらぬ調子で言う。

「やはり、そう簡単には行かせてくれんらしいな」

「うん」

　摩芙は、しかし戦せん闘とうに関しては冷静な熟じゆく練れん者しやだった。恐くはあっても判はん断だんを誤らない。周囲を見回してから、杖つえで行き先を指す。

「アルベド、降りて！」

「心こころ得えた」

　見えない坂を駆かけ下りるように、アルベドは一気に高度を下げた。

　その間に、湧わき上がった四つの川は、攻こう撃げき対たい象しようとすれ違い、空へと立ち上っている。鮮あざやかとは言い難い、くすんだ四色の流れは、数秒前に摩ま芙ふらのあった空中で激げき突とつし、しかし混ざり合わずに折り返した。真まっ逆さかさまに落ちてくるのは、川の水と言うには粘ねん質しつで、ジワジワと何らかの形を取りつつある。

　摩芙を乗せたアルベドは、既すでに黒い街の石いし畳だたみを蹴けって高台の塔とうに向かっていた。

「！」

　真ま上うえから降りかかる大質量に気付くと、摩芙は軽く杖つえを天に指した。

　瞬しゆん時じに、丁ちよう度ど二人の直上を塞ふさぐサイズの渦うず巻まき文もんが瞬またたき現れ、回転する。これに触れた四色の流れは、自らミキサーに飛び込むように粉こな々ごなに吹き散らされ、黒い街へと降りかかる。役目を果たした渦巻文は発生した位置、杖の先から微み塵じんも揺らがないまま、消えた。

　これら練れん達たつの業わざになんの感かん慨がいを抱くでもない摩芙が、軽く尋たずねる。

「今のは、クレンペル？」

「運うん命めいの欠片かけらは飛び散らなかったな。もしかすると、この死像トランジの一部なのかもしれんぞ」

　アルベドの推すい測そくに、少しだけ表情が曇った。

「この大きさを丸ごと、死像トランジとして掌しよう握あくできてるのかな」

　言げん外がいにある、自分でも無む理り、という弱気に、同じ『ハインの手先』が活かつを入れる。

「どうだろうな。死像トランジの形は核かくとなった人間の絶望の形、その大きさや深さにも拠よる。作った者の力の大きさには必ずしも比例しない。それよりも」

「あっ」

　飛び散ったはずの流れが再び集まり、新たな形を取っていた。

「蛇へび……竜りゆう？」

「この街並みといい、なかなか良い趣しゆ味みをしている。私と話が合いそうだ」

　四色の竜は、いつの間にか四し方ほうから彼女らの突とつ進しんを包囲する位置についている。

　摩芙は新たな力を練ろうとして、気付いた。

　竜の一いつ匹ぴき、青色が、急に彼女とは別の方角に頭を振り向けたのを。

「あっ」

　見たもの、次いで感じたものが意味するのは一つ。

　後先考えない速さで、

「はぁああああ───っりゃ!!」

　流りゆう星せいのような蹴けりの一いち撃げきが、青色の頭を爆ばく砕さいした。

　夜空に輝いた力の形は、十じゆう字じ印いん。

「カナちゃん！」

「ほうほう、あれが……」

　摩ま芙ふと共に見上げたアルベドが、興きよう深ぶかげな声を零こぼした。

　一いち撃げきを加えた後、クルクルと空中で体勢を立て直そうとする、どこか力を扱いきれていない風ふうな襟えり巻まきの少年は、肩の上のパペットと言い合っている。

「なーにサラッと『ハインの手先』助けてんの、ナーライ・カナエ!?」

「だって、あの子も今、死像トランジだかクレンペルだかと戦ってるし」

「そりゃそーだけど、あっちも最終的な狙ねらいは世界の破は滅めつで、ナゾ敵と一いつ緒しよなんだよ!?」

「じゃ、ギリギリまで利用しよう」

「あーもー！」

　またも再生する青い竜りゆうを背後にした、ある意味吞気のんきな姿すがたを、アルベドが大いに笑った。

「はっはっは！　昔と全く変わっていないではないか、あの悪あく太た郎ろうは！」

「……」

　なぜか自分が恥はずかしくなって、摩芙はフードを引っ張って顔を隠かくす。

　いつしか、その騎き行こうは高台の麓ふもとにまで到とう達たつしていた。







　三人の暗あん殺さつ者しやは、闇やみを圧おし黒々と聳そびえる豪ごう壮そうな城じよう門もんの前に立っていた。

　取り残されてすぐに合流し、なんとか空に上ろうと動き出した彼らの前に、

《いつまで下をうろついている。早く上がってこい》

　という天あめ廼の行ゆき永ながの声が響ひびき、全身が引っ張られた、と思った次の瞬しゆん間かんには、もうここに立っていたのである。冷れい淡たんな笑いを含む声は、二度目となる、しかも力を借りた上での失しつ態たいを、やはり責めることはない。どころか、会話に上のぼせようとすらしない。余よ人じんの敗はい北ぼくなど、あの怪かい人じんには当たり前のことなのだった。

　それでも、卑ひ屈くつにだけはなるまいとする交こうは、

《なにをボーッとしている。おまえたちの頭とう領りようの思い描いた『楽園』に入れるのだぞ。もう少し、はしゃぐなり喜ぶなりすればどうだ？》

　いかにも人を小こ馬ば鹿かにした物言いにではなく、後ろを振り向いて確かく認にんする。

　石いし川かわ直と友とも坂さか雛ひなも頷うなずき、城門へと歩き出した。

（予想外に早く問い質ただせそうだぞ、少年）

　思いつつ、交は分ぶ厚あつい鉄の塊かたまりらしい門もん扉ぴを前に立つ。

　塀へいを跳び越えるか、潜くぐれそうな脇わき門もんを探すかしようとした三人を嘲あざ笑わらうかのように、重々しくも耳みみ障ざわりな軋きしみを上げて、鉄の門扉が独ひとりでに開いた。

　その先に広がっていた光こう景けい──あの二人と戦っているのだろう、のたくる四色の竜には目もくれず、ただ彼らは黒い街並みにこそ吞のまれ、絶ぜつ句くする。

（これは……まさか）

（言い伝えにも無む駄だに詳しく載のってたっけ）

（確か、かつて［羅ら比ひ陀だ］一いつ統とうが逐おわれた楽園──『黒い庭』？）

　頭とう領りようが、己おのが絶望の形として、八百年の昔に追放された楽園を夢む想そうの内に作り上げたのだとしたら、それはあまりに切なく無む残ざんに思えた。

　なにより三人は、今この光こう景けいがあることの意味を、思わずにはいられない。

（たしか天あめ廼の行ゆき永ながは、我々も『ここに含まれている』と言っていた）

（つまり、再び楽園へと召された俺たちは、絶望の一部ってぇことか）

（縒より姉様は『暗あん殺さつ血けつ統とうの一員である私たち』を……もう、望んでいない）

　頭領が自分たちに決して人殺しを命じなかった理由を、三人は図らずも知らされていた。

　彼女は、自分たちが暗殺血統に加わり、追放された楽園に遊ぶ光景を『絶望』と捉とらえているのだ……それこそが、生まれた時より望んできた、誇りある生き方であったというのに。

　それを知って、まさに彼らこそが絶望する。

　夜の下、黒々と広がる楽園は、まさしく彼ら自身の暗あん澹たんたる心の風景だった。







　砕くだいても散らしても、一向に堪こたえた様よう子すなく再生する青い竜りゆうに、そよぎが音を上げる。

「空中じゃどうしようもない、降りて振り切ろう！」

「りょーかい！」

　自身を弾はじいて、カナエは黒い街へと真まっ逆さかさまに飛び込んだ。追いかけてくる竜との距きよ離りを背中越しのチラ見で測り、地面すれすれ、道沿いの直角にターンする。

　後を追おうとした青い竜は、落らつ下かの勢いを曲げ切れず地面に激げき突とつ、全身を辺り一帯にぶち撒まけた。が、無む論ろんその程度で死んだりはしない。すぐに飛沫しぶきが集まり、再生を始める。

「しつっこいなあ」

　そよぎが忌いま々いましげに声を零こぼした。

　同じく振り返る間にも、元通りとなってゆく竜をカナエは見て、しかし行く道を急ぐ。流石さすがに彼も、どこに力が集中しているか程度は──摩ま芙ふのように明確な感覚で摑つかむのではなく、主に勘かんで──分かっていた。十じゆう字じ印いんの連発で地表を跳ぶ傍かたわら、

「あの子は？」

　確かく認にんする余よ裕ゆうのなかった『ハインの手先』を探す。

　もっとも、特大の目め印じるしが付いているため、言う間に見つけている。遠くにあっても一目で分かるその目印こと三色の竜は、地表へと鎌かま首くびをもたげては爆ばく散さんしていた。追つい随ずいの様よう子すから、彼女が勢いを殺さず高台に向かっているのが分かる。

　そよぎが感かん嘆たんの声を上げた。

「すごい。三さん匹びき相手なのに、全然問題にしてない」

「たった一匹に手こずってて悪いね」

　一個の少年として、少女への対たい抗こう心しんを密ひそかに燃やすカナエが珍めずらしく、皮ひ肉にくっぽく返す。火ひ種だねを得たように、自分にできる全開、靡なびく昴すばる緒おの幾いく分ぶんかを使って加か速そくした。後背の青い竜りゆうをみるみる引き離し、高台への坂道に入る。その中でとあるものを目にして、

「！」

　一いつ瞬しゆんの警けい戒かい心が喚かん起きされた。

　が、すぐに違うと分かって、通り過ぎる。

　道々、高く登る毎に増えて行くそれは、石の像ぞうだった。

　老ろう若にやく男なん女によいるらしい、肌はだを殆ほとんど見せない緩やかな服を纏まとった、誰だれもが笑顔の像。

　なにをしている姿すがたなのか、通り過ぎる間に分かった。

　誰もが連れだって、高台の塔とうへと行こうとしている。

　お祭りでもあるのか、偉えらい人に会いにでも行くのか。

「みんな楽しそう。変なの」

「……」

　そよぎの感想に、カナエは答えなかった。

　確かに絶望の形をしているはずの死像トランジに、笑顔の彫ちよう像ぞうが無数にあるのはおかしい。おかしいが、なぜかその楽しげな光こう景けいを、切ない、と感じたのだった。

（死像トランジから解放してわけを訊きく、ってのも失しつ礼れいかな）

　微かすか湧わいた興きよう味みは、しかしすぐ前の光景に押し流される。

　高台の塔が、すぐ前に迫っていたのである。

　見れば、一区く画かくほど向こうの斜面では、三色の竜を蹴け散ちらす少女が、まさに中へと飛び込むところだった。カナエも対抗心のまま、十じゆう字じ印いんを多重使用して加速する。

「よし、行くぞ！」

　そうして、相あい反はんする力を持つ二組は、ほぼ同時に塔の中へと飛び込んだ。

　低いドーム状の屋や根ねは簡単に打ち壊こわされ、室内は夜空の下に晒さらされる。

　塔の中には神しん像ぞうも象しよう徴ちよう物も見当たらず、簡かん素そな祭さい壇だんらしき物と敷しき布ぬの、主しゆ催さい者しやの居場所らしき豪ごう奢しやな飾り付きの椅い子すが据すえてあった。本来そこに座っていたのだろう、誰かの石像は床に横倒しに転がり、ついでのように砕くだけている。

　死像トランジの核かくらしき人の姿は、どこにも見えなかった。

　今、椅子に足を組んで座し、来客を出迎えたのはただ一人、

「ようやく、来たか」

　鍔つば広ひろ帽ぼう子しに古ふる臭くさいインバネスコートという怪かい人じん・天あめ廼の行ゆき永なが。

　その姿を認めたカナエは、驚きのあまり叫んでいた。

「師し匠しよう!?」







　赤黒い瞳ひとみで少年を見返した天あめ廼の行ゆき永ながは、

「鈍のろい」

　素そっ気けなく言うや、左の人差し指で彼を狙ねらい、なにかの一いち撃げきで弾はじき飛ばした。

「なぜ『既すんでの道みち』を意い識しきしない。相手の不ふ意いを突くとき以外にこそ効力がある、と教──」

　声の途と中ちゆうで、右手を頭ず上じように差し向ける。

　ドガン！

　と空気を震わせて、特大の渦うず巻まき文もんが、その頭上で掌てのひらのなにかに受け止められた。

「初しよ撃げきで全力か。こっちはなかなかだ。半はん端ぱモノと思ったが、やればできるではないか」

　その余波を受け、中で爆ばく弾だんが破は裂れつしたように、床を除く塔とうの構こう造ぞう物が全て吹き飛ぶ。

「──っ!?」

　眼前の出来事に驚く摩ま芙ふを、赤黒い瞳が品定めするように射いていた。その掌が握られると同時に、摩芙の渦巻文も急速に威い力りよくを減じ、ほどなく消える。声だけが、変わらぬ調子で続く。

「それとも、直会なおらい樺か苗なえが絡まなければ、そこそこ使えるのか？」

　空のカナエも、ようやっと体たい勢せいを立て直し、宙ちゆうに留とどまった。容よう赦しやなく、あるいは空気を読まず襲おそいかかる青い竜りゆうを一撃、十じゆう字じ印いんで粉ふん砕さいすると、今度は用心して見返す。

「なんで、なんで師匠が、こんなところに？」

「ししょ、う？　でも、あれは……」

　そよぎの鸚鵡おうむ返しは、カナエに語りかけたのではない。大き過ぎる困惑と忌き避ひ、なにより恐きよう怖ふの感情が、堪こらえきれず声として零こぼれたものだった。

　摩芙は、自分の見た光こう景けいを信じられず、ただ驚くしかない。

「あれは、なに？」

「……」

　緩やかに、空中へと距きよ離りを取るアルベドは、無む言ごん。

　信じられないものを、『半開きの目』、『半閉じの目』、双方ともに見ていた。




　たった今、この男は『渦巻文』と『十字印』の両方を、使ったのである。
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　カナエを指先から放った渦巻文で弾き飛ばし、摩芙の渦巻文を掌の十字印で受け止め、相そう殺さいしていた。あり得ないことだった。双方は、根本的に相あい反はんする力なのだから。

　当の天廼行永は、今さらのように椅い子すから立って、掌を振った。この、邪じや魔まをするな、という動作を受けて、四色の竜が一いつ斉せいに形を崩くずし、流れ落ちる。やはり、死像トランジの制せい御ぎよを握っているのはこの男であるらしかった。

　竜りゆうの崩ほう壊かいを見回してから、改めて双方に宣せん戦せんを布ふ告こくする。

「私は今回、貴き様さまらの敵だ。邪じや魔ましてやるから、本気でかかってくるがいい」

　言ったからにはやってしまう人だ、カナエは師し匠しようのことを理解しつつも、なお一ひと言こと、

「なんで!?」

　そこにいることへの端たん的てきな、戸と惑まどいの声だけをぶつけていた。

　天あめ廼の行ゆき永ながも、弟子でしの短みじか過すぎる問いの意味を把は握あくし、ちゃんと答える。

「呪のろいの出で来き栄ばえが心配になったのでな。確かく認にんと採点をしにきてやったのだ」

「……呪い？」

　疑問が増えるだけの答えに、カナエは解説を求め、肩の上を見た。

　パペットの様よう子すがおかしい。はしゃいだり黙だまったりの仕し草ぐさを拾うでもない。以前、『半閉じの目』の力を受けたときのように消えるでもない。人形が、そこに在るだけになっていた。

「そよぎ、さん？」

「後で詳しく訊きけ。それは、そのために作られた『星』の情報集しゆう積せき体たいだ」

　不ふ肖しようの弟子との会話をさっさと切り上げると、天廼行永は指を一本、突き出した。

　こうなったら、もう戦うしかない──カナエは覚かく悟ごして身み構がまえるが、来たのは別のもの。

　直下から再び、青い竜が顎あぎとを一いつ杯ぱいに開けて伸び上がってくる。

「っと、わ!?」

　慌あわててこれを躱かわし、空へ逃のがれた。

　言うだけ言って弟子でしを追い払った天あめ廼の行ゆき永ながは、本命たる質問を、空に佇たたずむ二人の『ハインの手先』へと投げかける。

「さて……そこの馬、おまえは総そう吾ごか？」

「!?」

　摩ま芙ふは祖父の名前が、この怪かい人じんの口から出たことに驚いた。

　問われたアルベドは、無表情な白はつ骨こつの顔を納なつ得とく気げに持ち上げる。

「ははあ、貴方あなたはもしや天廼様？　二幕三幕、出番にはお早いですぞ」

　その声にはどこか、らしくない警けい戒かいの険しさがあった。

　旧きゆう知ちの風ふう韻いんに触れて、天廼行永の唇くちびるが笑えみに歪ゆがむ。

「ん？　その舐なめた口の利き様、心しん十じゆう郎ろうの方か……なんというザマだ、その格かつ好こうは」

「貴方こそ、随ずい分ぶんな若作りで。当とう世せの若わか造ぞうと見み紛まがいましたぞ」

　アルベドの返しを、クク、と声に出して笑い、

「おまえがそうだとすると……総吾の方が、孫まご可愛かわいさに『友たるハイン』を己おのが身に引き受けたのだな？　呪のろいの重さを誰だれよりも知っていながら、巫山戯ふざけた真似まねをする」

　どこか苛いら立だちの熱さを匂におわせた。

　アルベドは、あくまでとぼけた様を崩くずさない。

「さてさて、主あるじの行いを論ずるは、臣しんの分ぶんに過ぎたること。まして心しん中ちゆうを慮おもんぱかるなど」

「まあ、いいだろう」

　熱さを漂ただよわせながら、天廼行永は言う。

「総吾の孫と私の弟子……大だい事じな両の『目』が、色恋に馴なれ合って視し界かいを濁らせていないか、どうにも不安でな。そこの未完成品の腕試しがてら、腹づもりを探りに来た」

「摩芙を、未完成品と言われますか」

　アルベドの声に、ようやっと相手と同種の熱さが乗った。

　天廼行永はその様を愉ゆ快かいげに、より笑みを深めて指し摘てきする。

「違うのか？　本来の設計では『半閉じの目』は『友たるハイン』そのものとして力を振るうはずだろう。かつて私が直会なおらい樺か苗なえを見込み、かの『星』と繫つないだように」

「!!」

　その言葉に、アルベドではなく摩芙が反応した。瞬しゆん間かん的に感情が沸ふつ点てんを超え。あらゆる理性も知性も押し流す、膨ぼう大だいなそれ──怒りが、溢あふれ出す。

「おまえ、が」

　震える唇くちびるが、辛かろうじて言葉を紡つむいだ。

「おまえが、カナちゃんを」

「ん？」

　口を挟む少女の存在に、初めて気付いたように天あめ廼の行ゆき永ながが目を向ける。

　その真正面に、先の数倍はあろうかという渦うず巻まき文もんがぶつかってきた。

「!!」

　残った塔とうの床ごと、さらには高台ごと押し潰つぶして、力が炸さく裂れつする。

「おまえがカナちゃんを死に走らせる原因かぁああ──ッ!!」

　摩ま芙ふの怒ど声せいをそのまま表すように、高台の斜面が一気に粉ふん砕さいされた。

　アルベドすら驚きよう愕がくさせる一いち撃げきが、巨きよ大だいな死像トランジの何分の一かを削けずり、黒い楽園の腸はらわた、岩がん盤ばんの下に隠かくされていた黄おう銅どう色いろの部品を無数、空中にばら撒まいた。

　死像トランジだけではない、浮かべる空すらも震わす力に、黒い街で暴あばれ回っていた青い竜りゆうが、カナエの眼前で粉こな々ごなに引き千ち切ぎられて消しよう滅めつする。

「うわっ、と、とと!?」

　自身も姿勢を安定させつつ、カナエは肩のパペットに視線を流すが、依い然ぜん反応はない。

（そよぎさん、どうしちゃったんだ？）

　破は裂れつの跡を、再び空気と粉ふん塵じんが埋めることで発生した暴ぼう風ふうの中、

「はぁ、はぁ」

　荒く肩で息をする摩芙に、

「クク、なるほど……これは驚いた」

「!!」

　冷れい淡たんな笑い声が届く。

「完成度に拠よらず、性能の高いモノはあるということか。良い勉強になった」

　粉塵に煙る底の底からの声は、ゆるりと漂ただよい流れていた。

　一いつ瞬しゆんで彼を見み留とめた摩芙は、強く叫ぶ。

「アルベド！」

「うむ」

　アルベドも意を汲くみ、後を追って急きゆう降こう下かした。

　空の風に粉塵が晴れると、砕くだけた地層の底で無数に蠢うごめく部品が露ろ出しゆつした、異い様ような光こう景けいが現れる。死像トランジは自動的に修復するものだが、元より巨きよ体たいであり、破壊された箇か所しよも大きいため、瞬しゆん時じに完了、とはいかないのだった。

　その光景を背に、残った斜面の街へと向かうコートの男が見える。ニィ、と唇くちびるを歪ゆがめる笑いに呼こ応おうして、部品の間から四色の竜が湧わき上がった。

　摩芙は怯ひるまず、怒りの余よ韻いんを杖つえに込める。膨ぼう大だいな力を吐き出した直後で、息も切らしているが、なんの問題もない。少ない力で戦う方法も学んでいたし、なにより、

「私がやろう。少し休め」

　傍かたわらにはもう一人、『ハインの手先』がいた。

「うん」

　素直に答えて、摩ま芙ふは白はつ骨こつしかない馬の首にしがみつく。

　アルベドは荒々しく蹄ひづめを鳴らして、四色の竜りゆうを躱かわさず正面から踊り入った。

「邪じや魔まだ」

　軽い一ひと言ことで渦うず巻まき文もんが四つ、突とつ進しんの前方に現れる。摩芙のそれのように大きくはなく、回転も緩やかだったが、それは効果や威い力りよくの弱さを示すものではない。

　四色の竜はそれまでと同じように、渦巻文に突っ込んで撒まき散らされ──なかった。

　渦に巻き込まれて、そのまま取り込まれる。体を構こう成せいさせない程の破は壊かい力りよくと、液体を引きつけ捕らえる拘こう束そく力、双方を絶ぜつ妙みように配分することで、竜を完全に無力化したのだった。

「ほう」

　天あめ廼の行ゆき永ながは、後ろ向きにジャンプしながら、賞しよう賛さんの口くち笛ぶえを吹く。のみならず、数十もの小こ粒つぶな十じゆう字じ印いんを二人の周囲に打って、突進の阻そ止しを図るが、

「──カアッ!!」

　アルベドが一いつ喝かつ、全てが吹き散らされた。さらに、

「摩芙！」

「うん！」

　彼の陰で力を溜ためていた摩芙が、杖つえを差し向ける。

　力を使った直後を狙ねらったカウンターとして、渦巻文が天廼行永の胸元に炸さく裂れつした。

　が、

「やるな」

　やはり右の手が、炸裂している最中に渦巻文をもぎ取り、消し去る。その胸元は、血を流すどころか服が破れてすらいない。といって無傷でもなかった。天廼行永という物体は、確かに拉ひしやげている。歪ゆがんだ胸元には、捻ねじれた隙すき間まが幾いくつも空あいて、虚うつろな中身を覗のぞかせていた。

「!?」

　摩芙はその光こう景けいに驚くが、すぐに小さな渦巻文をつるべ打ちに放つ。

　天廼行永はこれを躱かわすため、未いまだ残った斜面の街へと跳び退すさるが、

「──っりゃ!!」

　まさにその背後から、今度はカナエの拳こぶしが叩たたき込まれた。昴すばる緒おを幾いく分ぶんか注そそぎ込んだ強力な十字印は、摩芙の捻れ同様、その体に皹ひびを入れるが、

「二人とも、躊ちゆう躇ちよなく殺しに来たことは誉ほめてやろう。流石さすがに良い勘かんをしている」

　一いち撃げきに吹っ飛んだ天廼行永の、冷れい淡たんな笑いは崩くずれない。黒い家か屋おくを砕くだいて宙ちゆうに跳ね飛ぶ間にも、捻れた隙間、入った皹、いずれもがゆっくりと消えて行く。そうして、

「話が終わった以上、私は手て加か減げんなどしないからな」

　言いつつ両手を広げ、右から十じゆう字じ印いんを、左から渦うず巻まき文もんを、それぞればら撒まいた。

　カナエは飛んでくる渦巻文を相そう殺さいするため、自分も十字印の弾だん幕まくを張り、

「っと、この！」

　摩ま芙ふは杖つえを回して作った渦巻文で、やはり飛んでくる十字印を受け止める。

「くっ！」

　いずれも一つで致ち命めい傷しようになりかねない威い力りよくで、自ら言うところに噓うそはないようだった。

　が、二人が人の姿すがたをした敵である天あめ廼の行ゆき永ながに本気の攻こう撃げきを行ったのは、彼が言ったような手て加か減げん云うん々ぬんという理由からではなかった。ここで出会った摩芙も、かつて接していたカナエも、持ち前の『目』でようやく、この怪かい人じんの異い質しつさを感じている。人の形をした害意あるなにかを相手にしている、という危き機き感かんが自然とそうさせたのだった。

「この程度で怖こわがってくれるなよ？　おまえたちに、もっと自分たちの力の危険さを知ってもらいたいからこそ、私が自ら出向いてきたのだからな」

　天廼行永は、言いつつ斜面の街角へと、紛まぎれる。今は削けずられて跡あと形かたもない高台に笑顔を向ける彫ちよう像ぞうの間に、消える。その戦せん意いの高さから、逃げたのではない、一時退たい却きやくですらない、隠かくれて狙ねらうつもりであることは明白だった。

　カナエは、宙ちゆうに浮かんでいる摩芙とアルベド──彼には『ハインの手先』一いち味みとしか見えていない──を仰あおぎ、軽く声を掛けると、

「お先に！」

　街へと消えた天廼行永の後を追う。これは、思いがけない『敵』を相手取る、少女との成り行きな共きよう闘とうを、彼なりに態度で示したつもりであるらしい。

　摩芙は、今の姿で彼からそのように接されたことを、少しこそばゆく、大いに照れ臭くさく感じて、しかし答えはせず、フードの奥に顔を伏せるだけに留とどめた。

「摩芙、行くぞ」

「ん」

　アルベドに言われても、最低限の答えだけを返す。







　修復を続ける死像トランジが、夜や気きに沈む黒い街に地じ響ひびきを及ぼしている。崩ほう壊かい点てんに近付いたことで高度も下がり、地平線の薄明かりで円えん盤ばんの端はしが薄く浮かび上がっていた。

　その一いち隅ぐう、斜面にへばりつく街を、カナエは天廼行永の姿を求めて走り続ける。

（あの師し匠しようが、なんで『半開き』や『半閉じ』の力を……？）

　再会の現実味がないまま、抱いた違い和わ感かんのまま遠えん慮りよ容よう赦しやなく、まさしく弟子でしとして教わった通りに全力をぶつけたが、やはり話せるのなら話したかった。

　幼い頃ころ、いきなり自分の前に現れ、心構えから『既すんでの道みち』まで厳きびしく叩たたき込み、習しゆう得とくの目め処どが付くやまたいきなり消えた、そんな師し弟ていの記き憶おくが蘇よみがえる。どこまでも非情で理り不ふ尽じんで偉えらそうな、しかし絶対に必要だったことを教えてくれた恩おん人じん……と言っていいのかどうか。

（その辺り、ビミョーなんだよな）

　なにせ──ただの変わり者だと思っていた──師し匠しようの方も「必要だから教える」と放ほう言げんしていたのである。利害の合がつ致ちで成立した師弟関係でも恩おん義ぎは生まれるのだろうか。もっとも、

（師匠の方は、そんなこと聞いたら笑い飛ばすんだろうけど）

　そう、カナエは今でも簡単に慮おもんぱかることができる。言うこと為なすこと全て本ほん音ねの、ある意味、分かりやすい人物なのだった（似たもの師弟という自覚はない）。

　とはいえ、かつてそうして教わったことも教わった人物も、あくまで当たり前に過ごしていた日常の中での出来事だった。まさかこんな場所で、あんな力を介かいして再会するとは予想外どころの話ではない。彼に教わった『既すんでの道みち』が、数ヶ月前、初めてクレンペルや死像トランジとの戦いに役立ったときから、薄々疑いはしていたのだが……。

（もしかして、元からこういうことに役立たせるために、教えてくれたのかな）

　運うん命めいというのは、こうやって「仕組まれる」ものなのだろうか。

　そんな、らしくもない哲てつ学がく的な疑問すら、胸の内に湧わいてくる。

　いつもなら、そういう疑問は肩の上の自じ称しよう・運命の使し者しやに投げるところだが、そのそよぎパペットは未いまだ虚きよ脱だつ状態で、声を掛けても揺すっても、ピクリとも反応してくれない。

（まあ、こっちは後でいいや……師匠もそう言ってたし）

　と弟子でしとして思い、まずは当人、師匠を探す。このままではやっつける流れになりそうだったが、その辺りカナエも、話せるなら話す、ダメならなるようになれ、と開き直っていた。

　と、黒一色の家の狭間はざま、十じゆう字じ路ろの物陰から、何者かが飛び出す。

「っと」

　カナエは身を躱かわしつつ、襲おそいかかる相手の手首を取り、傍かたわらの壁へと放り出した。ビタン、ではなく、ゴン、という音がして初めて、彼は自分を襲ったのが人間ではないと気付く。

「なんだ……？」

　暗夜の黒い建物と石いし畳だたみに紛まぎれそうな色合いをしたそれは、街に無数立っていた石せき像ぞうだった。鋭い石の剣を抜いているが、笑顔はそのままという、実に悪あく趣しゆ味みなシロモノである。

「クレンペル、かな」

　そよぎの答えが来ないと分かっていても、一応声に出して呟つぶやく。

　そして、呟く内に気付く。

　高台に登るまでに、一体どれだけ多くの石像を見ていたのかを。

「まさか」

　悪い予感は、往おう々おうにして当たる。

　最初の石像が立ち上がる頃ころには、既すでに周囲で、ゴソゴソと動く無数の気け配はいが感じられた。天あめ廼の行ゆき永ながが彼らを街に誘い込んだ思おも惑わくに、カナエはようやく気付いたが、

（なんで今さら？）

　とも思う。

　今やカナエも十じゆう字じ印いんをそれなりに使いこなせる段階にある。天廼行永当人、あるいは四色の竜りゆうならともかく、人間大のクレンペル程度、幾いくら束たばになったところで相手にはならないはずだった……が、

（あの師し匠しようが、その程度のことを分かってないわけがない）

　カナエは弟子でしとして、師匠の傾向、あるいは習性を理解している。そう、彼にだけは分かりきっている。これが、高いハードルを突き出す前触れだということが。

　そんな、警けい戒かいを数段引き上げる彼の前に、というより四し方ほう八はつ方ぽうの周りから、予想を違たがえず笑顔の石せき像ぞうが群がり立ち、襲おそいかかってきた。

　手に手に剣から薪まきから煉れん瓦がからを持って押し寄せるそれらを、しかしカナエは目に映しながら見ていない。全体の流れの中に、罠わなの仕掛けが隠かくされていないか、あるいはそうなる予よ兆ちようがないか、まさに教わった『既すんでの道みち』で感じながら対たい処しよする。

　先せん頭とうに立つ男の懐ふところに潜もぐり込むと、その足を引っかけて転がし、後ろから迫る数人の障しよう害がい物ぶつにする。左右から同時に斬きりかかる老人と女性を一直線になるよう誘ゆう導どうして、紙かみ一ひと重えで躱かわす。刃は先さきを擦こすって体勢を崩くずす片方、老人の肩に手を添えて、綺き麗れいに投げ飛ばす。地面に屈かがみ込んで溜ためたバネで、女性に向かって体当たりを見舞う。そうした時点で、もう十字印をばら撒まく空間ができている。後はどれだけの数が来ようと一いつ掃そうするだけだった。

（やっぱり、おかしいぞ）

　この中に天廼行永が混じっている、四色の竜に──例えば真ま下したから──奇き襲しゆうさせる、等の本命が来ないまま、石像だけを繰り出しても意味がない。でありながら、そうさせているということは、なんらかの裏があるはずなのである。

（それとも師匠はあの子の方に向かって、こっちは足止めしておきたいのかな？）

　弟子だから手て加か減げんする、とは全く考えない。そういう男ではないのだ。

　現に、破は壊かいが容易たやすいとはいえ石像はどんどん増えて、パニックを起こして詰めかける群ぐん衆しゆうのようになっている。道が詰まっていれば前の石像の上によじ登る、人波の中で倒れては踏み砕くだかれる等々、硬質な押し合い圧へし合あいは、狭い通路を埋め尽くす濁だく流りゆうとなっていた。

　これら無む茶ちや苦く茶ちやな殺さつ到とうに、流石さすがのカナエもてんてこ舞いとなる。効こう率りつよく十字印をばら撒いて濁流を食い止めつつ、ふと開けた空を見上げるが、

（いや、ダメだ）

　その誘ゆう惑わくをなんとか振り払った。

　天廼行永の姿すがたを確かく認にんしないまま、迂う闊かつに空に跳び上がるのは危険過ぎた。地上から追い上げようとしているとすれば、狙ねらいはまさに跳び上がった瞬しゆん間かんということになる。

「あっ」

　無む言ごんの殺さつ到とうで占しめられた視し界かいの端はし、意い外がいなほど近くで、『ハインの手先』の渦うず巻まき文もんが同じく石せき像ぞうを派は手でに舞い上げているのが見えた。彼女と対たい抗こうする何者かの力は感じられない。

（今日きようはやたらと大おお暴あばれしてるあの子も、こういうことされたら焦じれるだろうな）

　相あい哀あわれんでの苦く笑しようを浮かべようとした頰ほおが、不ふ意いに引き攣つった。

（？）

　そうと自覚して、カナエはハッとなった。彼は、自分の勘かんを信じている。それこそ『半開きの目』の力に目覚める前から、ずっと。その勘が、

（今のこれは、仕込みだ）

　そう、焼け付くように告げていた。

　とてつもなく嫌いやなことが起きると。

　衝しよう動どう的に、思う。

（あの子にも報しらせないと）

　そよぎが正気だったなら、まーた『ハインの手先』を助けるようなことを、と文もん句くを言っただろうが、カナエにはカナエの言い分もある。

　以前、八十辻やそつじ夕ゆう子この死像トランジと戦った際、油ゆ断だんから最後の悪あがきの一いち撃げきを食らいかけ、それを他でもない『ハインの手先』の少女に助けられたことがあった。死像トランジを造ったのも彼女なのだから（とカナエらは思っている）、いわばマッチポンプの行為なのだが、それでも助けられたことに変わりはない。その恩おんを返せる機き会かいは生かしたかった。

　それに、この発はつ想そうが浮かんだということは、自分の命を助けられた行為と釣つり合うほどの出来事が起きるはずなのである。少なくとも、カナエの中での理り屈くつはそうなっていた。

（急がないと）

　勘かんが自然と、駆かり立てる。

　石像の人波を浪ろう費ひ覚かく悟ごで放たれた昂すばる緒おの力が撃げき砕さいし、その中心をカナエは突き抜けた。飛び散る石片や黄銅色の部品が何個も当たって、擦すり傷どころか血ち飛沫しぶきさえも散るが、お構いなしに走る。切り拓ひらく破は壊かいと突とつ破ぱの疾しつ走そうを、ほとんど同時に行って、カナエは少女の許に、走る。

（早く、あの子の所へ!!）

　ここまですることに、なんの疑問も抱いていない。

　その奇き妙みようさへの自覚は、今のカナエにはなかった。







　摩ま芙ふは、カナエの予想通り、大いに焦れていた。

　群がる石像などは物の数ではないが、ただ鬱うつ陶とうしい。

　カナエに死へと無む造ぞう作さに走る性せい癖へきを植え付け、今また『ハインの手先』によらない世界の破は滅めつを齎もたらそうとしている嫌いやな奴やつが、この鬱うつ陶とうしさの奥に隠かくれ潜ひそんで一向に出てこない。

　あの冷たい薄ら笑いを、石せき像ぞうや死像トランジの陰で浮かべているかと思うと、居ても立ってもいられなくなる。いっそ飛び上がって向こうの行動を促うながし、その居場所を摑つかもうか、とも考えたが、これはアルベドに察せられ、きつく釘くぎを刺されていた。

　なので結局、石像を壊こわし続けるだけ、という無む為いの時間を過ごしている。

（まさか、カナちゃんを先に始し末まつに向かった？）

　カナエの方では師し匠しようと言っていたが、弟子でし思いには到とう底てい見えなかった。致ち命めい傷しようになる攻こう撃げきも平気で放っている。殺すことに躊ちゆう躇ちよがあるとは思えなかった。

（どうする）

　死像トランジの一部を吹き飛ばした分の呪じゆ力りよくは、既すでに回復している。石像の群れる一角を強ごう引いんに削けずり倒すことは造ぞう作さもなかった。ただ、その強引にやる瞬しゆん間かんを狙ねらわれると拙まずい。カナエとの合流を目め指ざすことも予想されているはず。あえて踏み込むには危険が大き過ぎた。

（でも、いつまでも、こうしているわけにもいかない）

　突とつ入にゆう以い降こう、戦い尽くめで時間の感覚もなくなっているが、死像トランジは刻こく一いつ刻こく、崩ほう壊かい点てんへと近付いている。こんな状況で破は滅めつの連れん鎖さが始まってしまっては、本来目指している刹那の機会を捉とらえるどころではない。なんとしても事前に、死像トランジの制せい御ぎよを奪うばわねばならない。

　考えれば考えるほどに、追い詰められて行く。

　仕掛ける側であるはずの『ハインの手先』は、他者に主しゆ導どう権けんを握られることに慣れていなかった。思うように行かない苛いら立だちだけが、少女の内に積もって行く。

　その周りに群れ集つどう笑顔の石像は、一向に数を減じていない。

　彫ちよう像ぞうとしては見事な物だろう、一つ一つの笑顔が、かえって摩ま芙ふの癇かんに障さわる。

　と、

「──」

　また一つ、渦うず巻まき文もんを食らって吹き飛んだ真正面の人波、石せつ片ぺんとなって降り注そそぐ、手や足や笑顔だったものの奥に、遂ついに持ち駒ごまが切れたのか、と思わせるほどに開けた空間があった。

　そこに、

「──っ」

　全くぬけぬけと、一人の男が立っている。

　思い浮かべていた通りの、冷たい薄ら笑いを向けている、嫌な奴。

「──っおまえ」

　溜たまりに溜まった苛立ちが、殊こと更さらな誘いによって、力を湧わき上がらせる。

　それを数の力で食い止めようとしてか、石像が無数、四し方ほう八はつ方ぽうという周りだけではない、上空すらも跳ちよう躍やくで塞ふさぎ、摩芙を押し包まんと飛びかかっていた。

「邪じや魔ましないで!!」

　摩ま芙ふにとって、この程度の行為は邪じや魔まにすらならない。天あめ廼の行ゆき永ながを破は壊かいする、そのついでに全てを粉こな々ごなにし得るだけの渦うず巻まき文もんを、掲かかげた杖つえの先に発生させる。

　一いつ旦たん解き放てば、周囲の石せき像ぞう全てを打ち砕くだきながら天廼行永の許へと驀ばく進しんするだろう力の塊かたまりが、今まさに杖の先を離れて効力を発はつ揮きしようとする──そこに、




「　ダメだあああああああああああ────────っ!!　」




　カナエの、咆ほう哮こうのような大だい音おん声じようが轟とどろいた。

　ちょうど天廼行永の背後へと現れた彼の姿すがた、その行動に、摩芙は驚きよう愕がくとともに目を留める。そして、そこに彼の制止した意味と答え、全てを見つけた。

　摩芙と同じく、カナエを止めようと飛びかかった石像の中に、混じっていた。

　人間が。

　黒い装しよう束ぞくに身を包んだ、石いし川かわ交こうだった。

「!!」

　なにが「ダメ」なのか、瞬しゆん時じに通じ合った摩芙は、解放しかけていた渦巻文の力を杖の先に留め、無類の堅さを持つ盾たてとして広げた。ガガガガガッ、と音を立て、石像の攻こう撃げきが、摩芙とアルベドの上に広がった円に弾はじかれてゆく。

　その中に、やはり、混じっていた。

　人間が。

　石川直なおと、友とも坂さか雛ひなだった。

　二人は自じ律りつした意い思しを感じさせないぎこちなさで地面に落ち、また身を起こす。

　摩芙は心底から、ぞっとなった。

　洗せん脳のうされただろう二人の様よう子す、それだけではなく、カナエが止めてくれなければ二人を粉こな々ごなに粉ふん砕さいしていた、という事実に。一転、恐きよう怖ふの深さが怒りの熱さに変じ、再び前、変わらぬ姿で立つ怪かい人じんへの視線として突き刺さる。

　その強きよう烈れつな感情を平然と受け止める、天廼行永の感想は、

「惜しいな」

　という一ひと言ことだけ。

　交の刀を十じゆう字じ印いんで受け止め、さらには弾き飛ばしたカナエが、

「どうして!?」

　例によって短く、師し匠しようの背中に詰きつ問もんしていた。

　天廼行永は振り向きもせず、しかしやはり弟子でしの意を汲くんで、ちゃんと答える。

「三人とも、ほどよく絶望していたのでな。おまえたちに、自身の持つ力の危険さを教えるために使わせてもらっただけだ。殺人の通過儀ぎ礼れいを果たせず悩む半はん端ぱモノどもが、殺されることで他者の役に立つ、なかなか洒落しやれた功く徳どくだと思ったのだが？」

　摩ま芙ふは自分の中に滾たぎる怒りを、どう言葉で表現して良いか分からない。

「～!!」

「悪あく趣しゆ味みは、治っていないようですな」

　アルベドの非難を聞きながら、動きの鈍い直なおと雛ひなを、難なく渦うず巻まき文もんで縛しばり固めた。

　カナエも、十じゆう字じ印いんで交こうを付近の壁に固定してしまうと、

「聞きたいことが、色々あったんですけど」

　師し匠しように、一いつ旦たんの別れを静かに告げる。

「また今度にしてもらえますか」

　天あめ廼の行ゆき永ながは、なかなか言うようになった弟子でしを、ニィッと笑うだけで誉ほめる。

　再びザワザワと周りを取り巻き始める石せき像ぞう群ぐんの中、間に天廼行永を挟んで、カナエが、摩芙とアルベドが、ゆるりと身の内に力を練り上げて行く。

　カナエは、十字印をぶつけるだけではどうにもならない、と分かっているが、他にどうしようもない。乱戦の最中さなかに勝しよう機きを見出みいだそうと、師匠の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを注ちゆう視しする。

　摩芙はアルベドの首に手を置くことで、自分が怒りで我を失ってはいない、と示した。眼前の怪かい人じんを片付けるための方法を『ハインの手先』たるの全能をかけて、探す。

　そのまま数分の対たい峙じを経て──全員が同時に動き出した瞬しゆん間かん、

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」
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　摩ま芙ふが叫び、カナエは理解した。

　確かに『半開きの目』で誤ご魔ま化かされていたはずの認にん識しきが、なぜか叫びの意い図とごと通じた。

　両者の位置が瞬しゆん時じに入れ替わる。

　両者を乗せた渦うず巻まき文もんの円周部だけが回転し、その位置取りを、真反対に入れ替えている。

　天あめ廼の行ゆき永ながは、反応できなかった。

　右手で十じゆう字じ印いん、左手で渦巻文、それぞれを全力で撃うち放つべく、精神を集中させていた。

　その結果、

　天廼行永は相そう殺さいするはずだった二つの力──右手の十字印に制せい御ぎよしきれない十字印の力を、左手の渦巻文に制御しきれない渦巻文の力を、まともに受け取って、爆ばく散さんした。

　笑いの欠片かけら、コートの切きれ端はし、なに一つ残さず、怪かい人じんは消しよう滅めつした。







　動きを止めた石せき像ぞう群の中、交こう、直なお、雛ひなをクレンペルの束そく縛ばくから解放した三人（？）は、その目覚めを待っていた。互いに戦いの消しよう耗もうを癒いやす場にありながら、剣けん吞のんな空気はない。

　カナエはごく当たり前のことと、馬上の『ハインの手先』に礼れいを言う。

「ありがとう。皆、助かりそうだ」

「ん……」

　摩芙はフードを引っ張って、照れた顔を隠かくした。その陰から、訊ききにくいことを訊く。

「あのコートの男と、知り合い、なの？」

「まあね」

　カナエは、知り合いだったの、と彼女が訊かなかったことに、なんの違い和わ感かんも覚えていなかった。ごく平然と答える。

「小さい頃ころに色々教えてくれた師し匠しよう、なんだけど……なんでこんなことになってるのかはサッパリ。こっち関係の人だってのも、今日きよう知ったところ」

「あいつと、もう関わっちゃダメ」

　まるで気き遣づかうような『ハインの手先』にも、苦にがく笑って返す。返さざるを得ない。

「うん。でも師匠は、こっちがどう思ってようと、また好きな時にやって来ると思うな。これまでもそうだったし、これからもきっと……君も『目』で見て分かってるんじゃないの？」

「む～」

　理解はしつつも不満げに唸うなる少女──と、なぜかこちらをジロジロと窺うかがっている風ふうな馬の白はく骨こつ──に、苦さではない、別の笑いを添えて、言う。

「困ったことにはなったけど、それでも師匠は、ある子を守るため絶対に必要な力を教えてくれた人なんだ。また現れたら、また話してみる。今は、それでいいと思う」

　摩ま芙ふは、とても嬉うれしいことを言われた、とても危ういことを言われた、どっちに反応して良いのか分からなくなって……結局また、フードを深く被かぶり直した。







　交こう、直なお、雛ひなの目覚めを確かく認にんすると、すぐに『ハインの手先』らは──少女はどこかご機き嫌げんな様よう子すで──去った。その理由はカナエには分からなかったが、死像トランジの処しよ理りを黙かく認にんしてくれたらしい、ということだけ分かれば、まず十分ではあった。

　去り際、馬の白はつ骨こつの背からかけた言葉も、

「あんな奴やつの作ったものなんか──」

　壊こわしてもいい、と続けようとして止めたのだろう。

　彼女も立場上、色々と縛しばられるものがあるに違いない。大変なんだなあ、と思ったが、それを口にするのは止めた。なんとなくだが、機き嫌げんを損ねてしまいそうな気がしたのである。

　ともあれカナエは三人を連れ、死像トランジの核かくたる人間の居場所、黒い街の一角を訪れていた。

　そこには、高台の上にあった塔とうのように特別な物はなにもない。

　周りの家と、なんら区別の付かない、ごく普通の一いつ軒けん家やだった。

　怪け訝げんな様子の三人に先んじて、こっそり、扉とびらを開けたカナエは、

「ごめんください……あっ」

　その中にお目当ての、見慣れた構こう造ぞう物ぶつを、ようやく見つけることができた。

　家の壁で、大小の歯車に埋まり、その胸に渦うず巻まき文もんを回す、綺き麗れいな女の人を。

　年の頃ころは二十代後半だろうか。長い黒くろ髪かみが、首くび筋すじから胸元へと垂たれていた。

　交らが語った、暗あん殺さつ血けつ統とう［羅ら比ひ陀だ］の頭とう領りよう『綾あや風かぜ』こと柘植つげ縒より──らしい。

　死像トランジに囚とらわれ、両の目を閉じた寝顔は、今までカナエが見てきた人々の、悪あく夢むに苛さいなまれる虚脱や苦く悶もんとは無む縁えんだった。ただ、彼女はとても困った、悲しい顔をしていた。

　彼女を見た三人は、同じ表情になった。

　カナエには詳しい事情が分からないので、とりあえず先に、いつもの作業に入る。彼女の胸に回る渦巻文と、指先の十じゆう字じ印いんを触れさせることで、これを止める。ほどなく、渦巻は解ほどけて横一線となり、横一線は半分だけを開く目となった。

「いいですよ」

　カナエが言うや、三人は彼らの頭領の許へと駆かけ寄る。

「頭領！」「縒姉！」「縒姉様！」

　未いまだ細かく動き続ける機き械かいの中で、縒は切れ長の目をうっすらと開けた。

「う、っ……？」

　再び名前を三人三様、叫ぶ姿すがたを眼前に認めて、彼女はようやく、自分の置かれた状況、こうなってしまった経けい緯いを思い出した。

　さらにカナエが、その後のことを搔かい摘つまんで説明する。未いまだ沈ちん黙もくを守っているパペットに頼れなかったため、その語り口く調ちようは（かなり）辿たど々たどしいものとなったが、三人のフォローもあって、なんとか語り終えることができた。

　縒よりは、すぐには全てを吞のみ込めない風ふうだったが、自身に起きている事実と、既すでに起きた記き憶おくから、出来事に辛かろうじて、前後の脈みやく絡らくを付ける。その彼女が最初に口にしたのは、

「すまん」

　という言葉だった。カナエに対するものではない。自分を頭とう領りようと仰あおぐ三人に、絶望を具体的な形として見せてしまったことへの、心からの謝しや罪ざいだった。しかし、

「私は［羅ら比ひ陀だ］を──」

「もう、分かった」

　続くはずだった懺悔ざんげを、交こうがいきなり一ひと言ことで断ち切っていた。

「交……？」

「我々は、それ以外の生き方を知らなかったし、血けつ統とうの末に連なるという、誇りへの憧れもあった。だから、どこまでも脳のう天気に、ただそうなろうとしていた」

　雛ひなも、続ける。

「でも、縒姉様は頭領だものね。私たちがそうなったとしても、もう先がない……今までの形を守ったまま、村に籠こもって先細っていくことすら、もう限界なことが分かってた」

　そして、直なおも。

「縒姉が今度の件に巻き込まれたきっかけ……『追っ手が来た』って騒さわいだのも、俺おれたちの反応を観察してたんだろ？　そんときに俺たちの方も、薄々感付いちゃったわけよ」

　少し間を置いて、言う。

「縒姉は村を出るだけじゃない、暗あん殺さつ血統［羅比陀］自体を店みせ仕じ舞まいする気だ──ってね」

　縒は答えなかった。

　父祖が代々数百年、咎とが人にんとなっても守り伝えてきた『自分たちの存在を証あかす形』を、凋ちよう落らくの末に途と絶だえさせる……そう決断せざるを得なかった、頭領としての自責の念は、安易な肯こう定ていも否定も、口の端はに乗せることを許さない重みを持っていた。

　直は構わず続ける。

「んで、気付いたところで、俺たちも悔くやしかったわけよ。だから、あの天あめ廼のの野や郎ろうにこき使われるにせよ、せめて最高の仕事をぶち上げてやる、なーんて張り切ったりしてさ」

　でも、と雛は苦にがい笑いを見せた。

「その結果は、さんざん。翻ほん弄ろうされるまま、いいとこなしの負け続け。自分たちの分ぶんを思い知る、って意味では、最高どころか最後に相応ふさわしい……良い仕事、だったのかもね」

　そして、交が言う。

「我々は、一人前の［羅比陀］になる未来を惜しんでいた……この街を見るまで」

　交こうは絶望の機き械かいに囚とらわれる頭とう領りようの前に歩み寄って、目線の高さを合わせた。

「心密ひそかに惜しんでいた望みこそが、頭領の絶望だと示されたとき、俺おれたちは絶望した。してしまった。頭領の涙に触れていながら、まったくいい気な子供のように」

　直なおは逆に目を逸そらし、家の中を見回して笑う。

「縒より姉ねえも律儀りちぎなんだから。絶望の形にせよ、せっかく作った楽園だってえのに、こーんな普通の……四人で一家、みたいな家にするなんてさ」

「まあ、それを見て、吹っ切れたけどね」

　雛ひなも眺ながめる家の中には、テーブルを囲む椅い子すや生活用具が、全て四人分、揃そろっていた。まるでそれが当然の光こう景けいだと、訪れる者に訴えかけるように。

　四人の一人として、交が正面に見み据すえる頭領──ではなく、柘植つげ縒に言う。

「暗あん殺さつ血けつ統とう［羅ら比ひ陀だ］は、ここで終わる。俺たちもそれでいい。その辛つらさを一いつ緒しよに背負う」

「交……」

　縒は小さく声を、そして涙を、零こぼしていた。

　雛が、潤うるむ声を明るく張り上げる。

「でも、私たち案あん外がい、気が楽よ。縒姉様が殺しの命令をくれなかったおかげで、私たち皆、少し身が軽いだけのお兄にいさんお姉ねえさんだもん」

　直も乗って、大おお袈げ裟さな手振りでアピールして見せた。

「だな。探す足には困んねーし、案あん外がい引く手数多あまただったりするかもよ」

　部屋の隅すみで聞いていただけのカナエも含め、緩んだ空気に誰だれともない微笑が混じる。

　そんな中、交は未いまだ縒に目線を据すえたまま、

「そういうことだ。ついては縒、結婚してくれ」

　彼らしく、単たん刀とう直ちよく入にゆうに不ふ意い打うちした。

「……？」「……？」「……？」

　縒と雛と直は、意味を吞のみ込むまでの間を置いてから、

「なっ、なな」「ちょっ、この──」「はあああああああーっ!?」

　三様の形で驚きよう愕がくした。

　動転して茹ゆで上がる縒は、真正面から真しん摯しに見つめてくる──もはや自分を見上げていた少年ではない──凜り々りしい青年に、辛かろうじての問いを投げかける。

「な、なんで、そうなる」

「［羅比陀］の掟おきてでは、絶対の孤こ絶ぜつ者しやたる頭領は婚こん姻いんを許されない。無用の派は閥ばつとなる従姉弟いとこ同士も然しかりだ。だが、今やその掟は全て意味を失った。だからだ」

「だから、って、その、それは」

　しどろもどろになる縒、まだ目線を逸そらさない交、双方を指差して直は弾だん劾がいする。

「ああっ、さては交兄にい、ずっと狙ねらってたのか!?　なんだそれ、ずりい!!」

「ずるくはない。暗あん殺さつ血けつ統とうの一員として、与えられた機き会かいを最大限に生かしただけだ」

　しれっと答える交こうに、雛ひなは大いに地じ団だん駄だを踏んだ。

「もう違うでしょう！　ふざけないでよ！」

「私──オレは真面目まじめだ」

　そんな、彼らの未来を指し示す交の言い分を受け取った縒よりは、

「い……」

　ぶるぶると震えること数秒、

「今、言うことか……このバカ!!」

　自分を囚とらえていた運うん命めいの機き械かいを振り解ほどいて、くそ真面目まじめの頭に強きよう烈れつなゲンコツを一つ、打だ撃げきの音も高らかに振り下ろしていた。

　恐らくは楽しげな成り行きを眺ながめていたカナエは、

「これって、丸く収まった、のかな？」

　肩の上に問いかけてみたが、やはりパペットは答えなかった。













　　　エピローグ







　巨きよ大だいな円えん盤ばん型の死像トランジは、海にさしかかる前に、空中分解を起こしてバラバラになった。

　柘植つげ縒よりという結合の核かくを失い、莫ばく大だいな自じ重じゆうによって緩やかに崩くずれ落ちて行く。死像トランジの機き能のうを帯びた黄おう銅どう色いろの部品が、黒い街を形作っていた煉れん瓦がや分ぶ厚あつい岩がん盤ばんが、四色の川の飛沫しぶきが、叢むら雲くもを削けずって降る豪ごう雨うのように。全てが、空中へと撒まき散らされた。

　それらはしかし、すぐに形を失い、真ま下したに広がる市し街がい地ちへと届くことはない。

　黒い街で起きた騒そう擾じようの、なにもかもが幻まぼろしだったように、空と風に消えていく。

　運うん命めいの獣けものは誰だれにも知られぬまま去り、世界破は滅めつの危き機きは、またも潰ついえ去った。

　海辺から、二夜の楽園と一個の血けつ統とうの最さい期ごを見届ける、幾いく人にんかを除いて。

　そして今日きようも、新しい夜明けが来た。







　直会なおらいカナエと一いち条じよう摩ま芙ふ、山やま辺のべ手梓たずさと八十辻やそつじ夕ゆう子こ、そして『星せい平へい線せんのそよぎ』が、見送る従業員と共に旅館［鴨かも根ね荘そう］の玄げん関かんを出ると、朝の海が潮しお風かぜの彼方かなたで煌きらめいている。今日きようはもう眺ながめるだけとなったことを、否いやが応おうでも惜しませる眺めだった。

　手梓たずさが、もったいなさ気に呟つぶやく。

「もう一泊、できれば良かったんだけどな……」

　せっかくトラブルが全部片付いたんだし、という本ほん音ねは流石さすがに口にできない。

　夕ゆう子こは、気付けば全て終わっていたことを心底から悔くやしがりつつ、深々と溜ため息いきを吐く。

「寮りようの外がい泊はく届けは一日分だけしか出してないんでしょう？　仕様しようがありませんよ」

　こちらも、魔ま術じゆつを使えば誤ご魔ま化かせるけど、という事実は敢あえて伏せた。

　そんな二人の陰から、そよぎがらしくない遠えん慮りよがちな声を放る。

「これから騒さわがしくなりそうだし、早く帰った方が良いと思うな……」

　そうしてまた、一人の少年との会話を避けて、身を隠かくした。

　避けられたカナエは、苦にがさを過よぎらせつつも明るく、玄関へと振り返って頭を下げる。

「どうも、お世せ話わになりました」

「お世話になりました」

　隣となりに並ぶ摩ま芙ふも、ぺこりとお辞じ儀ぎした。

　二人とも、当然昨夜のことには触れない。先に帰った摩芙は手梓と夕子の術を解とき、何食わぬ顔でカナエの帰りを待った。カナエの方も、不安がらせた事件の詳しよう細さいを話すことができなかったので、旅館のドッキリイベントだった、と無む茶ちや苦く茶ちやな言いい訳わけで通している。

　あとの三人も同じく頭を下げて御お礼れいを言い、従業員側もこれを返した。

　見送りに出てきた従業員は、当然昨日きのうの昼間と同じ格かつ好こうをした石いし川かわ交こうと石川直なお、および二人を両りよう脇わきに従えた和服の女将おかみ、昨夜遅くに帰ったという柘植つげ縒よりである。

　縒が『やり手っぽい女将』を、

「昨晩は、なにかとお騒がせして申もうし訳わけありませんでした」

　交が『キッチリした従業員』を、

「いささか趣しゆ向こうを凝こらし過ぎましたようで。お客様には無用の心配をおかけしました」

　そして直が『少しだらしない従業員』を、

「近場で本当に事件も起きて、せっかくのイベントも間が悪かったよなー」

　それぞれ見事に演じている。

　そして一番最後、

「港のアレで道が混みそうだし、変な取材も受けたくないから、私ももう出ちゃいますね」

　ライダースーツに着替えた友とも坂さか雛ひなが現れた。

　彼女が見やったのは砂浜のすぐ脇、かつて船着き場があった場所。そこには今や、防ぼう波は堤ていも船もない、細さい片へんばかりが浮かぶ、円形に抉えぐれた極ごく小しようの湾と化していた。

　既すでに夜の間から報道の車が付近に屯たむろして、田舎いなか町まちに勃ぼつ発ぱつした巨きよ大だい竜たつ巻まきの惨さん禍かについて取材を始めていた。食堂での朝食の際も、テレビは『頻ひん発ぱつする竜たつ巻まき被ひ害がい』特番一色で、近きん隣りん住民のインタビューも流れていた。昼までには、さらに騒さわがしくなるだろう。カナエらにせよ、雛ひならにせよ、たしかに早々と立ち去るのが良策だった。

　ちなみに摩ま芙ふは、そんな自分の所しよ業ぎよう、激情のまま引き起こしてしまった惨さん事じの後あと始し末まつについて、本ほん拠きよ地ち『阿あ呆ほう船せん』でアルベドに相談していたが、返ってきた答えは、

「そこいらに積み上がっている黄おう金ごんでも放り投げておけば、すぐに収まるだろう」

　という適当で安あん直ちよくなものだった。まあ、実行はするつもりだったが……。

　これら、先について思いやる中、

「！」

「……」

　ふと、雛と目線が合った。

　朝の食堂では会えなかった彼女──やけ酒を過ごして寝込んでいたのである──は、穏おだやかで優しげな微笑ほほえみの前に、小さく人差し指を当てる。互いの正体を知った後、碌ろくに話ができなかったことを、彼女は不足とは思わない。摩芙の必死さを感じただけで、十分だった。

（そう、してる事情が、あるのよね？）

　だから、噤つぐむべきを噤み、語るべきを語る。

　幼い少女への、お別れの手た向むけだけを。

「しちゃダメ、って不ふ機き嫌げんになるだけじゃ、なにも進まないわよ」

「！」

「怖こわがらないで、ね」

　謎なぞかけのような言葉は、しかし違いなく相手に届いていた。

　摩芙も、はにかんだ微笑ほほえみを返す。

　カナエらにとって、一人だけ事情を知らない、と思われている少女。

　雛らにとって、一人だけ全てを知っていることを、隠かくしている少女。

　双方すれ違う、少女のための芝しば居いは、空々しくも温かかった。

　そうして、

　出て行く客も、送り出す従業員も、誰だれ一人としてそうなるとは思っていない、しかし心尽くしの挨あい拶さつを、深々とお辞じ儀ぎする縒よりが、贈おくる。

「ありがとうございました。またどうぞ、お越しくださいませ」







　カナエは『ハインの手先』の少女には格好かつこを付けたことを言ってみたが──なぜかあの少女には、そうしたくなるのである──内心は、実のところ穏やかではない。

　師し匠しようの生死について心配していない、というのは本当である。

　彼が爆ばく散さんした光こう景けいを見ていても、喪そう失しつ感かんらしきものは全くなかった。

　元々、どこから現れたのかも分からず教わり、どこに去ったのかも知らずに別れていた。今度の件で、人ならぬ姿すがたも見てしまった。どうせ次も、何食わぬ顔で『現れる』のだ。

　死像トランジの上で思わぬ再会を果たすまで、それはカナエにとって明るい色合いを持った『楽しみ』だった。しかし今や、それは暗く心を染める『恐れ』に変わってしまっていた。

　なにを恐れているのかを、今は『星せい平へい線せんのそよぎ』に尋たずねることもできない。

　しかし、いずれは彼女共とも々ども、それに立ち向かわなければならない。

　そうと分かっている……他でもない師し匠しようから教わった、

　運うん命めいを辿たどる『既すんでの道みち』が、指し示していた。
















　それは、騒ざわめきの、夏──

　遂ついに、破は滅めつの絡から繰くりは絡み、

　星の象かたどりを運命さだめるべく、

　いずれもが躙にじり寄る。










　　　あとがき




　はじめての方、はじめまして。

　久しぶりの方、お久しぶりです。

　高たか橋はし弥や七しち郎ろうです。

　また皆様のお目にかかることができました。ありがたいことです。




　さて本作は、痛つう快かいアクション娯ご楽らく小説です。今回は近きん隣りんの街から県外の海へと、またちょっと行動や交友の範囲が大きくなっているようです。

　テーマは、描びよう写しや的には「間を結ぶ者」、内容的には「みる」です。カナエだけでなく、摩ま芙ふまでもが、暗あん殺さつ者しやの一団や黒くろ幕まく相手に大おお暴あばれします。

　いとうのいぢさんのイラストを本巻も頂いただきました。表ひよう紙しに描かれた摩芙と夕ゆう子こ、二人の水着姿すがたが、自じ業ごう自じ得とくの一月遅れながら、実に眩まばゆいです。

　担当編集の三み木き一かず馬ま氏、吉よし岡おか雄ゆう介すけ氏には、今回も様々な助言と骨折りを頂きました。手て間ま暇ひまばかりか迷めい惑わくまでかけて本当に申もうし訳わけありません。




　県・地名五十音順に、大おお分いたのＴ島さん、熊くま本もとのＮ野さん、群ぐん馬まのＯ坂さん（力作ありがとうございます）、東とう京きようのＳ本さん、Ｓ原さん、北ほつ海かい道どうのＹ島さん。いつも送って下さる方、初めて送って下さった方、いずれも大変励はげみにさせて頂いております。どうもありがとうございます。







　それでは、今回はこの辺りで。

　この本を手に取ってくれた読者の皆様に、無む上じようの感謝を、変わらず。

　また皆様のお目にかかれる日がありますように。











二〇一五年七月　　　高橋弥七郎
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高たか橋はし弥や七しち郎ろう

そろそろ東京人になりそうな大阪人。３巻目です。宜しくお願いいたします。私も猫動画の鑑賞は嗜んでますが、流石に実況はしておりません。しておりませんよ。

変身ポーズを取る作者
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イラスト／いとうのいぢ

こんにちは、いとうです。今回は時期に合わせてか夏真っ盛りなイラスト多数です。もちろん女子の水着がいっぱい……！　タズサ先輩のお尻に時間をかけてしまいました……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「高橋弥七郎先生」係

「いとうのいぢ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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カナエの星ほし③








高たか橋はし弥や七しち郎ろう
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